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樊 塵秘抄 〔改訂版〕 緖 言 

わが 國の 歌謠 史上、 大 いなる 儅値を 有する 梁 麇秘抄 は、 さきに 和 田英松 博士が 發 

見せられ、 予 これ を 學界に 紹介した ことで ある。 しかも、 そは卷 二の 零 本で あるの 

で、 完本の 世に出 づる こと あらば と、 多年 搜索 をつ づけて をる が、 すでに 刊行した 

卷 二と 卷 一 の斷簡 以外に は、 五辻 家 本 も、 寂 蓮 筆 本 も、 正 韵書寫 本 も、 その 轉 為本 

も、 未だ 見る こと を 得ぬ。 

それで、 初版 本 及び 增訂本 を 更に 訂正し、 版 を 新たに せる この 改訂 本 を 世に 公に 

する ことと した。 增訂 本の 附錄 に揭 げた 山 田 孝 雄 博士 等の 論文 は、 遣慽 ながら 割愛 

して、 初版 本に 附 した 和 田、 常 盤 一 一 博士の 解說に 訂正 を 請うた もの を卷 頭に 揚げた。 

本文 は、 讀 みやすから むが 爲に 漢字 を 多く まじへ たが、 假字遣 は 原本の ままに し 

た。 初版 本の 序言に も 述べた ごとく、 原本の 字體は 極めて 暖眛 なので、 まさしく. 1^ 

本の 誤と おぼしき もの は 改めて、 脚註に 「點」 原 「轉」 とやう に 記しね。 また 請 家の 1^ 
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二 

は 脚註に 略記し、 略 附號を 以てして、 この 難讀の 書に 對 する 諸家の 苦心 を 永く 傅へ 

る ことと した。 卽ち和 田 博士 (和)、 常 盤 博士 (常)、 高 楠 順次 郞 博士 (高)、 . ^田 博士 

(山)、 高 野 辰 之 博士 (野)、 志 田 義秀君 (志)、 筑土 鈴寬君 (筑 )、 小 野 玄妙 君 (小)、 豊 

田 八十 代 君 (豊 )、 源 豊宗君 (源)、 藤 田德太 郎君 (藤)、 志 田 延義君 (田) 等で ある。 

今や 文 獻學的 研究の 盛んな 機運が 到來 して、 從 つて、 學界に 知られなかった 古鈔 

本のた ぐ ひの 出現した ものが 尠 くない。 梁 塵 秘抄の 完本の、 いづこよりか 發 見せら 

わむ こと を、 切望して やまぬ ものである。 

昭和 七 年 五月  佐 佐.：^  J  ^ 


增訂 版本 序 言 

幾 百年 間 學界に 埋もれ 居し 梁 麈秘抄 の 世に出で つる こと は、 明治の 末期に 於け る 

國文 學界の 驚異と もい ひつべき ことな りき。 しかして これ を 刊行して より、 旣に十 

年 を 過ぐ。 その 間、 をり に ふれて 搜索を 怠ら ざり しか ど、 もとの 寫本 だに 出 づるこ 

と 無 か b しが 故に、 研究者に とりて、 この 書 はな ほ 唯一の よ..^ どころ たらざる を 得 

t しかも この 書、 今や 市上に その 影 を 見ざる にい たれり。 よりて 改版 を發 行せ む 

とする に、 書肆の 希望に よりて、 全部 もとの 紙型 を 用ゐ. る ことと なしつ。 附錄 とし 

て、 和 田、 山 田、 志 田、 武田、 高 楠 氏の 新たに 執筆 せられし 文、 新 村 氏の 藝 文に 揭 

げられ し 文、 Walcy 氏の Journal  of  the  .Royal  Asiatic  Society に揭 げられ し 文 (本 

書の 歐洲の 學界に 紹介せられ たる 最初の もの) 並に 余の 文 を 載す る ことと せり。 諸 

氏の 文詞 は、 とりどりに 後の 學者を 稗 益す ると ころ 多く、 本書の 爲に、 はた 學界の 

ために、 深く 謝する ところな り。 ことに、 .H 田、 志 田 二 氏の 精緻なる 研究より なれ 
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四 

る長篇 は、 本書 中の 幾多の 疑問 を 解決し 得、 隨 つて 本書の 面目 を 一層 眞實に 世に 示 

す を 得る に 至れる こと、 感謝に 堪 へす。 なほ 刊 本の 原書 は、 さきに 和 田 氏より 贈ら 

れて、 余が 珍 襲す ると ころと なれり。 併せて ここに これ を 謝す。 また 宮內省 圖書寮 

所 i 二して 唯 一 の寫 本なる 唯 心房 集、 及、 希世の 珍 寶と稱 すべき 金剛 寺所藏 の嘉應 

二 年書寫 今様、 大 報恩 寺 所 藏の佛 體內所 現 和讚 を、 新たに 坡璃 版と して 揭 ぐる こと 

を 得た る は、 本書の ために よろこびと すると ころな り。 

大正 十二 年 五月  佐 佐 木 信綱識 


初版 本 序 言 

梁 塵 秘抄の 名 は、 徒然 草に、 「梁 塵秘 抄の郢 曲の ことば こそ、 また あはれ なる 事 は 

多 かめれ」 と あるに よりて、 知らざる 人な かるべし。 しかも その 書 は從來 またく 湮 

滅せ. 0 き。 さる を 去年の 秋、 學友和 田英松 君、 書肆より 梁 塵 秘抄卷 二と 題せ るニ册 

の 書 を 贖 はれし が、 歌 謠に關 する 書 なれば とて、 直ちに 佘に 貸されぬ。 研究の 結果、 

その 後白河 院 勅撰の 梁 魔 秘抄の 零 本なる こと を 確かめ 得、 かつ 我が 國文學 史上、 貴 

重なる 資料た る 事 を 知り 得つ るに より、 十月の 末、 文科 大學國 文 談話 會に 於いて、 

本書に 就きて 談.^ 、 その 筆記 は、 今年 一月の 日本 及 日本人に 揭げ ぬ。 然るに、 こた 

び 本書 を 刊行して、 世に 公け にせむ とする に のぞみ、 和 田 君が 再び 其の 書 を 貸與せ 

られ、 また 精細なる 考證 一 篇を 草せられ し は、 佘の 深く 感謝す ると ころな り。 なほ 

本書 中の 佛 語に 就きて、 一 わたり そ を塡充 せし のち、 常 盤 大定君 を 煩ら はしし に、 

君 は 短時日 中に その 事に 當ら れ、 かつ 一文 を 物せられ ぬ。 はた 鷲 尾 順 敬 君 は 上卷、 
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六 

關根 正直 博士 は 下卷に 就きて、 有益なる 助言 を與 へられし は、 とり ど. 5 に 感謝に 堪 

へす。  I 

書 は その 筆寫 極めて 良から す。 うづな く 字と おぼしき もの あれ ど、 豭り に改 

めす。 假字遣 ももとの ままに せり。 句讀 は、 原藏 者が 朱に て 施しし もの を 改めた だ 

し、 濁點は 新たに 加へ、 また 旁註 を 施しつ。 元來 原書に はた まく 漢字 を あて たれ 

ど、 殆ど 假字 のみに て、 加 ふるに、 一字 か 二字 かの わきがた きもの、 字體 の、 或は 

、、、  、、、  、、、、 

/  _J も、 ともしと も、 或はえ ともしと も 、、、とも、 或はつ ともへ とも. 0 とも わと も 讀 

み 得らる る 病 多き を もて、 その 文字 を塡 つる 爲に、 尠 からざる 日數を 費し つ。 しか 

も 歌謠の 性質 上、 當 時の 流行語、 隱 語と おぼしき もの あ.^、 また 風俗 世相の わきが 

たきもの 等 ありて、 なほ明らかならざるふし3|^なからす。 そ は 見む 人の 考に讓 り、 

かつ 完本の 發見 によ.^ て 訂正 せられむ を 俟っ。 

なほ 本文の 校正 をな し 居し 際、 緩 小路 子爵 家よ. -、 梁麈 秘抄卷 第一 同 口 傳集卷 第 

一 の斷簡 一 卷、 發 見せられ つれば、 その 本文 は卷 末に 添へ、 その 全部 三 葉 を 寫眞版 


ものして、 和 田 君所藏 のとと もに 卷の はじめに 載せつ。 また 妙法 院所藏 の 後白河 

院 御影、 神 護 寺 所藏の 後白河 院 宸翰 は、 妙法 院 及び 神 護 寺の 快諾 を 得て、 東京 帝國 

大學 文科 大學 史料編纂 掛に 於いて 蒐集 撮影せられ しもの を 請 ひ、 複寫 して 卷 頭に 揭 

ぐる 事と なしつ。 

治 四十 五 年 七月  佐 佐 木 信綱識 
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梁 塵 秘抄に 就い て 

和 田英松 

梁 塵秘抄 は、 後白河 法皇の 御 撰で、 皇子 守覺法 親王の 右 記に， 「所謂 神樂 者、 祌世之 妙 曲 • 人 代 

之 節馱也 *  g 則 梁塵秘 抄有此 事、 彼抄 御製 作 云々」 と 記され、 御 曾孫 順德 天皇の 八 雲 御抄に 「後 白 

河 院の梁 塵秘抄 とい ふ ものに、 今様の 上手の やう を か. -せ 給へ る」 と 見え、 徒然 草に、 「梁 麋秘抄 

の郢 曲の 言葉 こそ、 また あはれ なる 事 は 多 かめれ」 とかいて ある。 これに よれば * 神樂 今様な ど 

の謠 物に 關 する 事 を か、 せられた る もの、 やうで、 卷數は 本朝 書籍 目錄に 二十 卷と 記して ある。 

また 文 永 中 * 隆圓 法師の かいた 文机談 とい ふ ものに は、 梁 塵秘抄 を納れ られた 御手 営 は、 六倏殿 

なる 御文 庫に 納められ たもの. - やうに かいて ある。 六 條殿は 法皇の 御所で、 有名な 長講 堂 は、 

御所の 中に あった。 六條 殿、 及び 長講 堂 は • 後鳥羽 天皇の 文治 四 年 以來、 屢 火災が あつたから- 

袁 筆の 梁 塵 秘抄も * 定めし 燒 失した ものと 見える が、 徒然 草に も 引いて 居る の を 見る と、 その 寫 

し は 已に傳 はって ねた ものら しい。 橘 經亮の 橘窓自 語に は * 伏 as« 家に 傳 へられた 世に なき 梁 塵 


二 

秘抄 のうた ひもの、 部に も、 催 馬樂の 事が かいて あると 記して 居る が • 今日に て は • 殆ど 散逸し 

て， 唯 梁塵秘 抄ロ傳 集と 稱 ふるものが 世に 傳 はって 居る のみで ある。 予は 先年 歴朝 御 撰の 御 書籍 

を 調べて 見た 事が あるので、 この 梁 塵 秘抄の 事 も、 常に 心がけて ゐ たので あるが、 古本屋な どで、 

時々 梁 塵 秘抄と 13 する もの を 見た けれど、 いづれ も、 一條 兼 良の 梁 塵 愚案 抄の表 を かへ たもの 

のみであった。 然るに、 昨年 秋の 頃、 下 谷の 文 行 堂で、 梁 塵秘抄 とかいて ある もの を 見つけた。 

また 例の かと 思 ひつ、 手に とって 披 いて 見る と、 これ は梁麖 愚案 抄で はない。 和讃 今様 の もの 

で、 祌 佛に關 する 歌 を あつめた ものである。 中には、 源平 盛衰 記 や、 古今 著 聞 集な どに 見えて 居 

る 今様 もあって、 後世の もので はない やうで あるから、 とにかく 購 うたので ある。 

まづ此 書の 擰來 は、 卷の始 に、 「越後 國頸城 郡 高 田 室 直 助平 千壽 所藏」 及び 「邨岡 氏 印」 の 印 を 踏 

して ある。 寫しは 新しい けれど、 奧 書に、 寂 蓮手寫 の 本を徹 書記の 門弟 正韵 が相傳 した ものに よ 

つて * 謄寫 した 事が 書いて ある。 これによ ると 原本 は餘程 ふるかった もの、 やうで ある。 甲乙 二 

卷 あって、 外題に は、 卷ー卷 二と 記して あるが- 甲の 始めに は、 梁 塵 秘抄卷 第二と して、 乙の 方 

に は、 卷數も 書名 も 掲げて ない の を 見る と、 もとは ー卷 であった の を、 分 本と した ものら しい。 

甲に は、 法文 二百 二十 首、 乙に は g 句 祌歌百 七十き-二 句 神 歌 百 十八 首!； ま 巧 を 載せて 


ある。 卽ち 歌謠の 中なる 法文 歌、 神 敎を撰 集した もので、 いづれ も， 平安時代に 行 はれた 歌謠で 

ある。 まづ 法文と は、 源氏物語、 狹衣、 榮華 物語な どに も 見えて 居る 詞で • 多く は， 經文 などの 

意に 用 ひられて ある。 伹、 此の 書の 法文 歌の 目錄 によって 見る と、 花嚴 * 阿 含 * 方 等 * 般若、 無 

量義， 普賢， 法 華經を 始め、 儀 法、 涅槃、 極樂、 佛歌、 僧 歌， 雜 法文 等. 泛く佛 敎に關 する もの 

を 詠 じた ものである。 體源抄 に、 

續 敎訓抄 所載 ノ 音曲 ノ中 一一 、 一 體ナル コト見 H タリ、 法文 歌習ァ マ タァリ * ィハ ュル * 沙 羅林ノ 

ャゥト 云、 常ノ 今様 ヨリ ハ、 少シフ リノべ テ、 ォゥャ ウー ーァヮ レナ ルティ 一一 歌フ べシト ァリ、 

只ノ 今樣ノ ャゥ 一一 歌 ヒテ、 此事ヲ ワク モノ ナシ、 ォ ホヤ ゥナ リナ ド云 ヒテ、 一一 クミ テ、 今ハ沙 

羅林カ ャゥ ハウタ ハズ、 アル マジ キ事也 

と あるが、 之 を 以て 考 ふれば、 法文 歌と 裟羅 林と は 同じき もの、 やうで ある。 なほ li^ 塵秘 抄ロ傳 

集、 拾芥抄 等の 諸 書に、 法文 歌と 娑羅 林と を 一 ところに 併記して 居らぬ のを昆 て も、 別の 物で な 

い 事が 推測 せられる。 娑羅 林と は、 釋迦が 涅槃に 入る の 時、 娑羅双樹の 下で 入滅した 故事に よつ 

て • 法語に 屬 する 今様の 名目と なった 事が、 歌僎 品目に 記して あるが、 この 書の 雑 法文 歌の 始に 

婆羅 ゃ林樹 のこの もとに、 かへ ると 人に は 見えし かど、 靈鷲 山の 山の はに、 月 はの どけくて 


ら すめり、 

法 華 經壽量 品の 歌に 

娑羅 林に たつけ ぶり、 のぼると 見し は そらめな り， 釋迦 はつねに ましまして、 靈 M 山に ての 

りぞ とく、 

と ある 歌な どに よった もので あらう か。 

次に 神 歌 は、 g: 句が 今樣、 二 句が 普通の 和歌で ある。 まづ神 歌の 名目 は、 大江 M 房の 傀儡 子 記 

にも • 田 歌 * 神 歌、 掉 歌、 辻 歌と 見え、 歌 俊 品目に も、 「神祇 ノ辭 アル 者 ヲ神歌 トシ」 とあって、 法 

文 歌に 對 して * 神 紙に 關 する 事 を 詠 じた 歌謠 のみの やうに 思 はれる。 され ど、 此 書に 收 めた 祌 |g 

の 中には、 佛歌、 經歌、 僧 歌、 靈驗 歌、 雜歌 等の 品目が あって、 法文 歌に 入るべき もの は 勿論. 

神祇に 關係 なき 歌の 少 からざる は、 蓋し 神 歌 も、 もとは 神祇の 事 を 詠 じた 歌謠 のみで、 謠 ひかた 

の 曲節 も異 つて 居った の を、 後に は、 歌詞 は佛 敎に鼴 する もので も、 謠 ひかた が 神 歌の 曲節で 謠 

ふべき もの をば. すべて 神 歌と 稱し たものと 見える。 其證 は， 侍從 大納言 成 通 卿が、 雲 林 院で接 

鞠 をして 居った 時、 俄に 雨が 降った から * 晴れる の を 待つ 間に、 

雨 ふれば 軒の たま 水つ ぶく とい はぐ や もの を こ、 ろ ゆく まで 


とい ふ 戀の歌 を 神 欲に 謠 うた 事が、 古今 著 聞 集， 體源抄 に 見え、 また 八幡の 袈 装と いふ ものが、 

若宮 G 御前で、 

奥山に し をる しをり は 誰が ため 身 を かきわけて うめる 子の ため 

とい ふ 歌 を 泣々 神 歌に うたうて、 一女の 病 を 祈った 話が、 今 物語に かいて あるの を 見ても 明で あ 

る。 されば、 後に は 歌詞で なく * 一  の 曲節の 名目と なった ので ある。 この 雨 ふれば の 歌 や、 奥山 

にの 歌が、 卽ちニ 句の 神 歌と いふべき もので、 四 句の 歌の 事 は、 今 鏡に、 

いづれ の 齋の宫 とかへ、 人の まゐ りて、 今樣 うた ひな どせられ ける に、 まっかた に、 四 句の 神 

歌うた ふとて、 「植木 をせ しゃう は鶯 すません とに も あらす」 とうた はれければ、 心と き 入 聞て , 

は V- かり ある 事な どやいで こんと 思 ひける 程に、 「 くつく かうな るな めす ゑて、 染紙 よません 

となりけ り」 と ぞうた はれたり ける。 

と 見えて 居る。 なほ； t 歌の 謠ひ方 は、 前 句の 末 歌 を镜に 籠め ざまに、 次 句 を 出す の だとい ひ • 古 

く はつ 1- めて、 短 かく 謠ぅ たもので あるが、 後に は 長くな つたと、 體源抄 に 記して ある。 此の 如 

く， 法文 歌 神 歌 は、 平安時代の 頃、 行 はれた 歌謠 である 事 は 明瞭で ある" 殊に 神 歌の 中なる 雜歌 

に は、 平安時代の 末に 於け る 風俗 世態 を 窺 ひ 見るべき、 面白い 材料が 頗る 多い。 且つ、 此 書に 載 
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せて ある 歌で、 他の 書に 見えて 居る の は、 職ね 鎌倉時代 以前の もので、 其 以後の 歌 は * 殆ど 見當 

ら ぬので ある。 されば、 後白河 法皇の 御 撰と すべき 徵證 はな けれど * 時代 も相當 して 居る 上に、 

また 別に 否定すべき 點も 未だ 見出さな いから、 御 撰と しても 差 支へ は あるまい。 但、 此零 本が 卷 

二で、 法文 歌、 祌歌を 載せて あるから、 卷 一 は， 定めて 神樂、 催 馬樂、 風俗な どを收 めて あった 

もの X やうに 考 へられる。 ところが、 此頃佐 佐 木 博士が 綾小路 子爵 家より 借覽 せられた 梁 塵秘抄 

の卷 一 の 目錄 に、 長歌、 古柳、 今樣を 載せて あるの を 見る と、 神 樂催馬 樂は三 四 以下の 卷に收 め 

たものと 見える。 さて その ー卷 はもと 辍ぢ てあつた の を、 裏 打して 卷物 とした ものであるが * 全 

部で はなく、 書き 拔 きした もの \ やうに 見え、 末の 方に は、 梁塵秘 抄ロ傳 集と いふ もの さへ そへ 

て ある。 され ど、 文書の 裏に かいた もので、 寫しは 頗る 古く、 室町 時代より 下る 事 は あるまい。 

二三 載せて ある 今樣の 中、 和歌の 集 を 詠んだ ものに は、 公任 卿の 金玉 集、 朗詠 集、 及び 前後 十五 

番 歌合より 以後の もの はなく、 歌人 を よんだ ものに は、 道 命、 和 泉 式部まで を擧げ て. それより 

以後の 人な きを 以て も * 後世の もので ない 事が 知られ * 卷 二と 同書なる こと は 明で ある。 且つ こ 

れ によって、 長歌 は- 卽ち 普通の 和歌で ある 事 も" 古柳の 名 稱は、 歌詞から 出た 事 も、 其 歌蹬の 

か はって 居る 事 も 知る を 得た。 世に も 珍ら しく、 卷ニ と共に、 中世の 歌謠を 研究す るに は、 實に 


貴重な 資料で ある。 なほ、 其內容 等に 就いては、 同 博士の 委しい 解說が あるから * 予 はこれ より、 

梁塵秘 抄ロ傳 集に ついての 考證を 試み、 夫に よって * この 梁 塵 秘抄の 御 撰な り や 否や を， 判定す 

る考 である。 

梁 塵秘抄 ロ傳集 は、 世に 傳 はって 居る の は、 卷 十が ー卷 であるが、 此度 綾小路 子爵 家から 出た 

の は、 卷ー の殘闕 である。 先 づ卷十 は、 群 書類 從 三百 五十二に も收 めて、 奥 書に， 

此本 は、 妙音院 入道 殿御 本歟、 而法性 寺禪定 殿下 御 逢 * 年來御 日記に 相 具して、 被 取 置 之由傳 

承 者 也 * 而ニ條 中 將經定 預置之 間、 彼 羽 林 依 爲雜曲 之 弟子、 密々 借 寄て 書寫之 也、 

寬元四 年 八月 廿 一 日 送 給 之、 同廿ー 一日 書 寫之、 

此 草子、 自入 道中 納言 經資 遺跡、 所尋取 也， 

康暦 元年 長月 十七 日 書 了 * 此奥之 御奧書 者、 伏 i 宸筆 也、 御所 御 本、 自當家 文書 出來之 間、 

當 道雖不 相應、 猶依 因緣以 老眼 書 之、 頗以 枝葉 歟" 

(御 花押) 

とかいて ある。 妙音院 入道 は、 惡 左府賴 長の 子 師長で、 法 性 寺禪定 殿下 は九條 兼實， ニ條 中將經 

定は、 水 無 瀨親定 の 子で ある。 入道 中納 言經資 は、 郢 曲の 家元なる 綾小路 有資の 子で、 經定は 有 

七 


八 

資の 門弟で ある。 寬 元の 奥 書 は 有資、 次に 此 草子 云々 は、 伏 見 上皇の 宸翰で ある。 康曆の 奥 書 は， 

伏 見 宮榮仁 親王の か、 せられた もので、 親王 御 筆の 本 は 伏 見 宮家に 傳 へられて ある。 是 によると * 

此書 は、 もと 師長の 所藏 であった の を、 兼實の 手許に 取 寄せて、 子孫に 傳へ たもの らしい。 それ 

を 二 條經定 が 保管して 居った の を • 師弟の 緣を 以て、 內々 綾小路 有 資に寫 させた ものと 見える。 

有 資の子 經資が 残してから • 之 を 伏 見 上皇に 献 じたので、 其 本に よって、 康曆 元年、 榮仁 親王が 

御寫 しにな つた ものである。 なほ 本書 最終に、 師長 は、 今樣の 弟子であった 事が 見えて 居る から • 

其關 係で、 特に 此書 を寫 した ものと 思 はれる。 此の 如く、 來歴は 正しく、 康 暦の 寫本 も、 其ま& 

今日まで 傳 はって 居る。 され ど * 是も 十の 卷ー册 のみで、 其 內容は 殆ど 類從 本と 同樣 である。 さ 

て、 此書は 卷の始 に、 

神樂、 催 馬樂、 風俗、 今樣の 事のお こりょり 始めて、 娑羅 林、 只の 今樣、 片下 * 早 歌うた ふべ 

き やう、 初 積、 大曲、 足 柄、 長歌 を始 として、 やう やうの 聲か はる やうの 歌. 田 歌に 至る まで 

しるしお はりぬ • かやう の 事、 ー樣 ならねば、 後に そしる こと 多から むか、 それ を しらす * 故 

事 をし るし 終りて、 九卷は 撰び 終りぬ、 よむ 歌に は、 髓腦打 聞な どい ひて、 多く ありげ なり、 

今樣に は、 未だ さる 事なければ、 俊賴が 髓腦を まねび て、 是を 撰と ころ 也、 


とあって、 神樂、 催 馬樂、 風俗、 今樣 等の 起原、 及び 婆羅林 以下の 歌 ひかた 等 を 九卷に 記された 

もので， 卷 尾に、 

大方 詩 を 作り、 和歌 をよ み、 手 を かくと もがら は * かきとめ つれば. 末の世まで もつ くる 事な 

し、 此 わざの 悲しき 事 は、 我 身 かくれぬ る 後 * と まる 事の なきな り、 其 故に、 なからん あと 

に、 人 見よ とて、 未だ 世に なき 今樣 のロ傳 をつ くりお く 所な り。 

とあって、 此の 十卷に は、 和歌の 髓腦 になら ひて、 今樣の ロ傳を 記された ので ある。 大 日本史 禮 

樂 志に は、 この 口 傳集を 後白河 法皇 御 撰と して 引いて あるが * なる 程 * 御 撰なる 事 は 疑 ひない や 

うで ある。 まづ其 内容 は * 十 歳の 御 時より 今樣を 好ませられた 事、 其 頃 今樣の 名人の 事、 遊女の 

中から 名匠 を 召して、 今樣 を習學 せられた 事、 今樣 合の 事 * 今 樣を謠 ふ音聲 などの 事 を 詳細に 記 

された ものである。 其紀 事に ついて 見れば、 

我永曆 元年 十月 十七 日より、 精進 を 始めて、 法 印 覺讃を 先達に して、 二十 三日 進發 しき、 

と あるの は、 百練抄 に、 「永蜃 元年 十月 二十 三日 上皇 始 御幸 熊 野 山」 と あるに 符合し、 また * 

仁 安四 年 正月 九日より * 精進 を 始めて、 同 十四日 進發ニ 十六 曰 奉幣^、 今度 第 十二 度に 當 りて、 

出家の いとま を 申に 參る  - 
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と あるの は、 兵範 記に、 「仁 安四 年 正月 九日 丙 寅、 上皇 入御 熊 野 精進 屋、 十四日 辛 未、 去曉 上皇 

御 進發」 と 見えた るに あ ひ、 且つ 是年 六月 十七 日 御 出家 あらせられ たので あるから、 出家の いと 

ま を 申に とか せられた ので ある。 また、 

同じと しの 二月 七 八日 頃 * お ほ 雪 降たり し 日、 さま を かへ むいと ま 申に、 賀 茂へ 參 りき、 § 中 

次第の 事み かぐら 果て k 其 後、 法華經 一部、 千 手 經ー卷 を 轉讀し 奉り、 終りて 後に、 成 親 卿 平 

調に 笛 をなら す、 催ば らを資 賢いた す、 靑柳 更衣い かに せんなり、 其 後 われ 今樣 をいた す、 

と あるの は、 愚 味 記、 兵範 記に、 二月 廿九 日と して あるが、 この 書 は 後日に 記された る もので、 

日時に 多少の 相違 はない ともい はれぬ。 愚眛 記に、 「朝間 雨 降」 と 見えて、 大雪と あるに は あはぬ 

やうで あるが * 雨 は 雪の 誤で は あるまい か。 同嘗 に、 下 社に ての 事 を 記して、 次に 「有 御讀經 事、 

御經 二部、 次有郢 曲事」 と ありて、 此 書に、 法 華 千 手 ニ經御 讀誦の 事、 催 馬 樂今樣 の 事 見えた るに 

符合して 居る。 また、 

あきの 嚴 島へ、 建 春 門院に 相ぐ して 參る事 ありき、 彌 生の 十六 日 京 を 出て • 同じ 月廿 六日 參り 

つけり、 

と あるが、 これ は、 百練抄 に、 「承 安四 年 三月 十六 日、 上皇 建 春 門院 臨幸 安藝 嚴島」 と 見えた るに 


あ ひ、 

我 八幡に 參 りて * 十ケ日 籠りて、 千 部經を 始めて よみし に、 九月 廿日より 籠りたり しに、 廿五 

日の 程， 經 はて、 今樣を 御前に して、 よもすがら 歌 ひき、 治 承 二 年 九月 廿 四日の 事なる べし、 

とか、 せられた の は- 北院 御室 曰 次 記壽永 元年 十二月 條に、 「治 承 二 年 九月 廿日 庚 辰、 ー院始 自今 

日限 十箇日 令參籠 八幡宮、 毎日 有 御經 供養」 と あるに 符合して 居る。 其 外 * 遊女 乙 前につ いて、 

今樣を 御習學 あらせられた 事が あるが、 禁 秘御抄 にも、 「後白河 院今樣 §£」 と 記され、 源資 賢に 

今樣を 受け 給 ひし 事の 見えた る は、 郢曲 相承 次第に、 「大納言 資賢 後白河 院御 師匠 也」 とかいて あ 

る。 また 資 賢の 子資 時に， 今 樣娑羅 林 以下、 ffl 歌に 至る まで 御傳授 あらせられ たが、 治 承 二 年 三月 

より， 二 年間に 皆傳 せられた 事 を 記されて あるが、 是も、 同 次第 資 時の 下に、 「今樣 者、 家 說糙受 庭 

訓之 上、 爲 後白河 院勅 弟， 被 下 奥 書、 十三 年に 習 ひたる 事 を、 只 二 年に なら ひとりぬ る、 以外 事 

也」 とかいて ある。 また 始に 「其 かみ 十餘 歳の 時より、 今に 至る まで 今様 を 好みて 怠る 事な し」 と 

見え、 下に 「お ほよ そ 今樣を 好む 事 四十 餘 年の功 を 致す」 とかさせられ、 次に、 「我 身 五十 餘年を 

すごし」 と あるが、 法皇の 降誕 あらせられし 大治ニ 年より 推算して 見る と、 此 書に 見えた る 治 承 

二 年 は、 五十 三の 御 年に あたらせられ たので ある。 然るに、 此 書の 始に は、 「かくの 如く 好みて、 
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六十の 春秋 を 過し にき」 とあって、 御 年齢が あはぬ ので ある。 或は 六十 は、 五十の 誤寫 では ある 

まい か、 但此書 を 撰ばれた の は、 治 承 以後で >  五十 有 餘の御 年齢で いらせられ たから、 た！ -其大 

よそ を 記された ものと 見て よろし からう。 また 終の 方に、 

嘉應 元年 三月 中旬の ころ- これ 等 をし るし を はりぬ、 やうく えらびし かば、 初 けん 程 はおば 

えす、 

と あるが、 嘉應 元年に て は、 四十 三 歳の 御 時で あるから、 六十の 春秋に て は尙更 あはぬ ので ある。 

され ど、 此御奥 書に は、 前の 嘉應 より 十 年後なる、 治 承 二 年 九月、 嚴島 御幸の 記事 を 載せられて あ 

るから、 此御奧 書 は、 こ \ にあるべき もので なく、 恐く は、 十卷 より 前に 撰ばれた いづれ の卷か 

に 副へ させられ たのが、 據 入した もので は あるまい か。 かやう に、 所載の 記事の 上に て は、 御 撰 

とする に 殆ど 疑 ふべき 點も なく、 且つ 其 文章 詞づ かひの さま にても、 臣下の 撰んだ もので ない 事 

は 明瞭で ある。 なほ 高松宫 御所 藏手 鑑に收 めら れ たる 伏 見 天皇 窟 筆に、 後白河 法皇の 雜藝の 事 を 

か、 せられて、 その 次に、 「御 ロ傳 三十 餘歲の 頃と 云云」 と あるの は、 この ロ傳 集の 事なる ベく、 

伏 見 天皇 も、 これ を 後白河 天皇の 御 撰と せられた ものと 拜 察する ので ある。 

次に 綾小路 子爵 家 所蔵の 梁 塵秘抄 ロ傳集 は、 卷ー である。 これ は、 神樂 催馬樂 風俗 今樣 等の 起 


原より * 書き 始められた ものであるが、 始の 方ば かりで、 唯 其 一部分に 過ぎない Q は 惜しい 事で 

ある。 これ を 前掲の 卷 十と 參 照す るに、 同 卷の始 に、 「神樂 催馬樂 風俗 今樣の 事のお こりょり 始め 

て、 故事 をし るし を はりて * 丸卷は 撰び 終りぬ」 と あるの は. 卽ち此 卷の始 に、 神樂 以下の 起 

原 を 記された 事 を さ、 れ たもので * 卷 十と 同じ 書なる を證 する に 足るべく、 其 御 撰なる 事 は 疑 も 

ない ので ある。 且つ この ロ傳集 は、 卷 十の 始終の 文に よって 見る と * 十卷で 完結して 居る もの、 

やうに 考 へられる。 之れ を 大成な された の はいつ の 頃で あるか、 詳 なる 事 は 知られない けれども • 

卷 十に 治 承より 二 年間に * 源資 時が、 今樣の 傳授を 受けた 事 を 記されて あるから、 治 承 W 年 以後、 

早く も 養 和 元年の 頃に は、 撰ばせられ たものと 見える。 養 和 元年から、 法皇の 崩御 あらせられた 

建久 三年まで は、 十二 年になる が、 同じ年に 薨 じた 妙 音 院師艮 の所藏 本のあった 事が、 奥 書に か 

いて あるの を 見る と、 此書は 法皇の 御 在世中より、 世に出され たもので ある 事が 推測 せられる。 

かくの 如く •  口 傳集は 十卷の ものであるのに、 予は此 外、 梁塵秘 抄ロ傳 集と 題す る もの を、 卷 十一 

より 十四まで 四 册所藏 して 居る。 これ は 藏書印 もな く、 奧書 もない から、 其傳來 は 知られな いが、 

あまり 後の もので は あるまい。 まづ、 

其 一 は、 外題に 梁 塵 秘抄ロ 傳集第 十 一 と ありて、 卷 末に 「お 梁 塵 秘抄に 出 郢曲部 也」 と 記して あ 
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る。 綾小路 子爵 家に も 之 を 蔵せられ て、 寫も 古く 卷物 となって 居る が 奥 書 はない。 是は、 群 書類 

從 三百 五十に 收め たる 郢曲抄 と 同じ もので、 始に、 「夫唱 物音 聲 のこと を 末世の 爲 めに 書きの こす 

ものな り」 とあって、 神樂、 催 馬樂、 今樣 等歌謠 の音聲 について 記した る ものである。 中に 松 殿 

殿下 基 房 公 仰に はと 見え、 妙 音 院相國 び はの 御譜と 記して あるに よると、 帝王の 御筆づ かひと は 

思 はれない 0 

其 二 は、 表題に 梁 塵秘抄 ロ傳集 第 十二と あって、 双 調、 黃鐘、 二 調に ついての 音律、 紙屋 川の 

畔に 住める 人、 朗詠 を 双 調に 謠ひ、 和 琴を彈 じて、 催 馬 樂を謠 ひし 事、 今 樣會の 事、 淸盛 六波羅 

亭管絃 の 事 ども を 載せて ある。 開卷 第一 に 「絲管 抄被遊 候 北院大 室」 と ある。 北 院守覺 法 親王 は、 

後白河 法皇の 皇子で いらせられ、 且つ 終の 方に、 「松 殿 殿下 御宅」 など あれば、 これ も 御 撰で は あ 

るまい 0 

其 三 も、 梁 塵 秘抄ロ 傳集第 十二と あって、 卷數は 前のと 同じで あるが、 內 容は異 つて 居る。 こ 

れは、 敦實 親王の 御譜、 及び 和 琴の しらべ、 神樂、 催 馬樂、 樂前 張、 菅摄 等の 譜、 催馬樂 などの 

謠 ひやう、 音律の 三 差、 五 音 圖說、 五 音 名義 等の 事 を かいて ある。 また 治 承 二 年 四月 下：？ の 頃 今 

樣の會 ありし 事 * 治 承 二 年 九月 上旬、 東 山 法 性寺經 供養に 參詣の 事 を 記して あるが、 これ も北院 


御室の 絲管抄 の 事が 載せて あるから * 御 撰で はない。 

其 四 は、 表題に 梁 塵 秘抄ロ 傳集卷 十四と 記して ある。 始 に崇德 天皇より 賜 はりし 催馬樂 • 今樣 

の 譜の事 を 記し、 次に、 五臓 之 音 及び 平 調 以下の 音調の 事、 滑 徒の 加陀 音、 錫杖 節の 事 * 仁 安元 

年の 頃、 今 樣會の 事" 同じ 頃、 左 女 牛の 窗者 今樣講 のまね をした る 事、 承 安四 年の 春の 頃、 旱に 

よりて、 今 樣を謠 ひて 雨 を 祈る 事、 應保 三年の 正月の 頃、 今 樣式講 の 時 東 遊 歌の 事 * 石淸水 臨時 

祭の 歌の 事、 久壽 元年 三月の 頃、 紫 野 社 神 遊 歌 行 はれし 事、 及び 一條 天皇の 頃より、 疫神祭 行 は 

れし 事， 神 遊の 歌 拍子 等の 事、 同人 長の 事、 六月 载 * 鎮魂祭の 事、 和 琴と 神樂 催馬樂 等の 事、 和 

琴の 起原、 及び 同名 器の 事" 管 琴の 名器と 練習の 事- 敦光 改元 勘 文 を 朗詠に せし 事 や、 資賢 卿の 

話 ども をのせ て ある。 これ も、 北 院の絲 管抄を 引き * また、 承 安四 年春旱 のと ころに は、 

みかど 淸凉 殿に して 御 祈 ありと 聞ぬ、 同時にして、 澄兼坊 のて がらと いへ ども、 われ もまた、 

松 殿の 仰に て、 岩 龍神に、 今樣 足抦、 黑鳥 子， あら 河な ど謠 ひぬ、 結願 はてぬ に、 大雨 ふりぬ、 

かやう の 事に て、 澄兼坊 に坊官 あり、 われ は 何の 沙汰 もな し、 それ とても 今樣秘 歌のと く を 思 

ひて かきつくるな り、 

と あるので、 御 撰で ない 事を證 せられる。 然 らば、 是 等の 書は假 托して 作った もので あるか、 別 
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人の 著書で あるの を • 御 撰の 梁塵秘 抄ロ傳 集に 似て 居る から， 後人が * 殊更に 此 書名と 卷數と を 

付した もので あるか、 いづれ にしても >  御 撰の 書と は 別の ものである 事 は 明確で ある。 

か、 れば. 梁麈秘 抄ロ傳 集と 題す る ものに は、 御 撰の ものと， 別の ものとの 二種あって • 御 撰 

の もの は十卷 であるが、 前掲の 梁 塵 秘抄の  一 二の 兩卷も 亦 * 果して 御 撰で あるか、 この ロ傳 集と 

は 別の もので あるか、 秘抄 にも、 ロ傳 集に も、 卷 一が あるの を 見れば * 同じ もので ない 事が 知ら 

れ、 且つ 一 は 歌 謠に關 する 事 ども 何 くれと 記され、 一 は 歌謠の 集と 見るべき ものであるから、 其 

體裁も か はって 居る。 然 らば、 法皇 は 梁 塵 秘抄の 外に、 同 口 傳集を も 撰ばせられ たもので あらう 

か。 或は 前掲の 梁 塵 秘抄ー 二の 兩卷 は、 別に 御 撰と すべき 明徵 がない から、 同名 異 書で， 御 撰の 

梁 麈秘抄 とすべき もの は、 ロ傳 集の 外に はない ので あらう か。 さりながら、 御 撰の 梁塵秘 抄は廿 

卷 なる 事が • 本朝 書籍 目録に 記して あるのに、 口 傳集は 十卷で 完結に なって 居る から、 卷數が あ 

はぬ。 また 八 雲御抄 以下に 引いて ある もの は、 梁 塵秘杪 とあって、 ロ傳 集の 三 字 を そへ たもの. - 

な いのも 不審で ある。 全 體* 此 書名 は、 梁 塵 秘杪が もとで、 口 傳集は それに i5 して そ へられた も 

のと 見なければ ならぬ。 然るに、 廿卷の 中、 十卷 が、 此の 如く ロ傳 集の 三 字 を 付して あるの を 見 

ると、 他の 十卷は * 原 名の ま \ であった ものと 思 はれる。 丁度、 前掲の 梁 塵 秘抄ー 二の 兩卷 は、 


書名 も 同 じく、 時代 も相當 し、 また 別に 否定すべき 點 もない から、 此十卷 の 零 本と 見ても 差 支 は 

あるまい。 且つ、 徒然 草に よると、 梁 塵 秘抄は * 郢曲を 集めた もの、 やうに も考 へられて * 此零 

本に" 長歌、 古柳 >  今樣、 法文 歌. 神 歌 を 載せて あるのと 符合して 居る。 また、 ロ傳 集の 方 も * 

神樂、 催 馬樂、 今樣 等の 起原、 及び ロ傳 * 何 くれの 事 を 記されて、 八 雲 御抄、 北院 御室のお 記 等 

に、 神樂、 催 馬 樂今樣 などの 事 をか& せられた 事の 見えた のと 一致して 居る が、 尙歌謠 を 集めら 

れた十 卷と區 別す るた めに、 後人が 卷 末に 「なからん あとに、 人 見よ とて、 未だ 世に なき 今 樣のロ 

傳を つくりお くと ころな り」 と あるのに よって、 殊更に、 ロ傳 集の 三 字 を 付し、 卷數を も 改めた 

ものと 考へ られ る。 併しながら、 これ は 一 部分に 過ぎない 零 本に よって 臆測した ものであるから、 

若しも 全部が 世に出たならば、 甚 しく 誤って 居る かも 知れない。 

さても、 梁 塵 秘抄を 御 著述な さ れ た 後白河 法皇 の謠ひ 物に も 御 堪能 の 事 は、 禁 秘御抄 に、 「鳥 羽、 

後白河 御 催 馬 樂雖不 究其曲 、已晴 御所 作 云々、 又 後白河 今檨 無比 類 御 事 也、 何も 只 可 在 御 心」 と 見 

え、 院 中に て、 屢今樣 合 を 行 はせられ た 事が、 吉記、 百練抄 にかいて ある。 中に も、 承 安四 年 九月 

十 n 一日 今樣 合の 時には、 「次 今樣、 法皇 於 簾 中 令 歌 之 御、 御遊 之 趣、 旁 入 幽玄- 且是得 境 之 故 也， 

堂上 堂 下 上下 群集、 依 仰 不可 拂雜 人」 と吉 記に 評して 居る。 殊に 此ロ 傳集卷 中には、 今 樣に關 す 
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る 御 事蹟 がくはし く 記されて あるから、 今 その 大樣 を摘錄 して 見よう。 

法皇の 今樣を 好ませられ たの は、 十餘 歳の 御 時で、 爾來 寒暑 を 厭 はせられ す、 晝 夜の 別な く 御 

練習 あらせられた。 或 時 は 多くの 人 を 集められて、 舞樂を 催され、 その 序に 諸人 をして 今様 を謠 

はせられ たり、 或は、 今 樣の會 を 御 催しに なった ので ある。 又 常に、 雜藝 集と いふ 謠ひ 物の 本 を 

披 きて， 今樣. 法文、 早 歌 等 を 練習な された 事が 三千 度に 及び， 爲に御 喉が 腫れて、 湯水 を 聞し 

食す だに 堪へ 難き 御 有様であった。 され ど撓 ませ 給 ふ 事 もな く、 百日の 歌から、 遂に 千日の 歌 を 

謠 はせられ たと 申す 事で ある。 また 資賢、 季兼 などい ふ 其 道の 名匠 は 勿論 * 京の 男女の、 少し 今 

樣を謠 ふ もの や、 江 口 神 崎 あたりの 遊女、 國々 の 傀儡 子な ど 召しよ せて、 今樣を 御聽聞 あらせら 

れて、 種々 御 研究な された ので ある。 ところが、 久壽ニ 年 近衛 天皇の 崩御に よりて、 俄に 踐祚 あら 

せられ、 まもなく 鳥 羽 法皇が 崩御 あらせられ、 つ いて、 保 元亂が 起った 爲に、 今樣も 暫時 御中 

絕 の有樣 であった。 保 元 一 一年、 五條の 乙 前と いふ 遊女が、 今樣 の傳統 正しく、 名匠 比ぶ もの、 な 

いとい ふ 事 を 聞し 召され * 少納言 信 西に 命じて、 之 を 高 松 殿に 召させられ、 別に 乙 前の 局 を 宮中 

に 置かせられて、 日夜 御習學 あらせられ、 十餘 年の 間に 多くの 體を 御皆傳 なされた ので ある。 

この 時、 乙 前 は 八十 四 歳の 高齢で 病氣 にか \ つ たが、 重態の 趣を敦 聞に 達した から， 直に 病室に 


臨ませられた。 法皇 は 乙 前の 爲に、 法 華 經ー卷 を 御讀誦 あらせられ、 「像 法轉 じて は」 とい ふ今樣 

を謠 はせられ たから、 乙 前 は 感泣して、 君恩 を拜 謝した とい ふ 事で ある。 乙 前が 残してから * 五 

十日の 間、 懺 法と、 阿 彌陀經 を 朝夕に 分ち て讀誦 あらせられ、 尙 一年間 * 法華經 一千 部 をよ ませ 

られ * 次の 年の 忌 月に は、 法 華經御 讀誦の 後、 今檨の 中のお もなる もの 數曲 を謠 はせられ て、 乙 

前の 菩提 を はせられ たので ある。 此の 如く、 法皇が 乙 前に 就いて 御習學 あらせられ たの は、 十 

餘 年で、 終に 其 秘法 を 究めさせられ たので あるが、 御 幼年より 通算す ると * 四十 餘 年の 間 常に 練 

磨 あらせられた ものであるから * 遂に 其 妙技に 達せられて * 古今 獨步 とい ふ 御有樣 である。 され 

ば石淸 水， 加 茂、 熊 野 等 御幸の をり、 神前に て 今 樣を謠 はせられ て、 神明の 示現 を 蒙らせられた 

事が 度々 あつたと いふ 事で ある。 御 弟子に は、 藤 原 師長、 成 親、 源稚 賢、 資時、 平 康賴、 知康、 

高 階 業 房 以下 男女の 輩が 多かった けれど、 秘決 奥義 を 傳へ給 ふべき ものな きを 深く 御 歎き あらせ 

られ たので あるが、 其 中で も、 師長、 資 時の みは * 叙 慮に かなうた 樣 子であった。 また、 成 親、 康 

賴、 知康、 業 房が 君寵の 厚かった の も、 一 は 今 樣の御 弟子であった 故で、 成 親 は 終に 君寵 を恃ん 

で 事 を 起し * 自滅 を 招いた ので ある。 業 房の 妻 丹 後 局が、 後に 君寵 を專ら にして * 宮廷で 勢力 を 

振 ふやう になった の も、 一 は 夫が 今 樣の御 弟子であった 故と も 思 はれる。 
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此の 如く、 後白河 法皇が、 今樣に 堪能で あらせられた 爲に、 同時代に は、 今樣が 盛に 行 はれた 

けれども， 後に は、 渐く衰 へた もの か、 古今 著閬 集、 增鏡 などに、 今樣の 事が 二三 見え * 年々 行 

はる、 五節 殿上 淵醉 などに * 今 檨を謠 ふば かりで * あまり 聞えない ので ある。 されば、 今樣 以下の 

謠ひ物 を 集めた 雜藝集 は、 いつしか 散逸して、 世に 傳本 なく、 御 撰の 梁 塵秘抄 すら • 全部 二十 卷 

の 中 * 存 つて 居る の は 僅ば かりで ある。 全腊 * 和歌 は槪ね 上流に のみ 行 はれて * 思想 も 高尙で ffl 

語 も 野卑で ない が、 今樣 以下の 謠物 は" 上下 を 通じて 行 はれた ものであるから、 中には、 隨分鄙 

俗の もの も 交って 居る。 され ど、 虚飾 もな く， 反って 人情 世態 をよ く あら はして 居る から * 其 時 

代の 言語 風俗 等 を 研究す るに は、 き はめて 重要な 材料が 多い。 然るに、 世に 傳 つて 居る もの は、 

上代の 催 馬樂の 外、 今樣は 源平 盛衰 記 以下の 諸 書に 散見して 居る ばかりで、 甚だ 少 いのは 遺憾で 

ある。 こたび、 梁 塵 秘抄の 中なる 長歌、 古柳、 法文 歌、 神 歌の 世に あら はれた の は、 實に 喜ばし 

い 事で ある。 併し、 法文 神 歌 は、 古本屋の 店頭で、 偶然 見出した もので 寫も 新しく * 且つ 誤脫も 

あるから、 讀み 難き 處が少 くない。 その • 原本と なって ゐる正 韵相傳 の 本 は、 旣に 湮滅した もの 

であるか、 未だ 現存して 居る ので あるか、 もしも 原本 を 一 竟 する 事が 出来たならば、 撫 かし 訂正 

すべき 處も 多く、 意義 も滯 りなく 了解せられ るで あらう。 此 法文 祌 歌が 出た のによ つて * 佐 佐 木 


博士が 熱心に 探訪 せられて、 遂に 長歌 古柳 等を發 見せられ たので あるから、 いっか， 梁 塵 秘抄全 

部の 寫 本が、 名門 舊家 等の 秘 庫に 襲藏 せらる. * 古書の 中より あら はれる かも 知れない。 豈た に 

梁 塵秘抄 のみで はない、 歴史上 文學 上に 於け る 貴重なる 材料の 未だ 世に 知られな いものが， 隨分 

多い 事で あらう。 之 を 提供せられ たなら ば、 いかばかり か 學界を 益す る 事で あらう と 思 ふ。 

追 記 梁 塵 秘抄卷 二の 卷 末に 附 して ある 奥 書に、 「此 一帖、 不慮 相傳」 とあって 別行に 「秘本 

事 也正韵 (花押)」 と あるの を 以て 考へ ると、 卷ニは 一帖の みで、 卷ー、 及び 其 他はなかった 

ものら しい。 この 正 韵相傳 の 本 は、 正 韵の奧 書の 次に、 「お 一 册以寂 蓮 筆跡、 徹 書記 門弟 正韵 

奥 書 判 形 有 之 本、 書 寫畢」 とあって、 寂 蓮の 書寫 した ものであった 事が 見えて 居る。 これ は、 

何人が 記した もので あるか 、その 奥 書の 筆者 は 明で ない が、 別に 寂 蓮が 書寫 したと いふ 確實な 

る徵證 でもあった もので あるか、 それとも、 唯 寂 蓮の 筆蹟と 鑑定した ので あるか * 正 韵相傳 

の 原本に よって 考究し なければ * 寂 蓮の 正 筆で ある や 否や は 明で ない。 但し 寂 蓮 は、 後白河 

法皇と 時代 を 同じう して 居る から、 差さ はり はない が、 果して 其 筆跡であった とすると、 竄 

筆の 御 本に よって * 書寫 した ものと 見ても よろし からう。 また 梁塵秘 抄ロ傳 集の 奥 書に よれ 

二 一 
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ば、 妙 音 院相國 師長が、 法皇 御 在世の 頃、 一本 を書寫 した ものであるから、 或は 師長の 本に 

よって、 寫し たものと しても、 不可 はないで あらう。 

この 書の 事 は、 北院 御室のお 記 を はじめ *  二三の 書に 散見して * 早くより 世に 名高くな つ 

て 居る が、 徒然 草 以後の ものに は、 見えない の を 以て 推考す ると、 餘程 古くから 散逸したら 

しい。 其の 一部分で は あるが、 正 韵相傳 本、 及び 佐 佐 木 博士の 發 見せられた 緩 小路 子爵 家 本 

の 如き は、 頗る 珍と すべきで あらう。 元祿の 頃、 今 井 似 閑 は、 梁展 秘抄を 百方 搜 索した 事が、 

其の 書翰に 見えて 居る が、 終に 手に入る る 事 を 得なかった ものと みえて、 其の 著 萬葉緯 にも 

收 めて 居らぬ。 似閣が もしも、 この 正 韵相傳 本 や * 綾小路 子爵 家 本 をー覽 したならば， 其の 

よろこびの 程 は、 想像す るに 足る ので ある。 

次に 正 韵の事 は、 奧 書に、 徹 書記 門弟と 記し、 名傳 類纂に も、 正徹 門人と して 居る が、 實 

隆公 記に は、 

大永五 年 五月 一 一十 一 日， 正韵 法師、 號松月 • 自能州 一 昨日 上洛、 同 六 年 三月 十六 日， 松 

月來、 先師 正廣 三十 三回 品經 和歌 勸進之 

と 記して ある。 先師 正廣と あるの を 以て 見れば * 正廣に 就いて 學ん だので ある。 正廣 の正徹 


の 門弟で ある 事 は 周知の 事で あるが、 正韵 は、 この 奧書ゃ * 名傳類 募に よって 見る と、 正 徹* 

正廣の 二人に 敎を 受けた やうで ある。 され ど、 正徹 は、 長祿ニ 年に 逝去した ので • 實隆公 記 

に 見えて 居る 大永六 年まで 六十 九 年になる ものである。 この 時、 H=l 韵の 年齢 は 明で ない けれ 

ども、 假 にこの 大永六 年 を 八十 歳の 高齢と しても、 正徹 逝去の 頃 は、 十一 歳で あるから、 正 

徹の直 弟と する 時 は、 き はめて 幼少の 頃で ある こと は 言 ふまで もない。 されば、 正廣の 門人 

であるの を、 名傳類 慕に 誤り 傳へ、 それ を 受けて 何人 か、 徹 書記 門弟と 奥 書に 記した もので 

は あるまい か。 


二 四 

梁 塵秘抄 中の 佛敎 

常 盤大定 

それの 年 ゆく りなく も、 今 は 故人と なられた 芳賀 博士の 中 介に よりて、 梁 塵秘抄 とい ふ 珍書 

を 一 覽 する の榮を 得た。 この 害の 歌謠 史上に 於け る 位置、 及び その 異暨 等に つきて は、 專 門の 

佐 佐 木 博士の 叙述 中に 見 ゆると ころで ♦ 予が 如き 門外の 者の 一 辭を加 ふべき でない。 予の 役目 

は、 中に 見 ゆる 佛 語に 關 する ので、 敢て 之に 當り 得る とい ふ 次第で もない が、 性夾斯 かる もの 

にも、 幾分の 趣味 を感 すると ころから * 進んで 借覽 し、 大いに 得る 所があった。 その 一 端 を 佐 

佐 木 博士に 述べた 所が、 之に ついて 一言 を 加へ よとの 事で ある。 辭 すべきで もない から * さき 

に ー應の 感想 を 述べた 事であった。 博士 は 其 後 幾多の 學 者の 說ゃ考 や を 加へ て、 尨大な 書と せ 

られ たのが、 去る 大正 十二 年の 大震 火災に 際して、 悉皆 烏 有に 歸し、 今度 更に 再扳 せらる ると 

の 事で、 予に 幾分の 加筆 を需 めら れ た。 博士の 斯道 に^する 努力 は， 予に對 する 鞭韃 である。 

乃ち 少しく 加筆して 敬意 を 表する 事と したので ある。 


予の屬 する 淨土 眞宗に は、 改めて 申す まで もな く * 開祖 親鸞 聖人の 三 帖和讃 とい ふ ものが ある。 

全 體， 淨土敎 は 仰いで 佛 陀を讃 し、 俯して 祖師 を 嘆す る 事 • 他宗に 越え， 一面から 見れば 讃嘆宗 

ともい ふべき 歴史 を 有する。 梁 塵 秘抄の 撰 香に まし ませる 後白河 法皇の 崩 去せられ たる は、 親鸞 

聖人の 二十歳の 時で あるから， 此 書の 撰 は， 恐く は 聖人の 生れて 後で あらう。 聖人 は實に 此抄中 

に 保存 せらる \ 敷 山佛敎 の 空氣を 呼吸せられ たもので ある。 その 晩年の 作た る 三 帖和讃 の 中に、 

時に 同巧異 曲と も 思 はれる までの 歌詞の 存 する は、 素より 當然 である。 三 帖和讃 を 研究す る もの 

は、 今後 是非とも 此抄を 一覧して * これから 和讃 への 經路 を；^ るべき である。 試みに、 此抄臂 頭 

の佛 歌に 掲げられ たる 次の 一 首 

釋迦 の正覺 成る こと は、 このたび はじめと おも ひしに * 五 百麈點 劫よりも * あなたに ほとけと 

みえた まふ。 

を 以て、 淨土 和讚の 第五 首 

彌 陀成佛 のこの かたは、 いまに 十 劫と ときたれ ど、 塵點 久遠 劫よりも * 久しき 佛 とみえた まふ。 

及び 諸 經和讃 の 第二 昏 

久遠 實成 阿彌 陀佛、 五 濁の 凡愚 を あはれ みて、 釋迦 牟尼佛 としめ して ぞ、 迦耶 城に は應 現す る。 

二 五 
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に對 照して 見よ。 彌陀ー 佛に微 底せ る 聖人 は * 釋尊を 通して 彌陀 如来に 接せられ たが、 その 思想 

とい ひ、 句 調と いひ、 實に相 一致す る ものが あり、 彼の 一首が、 此の 二 首と 變 形した と 言っても 

差 支へ ない 程で ある。 而も 彌陀の 信仰 は * 聖人に 來 りて 新に 加 はれる もので は 無い。 此抄 の佛歌 

の 中に、 次の 樣なニ 首まで も ある。 

あみだ 怫の 誓願 ぞ、 かへ す. <\\ も たのもしき、 ひとたび 御名 をと な ふれば、 佛 になる とぞ とい 

たま ふ。 

みだの 誓ぞ たのもしき * 十惡五 逆の 入 なれ ど * ひとたび 御名 をと な ふれば、 來迎 引接うた が は 

釵 山の 佛敎は 法 華中 心で ある。 隨 つて 釋迦を 主と し、 彌陀を 客と する が、 敫山を 出で たる 聖人に 

あって は、 無量 壽經が 中心で あるから、 彌陀が 主と なり、 釋迦は 客と なった の 差異が あるの みで 

ある。 また 觀音 品の 第 一 一首 

觀音 ふかくた のむべし、 弘誓の 海に 船う かべ、 しづめ る 衆生 を ひきのせ て、 菩提の きしまで こ 

ぎ わたる 0 

雜 法文 歌の 第二 十 首 


生死の 大海 ほとりな し * 佛性眞 如きし 遠し、 妙法 蓮華 は 船 いかだ、 來 世の 衆生 わたすべし。 

この 二 首 を 以て、 高僧 和讃 中の 龍 樹和讃 の 第 七 首 

生死の 苦 海 ほとりな し， ひさしく しづめ る われら をば * 彌陀 弘誓の 船の みぞ、 のせて かなら す 

わたしけ る。 

に對照 せんか、 これ はまた 前例に 反して、 抄のニ 首が 一首に まとめられた ものである。 さて 又、 

この 抄雜 法文 歌の 第 四 首に 

釋迦の 月 はかくれ にき、 慈 氏の あさ 日 はま だはる かなり、 その ほど 長夜の くらき をば、 法華經 

のみこ そ 照らい 給へ。 

抄の 時代に あって は * 釋迦減 後彌勒 出世 以前の 無佛 世界の 闇黑 が、 法華經 によって 照 破 せらる. - 

とのお ほら かな 信仰に よって * 僅に 慰藉して 居た が、 然し 深き 自己 反省の 靈 力に 驅られ て、 罪惡 

生死の 闇黑に 泣く もの は、 このお ほら かな 信仰に は、 到底 堪へ 得られ なんだ。 是に 於て か 法然上 

人 あり、 この 無佛 世界の 光明 は、 彌陀 如來の 外に あるべからざる を * 身と 口と を 以て 說 きに 說き 

て、 遂に 身命 を 顧みぬ に 至った。 親鸞 聖人の 正 像 末和讃 は、 實に 一方に この 無佛 世界の 暗 黑を 痛 歎 

し、 他方に 彌陀如 來の恩 德を讃 嘆した ものである。 その 劈頭の 第一 首 は、 やがて 抄の 「釋迦 の 月 は 

二 七 


,  二八 

かくれに き」 の悲 泣に ある。 その 和讃は * 左の 如くで ある。 

釋 迦如來 かくれ ましくて、 二 千 余 年に なりた まふ、 正 像の 二 時 は 終りに き、 如来の 遺 弟悲泣 

せよ。 

此抄と 三 帖和讃 との 間に は、 斯の 如き 一致と 同調と が ある。 

斯 くの 如く 和讃 とい ふ ものに 特殊の 顯係を 有する 自分 は、 折が あったならば、 その 起原 ゃ發達 

を 迎れる だけ 迪 つて 見たい とい ふ 希望 を 有しながら、 今猶 その ま、 になって 居る ので、 此秘杪 は 

少 から ゃ予を 引きつけ た。 これに ついては * 空 也讃 とか、 天台 讃 とか、 少 くも 源平 時代 以前の も 

の を出來 得る 限り 涉獵 して、 著實に 取り調べ ねばなら ぬと 思 ふが、 今日の 自分に は. 遺憾ながら 

その 研究 を爲す 暇がない。 隨っ てこ- -に 述べる 事 は、 覃 にこの 書 を 1 覽 しての 上で ある 事 を、 豫 

じめ 御斷 りして おく。 

初に 歌數 をい へば、 此抄の 中には • 法文 歌 二百 二十 首、 四 句 神 歌 百 七十 首、 二 句 神 歌 百 十八 首 

(總計 五 〇 八 首) と あるが、 實 際に 數 へて 見る と、 法文 歌 は 重出 (佛 中の ものが 雜法 文中に も 出づ) 

が 一 つ あるので 二百 十九。 §: 句 神 歌 は 二百 四 あれ ど、 重出が 一つ あるので、 二百 三 首。 二 句神欧 

は 百 二十 二 首。 總計五 百 M 十四 首 ある。 是 等の 中、 直接に 佛敎に 關係を 有する もの は、 法文 酖の 


全部。 ral 句 神 歌 中の 怫. 經. 僧. 靈驗 所の 三十 六 首 及 雑 中の 十五 首 許。 二 句 神 歌 中の.？ -首 許。 總計ニ 

百 八十 首內 外で ある。 大體、 佛敎が 思想界の 先導 を 成す 時代に 成り、 且つ 山 王 ー實 神道 や、 兩部 

習 合 神道に 屬 する もの も 多い から、 其 他に も 間接に 佛 敎に關 する ものが 少 くない。 

こ V に豫 じめ 猶ー言 を 加へ たいの は、 誤謬の 多い 事で ある。 天下 一 品と いふ 程に 珍ら しい 書物 

だけに、 展轉 せる 誤謬が 殆ど：^ 紙に あって、 到底 讀み 下しの つかぬ のみ か、 何の 意味 やら E 當 のつ 

かぬ 所が 數々 ある。 他に 比 校すべき 材料 もない から、 この 抄 のみで * 何とか 工夫 をつ けねば なら 

ぬので、 隨分 工夫 もした が、 猶 以て、 如何 樣 にも 片づ かぬ 所が 多い。 これら は 長 日月の 間に、 種 

種の 材料から 何等かの 暗示 を 得ての 後に あら ざれば、 決擇 する 事が 出来ぬ。 其 後、 幾多の 研究 を 

經て 幾分 發 明せられ たが、 猶 不十分で ある けれど、 今日の 所に て は * 殘 念ながら 不明の 個所 を そ 

のま \ 差し 措かねば ならぬ。 誤謬が 如何なる 有樣 にまで 及んで 居る か を 示さん が爲に * 決 擇の出 

來 たもの- - 中から、 少しく 適例 を 取り出して、 參考に 供へ よう。 

釋迦牟 尼 ほとけ は薩埵 王子、 彌勒 文殊 は、 十二の 子。 淨飯王 夫 (はの 誤) 最初の 王、 摩耶は 昔の 

夫人な り。 (佛 歌) 

釋迦の 本生談 としての 薩速 王子の 因緣 は、 種々 の經 典に 出て 居る が、 これ は 金 光 f 經捨身 品に 據 
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れる ものに 相違ない。 同經を 見る に、 彌勒 文殊の 前身 は， 第一 第二の 王子で、 薩埋は 第三の 王子 

であった から. 「十二の 子 」は「 一 一 一の 子」 の 誤で あらう と 思 ふ。 一 が 如何にして 十と なった か * そ 

の 理由 は 分らぬ。  - 

まゆの 間の 白毫 は、 いつ.^ のしな をぞ あつめた る、 眼の 間の 靑蓮 は、 四 大海 をぞ た、 へたる。 

(佛 歌) 

この 歌 は、 觀 無量 壽經の 眉間 白毫 * ぉ旋 婉轉、 如 五 須彌山 • 佛眼如 四 大海 水 、青白 分明 を、 その ま 

ま譯 した ものであるから、 しな は 勿論す みの 誤で なければ ならぬ。 次の 歌に 

眉の 間の 白 毫の、 一 つの 相 を 思 ふべ し、 須彌の 量を尋 ぬれば、 縱橫八 萬 由 旬な り。 

といって、 須彌 山に 言及す るよりか へり みても、 しなで は、 都合が よくない 事が わかる。 

女人 はいつ. -の障 あり、 無垢のう へと はう とけれ ど. 蓮 花し 獨に開 くれば、 龍 女も佛 になり に 

寸，. 'へ 法 華經ン 

卜, 提婆 ngj 

こ は 五 障 を 有する 而も 八 歳の 龍 女が * 佛 前に 於て 神變を 現じ、 南方 無 の 世界に 至りて、 變成 男子、 

成佛說 法せ る 事 を、 歌った ものであるが、 第二 句が 不明で ある。 うへ と は 上と で、 必す淨 土の 誤 

りで なけねば ならぬ。 うと けれど は、 或はとう けれど 卽ち遠 けれどで もなから うかと 思 はる、。 


然し 外に 工夫 も あらば、 あながちに 執着 はせ ぬ。 

かう せん 犬す さんなら が、 るりの ことに は 摩 訶迎葉 や" 三 會の袂 したが ひて、 草木 も 叫 方に ぞ 

なびきけ る (雜 法文) 

到底 見當 のっかぬ 歌が、 幾つ も あり、 これ も その 一 つで あつたが、 これ は 幸に も讀 めた。 さんな 

ら はきん ならで ないかと 氣 がっく や、 否や、 「香 山 大樹 緊那羅 が、 瑠璃の 琴に は」 であると 知り 得 

たので ある 0 

白 道い うこ ふるき 室、 わう し \ん が 本の 跡、 いちくに 廻りて 見 給 ふに、 昔の 夢に 異らす (同) 

これ も闲 難な もの、 一 つで あつたが、 こ は惠心 作と 傳 ふる 「天台 和讃」 中に 出る もので、 「白 邀猷が 

古き 室， 王子 晋が 本の 跡」、 であった. - 

われら は 何して たいぬ らん、 思へば いとこ そ あはれ なれ、 今 は 西方 槻樂 の、 彌陀の 誓 を 念す ベ 

し (同) 

たいぬ らん は 意味 を爲 さぬ。 こ はおい ぬらん の 誤りで ある。 この 歌 は 正 安三 年に、 本願 寺 第三 世 

の覺 如上 人が 著 はせ る 「拾遺 古 德傳」 とい ふ、 法然 聖人の 傳 記の 七 卷第六 段に 出て 居る。 これ はこ 

の抄の 成立 時代 を定 むる 一 材料に もなら うと 思 はれる から， 特に そこの 文句 を拔き 出さう。 

三 一 


三 二 

室のと まりに つきた まひければ • 遊君 どもまい り あつまりて、 往生 極樂 のみち * われ も/ \ と 

たづね まふし けり。 むかし 小 松の 天皇 (光孝 天皇 これな り： r 八 人の 姬宮を 七道に つか はしける 

より、 遊君 いまにた えす。 或 時 天 王 寺の 別 當佾正 (行 尊)、 拜 堂の 爲に くだられ ける 日" 江 口 神 

崎の 遊女、 舟 をち かくさし よせければ、 僧の 御舟に みぐるしく とい ひければ • 神樂を ぞうた ひ 

はんべ りけ る。 有 漏 地より 無 漏 地に かよ ふ釋迦 だに も、 羅赃羅 が 母 はありと こそき け。 僧； 止め 

で， さま/ s\ の 纏頭した まひけ り。 中 比の ことに や、 少將の 上人 (中 河 本願 實範) ときこえ し 人 * 

かの 泊り を こぎす ぎた まふ こと ありけ るに、 遊女 舟 を さしう かべて、 くらき より くらき みちに 

ぞ 入りぬべき， はるかに 照せ 山の端の 月と、 くり かへ し/, \ 三遍 うた ひて * こぎ かへ りけ る こ 

そ、 あはれ にお ぼえ はん ベれ。 また 同じき 泊り の 長者と ね くろやま ひに しづみ ける とき、 最後 

の いまやう に、 

何し にわが 身の 老に けん、 思へば いとこ そかな しけれ、 いま は 西方 極樂 の、 彌陀 のち かひ を 

たのむべし。 

とうた ひければ、 紫雲う みに ひき * 音樂 松に こたへ て、 往生 を とげけ り， * 

文 の 上に 少々 の 差 は あるが、 同一 の ものに 相違ない。 こ は 長者の 自作の やうに 見える が、 或は 


人口に 喰灸 せる もの を唱ひ 出た のか も 知れぬ。 鬼 も 角法然 上人 以前の 事た る 事 は 明白で ある。 

この 外， 「塵點 劫」 (佛 歌. K 百 弟子 品) を 「康轉 劫」 と 作し、 「衆 病悉 除」 「ー經 其 耳」 (佛 歌) を 「泶 

病患 除」 「一 經. £」 と 作し * 「法 門」 (方 等經) を 「法文」 と 作し， 「II 旅延」 (授記 品) を 「こせんえ 

ん」 と 作し， 「陸地」 (法師 品) を 「六 地」 と 作し、 「鐵 園」 (寶塔 品) を 「てち ぬ」 と 作し、 「減 期」 (涅槃 

歌) を 「減 後」 と 作し * 「引 聲」 「りう 花 ゑ」 (佾 歌) を 「いんせい」 「わう 花 ゑ」 と 作し、 「自我 偽」 「裔 

念」 (乙 卷佛 歌) を 「目 我偈」 「朝 念」 と 作し、 「白鴛 の 池」 (經 歌) を 「はくら かいけ」 と 作す が 如き、 

數 へ來れ ば、 限り もな き 誤謬が ある。 これらの 誤謬の 外に、 音の 同じき 爲に、 あらぬ 文字 を當て 

はめた ものが- また 頗る 多い。 「淨 土」 を 「上と」、 「猛火」 を 「明 火」、 「善 神」 を 「禪 神」、 「牛 頭」 を 「五 

つ」、 「精 舍」 を 「正座」、 「常樂 我淨」 を 「上らく か 上」 、「恭敬」 を 「苦行」 と 作す が 如き" これ また 限り 

もない 0 

學 問の 衰 へた 時代に、 あまり 文字の ない 人に よって 轉寫 せられた と 見え、 斯 くの 如く、 誤謬 も 

あり • あて 字 も あるから、 之 を 完全に 讀 みこな す 事 は、 容易な 事で はない * 意味 さへ 分れば * 何 

とか 片も つくと 思 ふが， 何の 意味 やら 分らぬ 所が 數 多く ある。 これ は 多くの 人の 工夫に 待つ より 

外に、 致し方がない と 思 ふ。 

、  三 三 


三 四 

甲乙 二 卷に百 一り て， 引證 せられた る， 又引證 せらるべき 經 典の 數 頗る 多數に 上る が、 その 中に 

於て * 法 華經の 中心た る 事 は、 一 目 瞭然で ある。 北嶺 佛敎の 精神が、 如何に 大宮人の 間に 浸漸せ 

しか を 想像す るに 足る。 甲の 卷 二百 十九 首の 中、 百 十四 は 法 華廿八 品の 和譯、 又は 取 意なる が 上 

に， 法 華の 序 及 結と いはる k 無量 義經 普賢 經に各 一首が あり、 僧 歌 中の 一首、 雜法 文中の 十 首 も、 

法 華に 關係を 有する から、 百 二十 七と なる。 なほ 法 華 以外の 花 嚴にニ 首 (中の 一首 は、 法 華經隨 

喜 品 中に まぎれて 居る)、 阿 含に 二 首、 方 等に 二 首 * 般若に 三 首、 徑 槃に三 首 あるが、 これと て 

も、 天 ム u 大師の 五時敎 判より 來 たもので、 この 順序に あるの が、 却って 法 華中 心の 證明 を爲 すに 

過ぎぬ。 乙の 卷の經 歌 六 首 も、 全部 悉く 法 華 主 趣より 成り、 其 外に も 法華關 係の ものが 諸 所に 散 

在し， 佛敎關 係の 二百 八十 首の 中、 過半 は 直接 間接に 法 華經を 中心として 居る。 全 體ニ卷 中に 集 

めら る- * 歌の 作 答 は、 一人 や 二人で なく、 多數の 僧俗の 手に 成った もので あらう が、 大^ 上是等 

の 人々 が 法華經 に對 して 如何な る 信念 を 有 せる かとい ふに * 佛陀が 末 後 の 利益と して 說け る悲智 

の 結晶、 究竟の 眞實 たる この 經 それ 自身の 中に、 無明 長夜の 闇 を 破り、 出 離 得脫の 益を與 ふる 靈 

能が 潜む とい ふに あった。 

釋逾の 月 は隱れ にき、 慈 氏の 朝日 はま だ遙 なり、 その ほど 長夜の 闇き をば、 法華經 のみこ そ 照 


らいた まへ (維 法文) 

とい ひ、 又、 

生死の 大海 ほとりな し、 佛性眞 如 岸 遠し， 妙法 蓮華 は 船 筏、 來 世の 衆^ 渡すべし (維 法文) 

とい ふが 如き は、 最もよ くこの 信仰 を あら はして 居る。 か、 る靈能 ある 經 典で あるから • これ を 

讀 誦し、 又は 聽聞 する 時 は >  一人と して 成佛 疑な しとい ふ もの は、 

法 華 經八卷 は 一部な り、 廿八品 いづれ を も、 須臾の 間 も 聞く 人の、 佛 にならぬ は 無 かりけ り 

(法師 品) 

法華經 たもてば おの づ から * 戒 香す^し く 身に に ほひ， 經に は是名 持戒 行頃陀 者と 說 いたれば、 

佛の 道に 障 あら じ (乙 卷經 歌) 

かくて 法 華 經に對 して、 究竟の たのみ を かく。 

法 華の みのり ぞ たのもしき、 生死の 海 は 深 けれど、 諸經 くりい (よ？) むた とひに て • 終に 我等 

も 浮びなん (雜 法文) 

進んで 五 障の 女人より、 禽獸に 至る まで も、 成佛 すべし と觀 じて は、 

龍 女は佛 になり にけ り、 など か 我等 も 成ら ざらん、 五 障の 雲 こそ あつく とも、 如來 月輪 かくさ 

三 五 


三 六 

れじ (雜) 

峰に 起き 伏す 鹿 だに も * 佛 になる ことい と 易し， おのれが 上 毛 をと i のへ、 筆に 結 ひ、 ー乘妙 

法 かいたん なる 功德に (雜 法文) 

是に 於て か、 あ ひがたき この 經に遇 ひ、 これ を 聞く ことの 難き と、 その 喜び を 述べて は、 

阿 私 仙の 洞のう ち、 千歳の 春秋つ かへ てぞ、 逢 ふこと， 聞く こと、 たもつ こと、 難き 法 をば 我 

は 聞く (提婆 品) 

ゅづ りし 菩薩の いた^き を. 返す，^ ぞ かいなでし * 得が たきみ 法の 末の世の、 うしろめ たな 

く覺 ゆれば (囑累 品)  ， 

我等 ぞ おもへば 賴 もしき、 きけ む (ときけ むなら む) 經を 聞きし ゆへ、 三味 總持を 得て こそ は、 

佛に 多く はっかへ しか (同) 

現に 法 華 讀誦の 法 筵に 列して、 喜び を唱 ふ狀況 目前に あるが 如くなる は、 

法 華 經八卷 は 一部な り、 廿八品 その 中に、 あの 讀 まれた まふ 說 かれた まふ 壽量 品ば かり、 あは 

れ にたう ときもの はなし (壽量 品) 

かくて 來世 もまた 受けが たき 人 界の生 を 受けて、 こ の 經に遇 はんこと を 希 ひて は、 


娑婆に しばし もや どれる は (に？) * ー乘 きくこ そ あはれ なれ、 うれし や 人身 ふたたび 受けが た 

し、 法華經 にい ま 一度， いかで かまいり あはん (乙 卷經 歌) 

經 典に 對 して、 斯の 如く 出 離得脫 のた のみ を かくる は、 卽ち經 の 裏面に 悲 智の佛 陀を拜 する が爲 

で， 經カ による は 結局 佛カ によるの である。 次の 一 首の 如き は • 稍 其 意 を 伺 はしむ るに 足る。 

我等 は 白地の 梵夫 (薄地の 凡夫な らん) なり、 善根 つとむる 道 しらす、 一味の 雨に うる ほひて * 

など か佛 になら ざらん (藥 草喩 品) 

法 華經と 表裏して、 渴 仰せられ たもの は、 觀 無量 壽經 であった 事 も、 注意せ ねばならぬ。 次の 一 

首の 如き は、 法 華に 加 ふるに 觀經を 以てし * 明らかに 慈悲の 人格 を あら はし 來 りて、 法 華と 念怫 

と を 以て 同 1 目的の 上に 立てる ものと する。 

あむ こ 

法 華 經八卷 は 網 なれ や * 無量 義經 (無量 壽經？ ) を うけとして、 觀音勢 至 を 網 子と し * 敕ひ 給へ 

罪人 を (維 法文) 

法 華の 利益に 二つの 形が ある。 靈 山に 往生す ると、 極樂に 往生 するとで、 その 中 * 靈山界 會の友 

となると いふ 思想の 見えて 居る のが、 僅に 二 首に 過ぎぬ。 而も 共に 法 華經歌 以外の 場所に 見える 

もの \み である。 

三 七 


,  三 八 

蓮の 花 をば いたと ふみ • たなし き (？) 宽 をば 杖と ついて、 これらに 遊ばむ 人 は 皆、 靈山 界會の 

友と せん (雜 法文) 

大宮權 現 は、 思へば 教主の 釋迦ぞ かし、 一度 もこの 地 を ふむ 人 は * 靈山 界會の 友と せん (W 句 

祌歌) 

法 華經歌 中に、 四た びまで 淨 土の 蓮に 登る とい ふ 事が 見えて 居る が， これ は 靈山淨 土の 意で はな 

くて、 極樂淨 土の 意咪 であるら しい。 

四大聲 聞つ ぎくに、 數 多の 佛 にあ ひくて、 八十 瑞相 具へ てぞ、 淨 土の 蓮に 上るべき (授記 

品) 

大通智 勝の 王子 ども * 各々 淨 土に 生 るれ ど、 第 十六の 釋迦の みぞ * 婆 婆に 佛に なりた まふ (化 

城喻 品) 

法 華 を 行 ふ 入 は 皆、 忍 辱 鎧 を 身に 着つ i、 露の命 を 愛せす て、 蓮の 上に 昇るべし (勸持 品) 

淨 土の 蓮に 上る とい ふ樣な 意味 は、 一向 經 文中に 見えぬ 所で、 これ は當 時の 信仰 を 反映せ しむる 

ものである。 當 時の 一般の 思想 は、 上下 共に 此經 の功德 によりて、 西方 往生 を 願った に 相違ない。 

法 華中 心の 甲卷 に、 極樂 歌と いふの が、 六 首まで も 特に 載せられて あるので も， 之 を 知る 事が 出來 


る。 その 淨土 は、 時に 唯 心的の 意味に も 見られた。 

よろ づを有 漏と 知り ぬれば * 阿 鼻の 炎 も 心から >  極樂淨 土の 池 水 も， 心すみ て は 隔たし (維 法 

文) 

極 樂淨土 は 一 所、 つとめなければ 程遠し、 我等が 心の 愚に て * 近き を 遠し と 思 ふなり (極樂 歌) 

極 樂は遙 けき 程と 聞きし かど， つとめて 到る ところな りけ り (二 句 神 歌) 

然し ニ卷に 行き わたりて 見える の は、 阿 彌陀怫 の 誓願に より、 念佛 によりて 西方 淨 土に 迎 へらる 

ると いふので ある。 

阿 彌陀怫 の 誓願 ぞ、 返す くも たのもしき * 一度み 名を稱 ふれば、 佛 になる とぞ說 いたま ふ (佛 

歌) 

彌陀 の誓ぞ たのもしき、 十惡五 逆の 人 なれ ど、 一度み 名を稱 ふれば， 來迎 引接うた が はす (佛 

歌、 雜 法文) 

有 漏の この 身 をす てうて X* 無 漏の 身に こそなら むすれ、 阿 彌陀佛 の 誓 あれば、 彌陀に 近づき 

ぬる ぞ かし (雜 法文) 

南無 阿彌陀 ほとけの み 手に かくる 糸の， 終り 亂れぬ こ- - ろと もがな (一 一句 神 歌) 

三 九 


阿 彌陀佛 と 申さぬ 人 は 淵の 石、 劫 はふれ ども 浮ぶ 世ぞ なき (同) 

以上の 諸 歌 は * 時に 法 華の 歌と 前後して、 彼が 利益 を擧 るが 如き 風に 載せられて あるから、 彼此 

の 間の 信仰に、 衝突がない と 見ねば ならぬ。 彌陀 を說く は、 多く 觀 無量 壽經に 基づく ので、 同經 

の 九 品 往生に 言及す る ものが、 二 首 ある。 

十方佛 土の 中には、 西方 を こそ は 望む なれ * 九 品 蓮臺の 間に は、 下品な りと も 足ぬべし (極樂 

歌) 

淨土 は數多 あんなれ ど、 彌陀の 淨土ぞ 勝れた る、 九の 品なん なれば、 下品 下にても 有ぬべし (同) 

これ は極樂 歌と して 別に 分類 せられて あるの だが、 然し 法 華經の 後に、 俊 法、 涅槃 をのせ、 次に 

極 樂と來 るので あるから、 法 華 經に關 係な しと 見る 事 は 出来ぬ。 ニ卷の 間に 瀰漫 せる 精神より 推 

究 する 時 は、 當時法 華 を 行 ふ 目的 は、 淨土 往生に あつたと 見る を至當 とする。 一 言に いへば， 法 

華と 念佛と は、 まことに よく 調和 せられて 居た ので ある。 これ は敢て 珍ら しい 事で はなく、 支那 

以來の 歴史的 關係 であるから、 日本に 始まった もので ない。 但、 これが 法 華 經の經 意に 添 ふ もの 

か 否か は、 犬なる 疑問の 存 する 所で ある。 日蓮 上人が * 經意 を發揮 せんとて、 法 華から 念 佛を分 

離して、 殊に 觀經を 手いた く 排斥した の は、 一面の 眞理が あるに 相違ない。 然し 法 華に 念 佛が不 


離の 關係を 有する は、 天台宗 以来の 事、 なほ 遡れば 法華經 翻譯當 時からの 事で あるから、 之 を 分 

離せん 事 は 容易で ない。 これ 日蓮が 天台 以來の 祖師 を 全く 排し 去って、 直に 經典 そのものに 肉 

し、 釋迦 より 上 行 菩薩 を經 て、 直に 日蓮に 来れり とした 所以で ある。 日蓮 は斯 くの 如くして、 始 

めて 能く 經の眞 意を發 揮し 得べ しと 信じた ので ある。 

信仰の 對象 たる 佛 菩薩 は、 釋迦、 彌陀、 藥師、 大日、 普賢、 文殊、 觀音、 勢 至、 地藏， 不動、 

龍樹 であった。 斯く 多数に 有る から • 釋迦 中心の 法 華經に 離る、 樣に思 はる、 けれど • 比 S 是 北嶺 

佛敎の 尊信す る 所で、 實に山 王 一 實 神道が 二十 一 社の 本怫と 仰ぐ 中の 有力な ものであった。 中に 

於ても 最初の 三 尊が 最も 渴 仰せられた。 四 句 神 歌の 中から、 山 王 神道の 隆盛であった 事が 頗る 能 

く 見ら る、 し、 猶又兩都神^^の至る所の山間に行はれた事が十分に見らる\。 山伏 修行の 苦しき 

事、 從 つて 修業 者 を 尊信す る 精神 も 至る所に 見 ゆるが、 此事 にっきて は、 述る もく だ. （- しけれ 

ば、 之 を 略す る。 山伏 修行 は 自力 難行で、 淨土 往生 は 他力 易 行の 道で ある。 他力 易 行の 念佛 往生 

の 盛な 當時 にあって， 神 佛も本 は 人な りと いふ 思想 は， 珍ら しい。 勿論 その 佛と いふ は、 應 身に 

ついてい ふので ある けれど * 他に 比較す る 時 は、 頗る 色彩 を 異にする ものと して、 次の 二 首の 存 

する 乙と だけ を、 1 言して 置く。 

四 一 


四 二 

佛も昔 は 人な りき、 我等 も 終に は佛 なり、 三 身佛性 具せ る 身と、 知ら ざり ける こそ あはれ なれ 

(維 法文)  , 

千 早 振 神々 に まします ものなら ば、 あはれ とお ぼしめ せ、 神 も 昔 は人ぞ かし (二 句祌 歌) 

宗敎に 必然的の 關係を 有する 罪 惡觀、 生死 觀は、 ニ卷に 通じて 頗る 少ぃ。 こ は 王朝 時代の 人心 を 

知らし むる に 足る もので、 萬 事に 亘 りて、 齷齪と して 切迫 を感 やる 現代より 見れば、 一面に は^ 

しいが、 一面に は 頗る 羡 しからぬ 所で ある。 悠々 たる 風尙 甚だ 欣 すべきで は あるが、 これが 爲に、 

宗敎 意識が 深刻で ない。 罪惡觀 とも tnS るべき は、 次の 三 首に 過ぎぬ。 

我 身 は 罪業 重く して、 終に は 泥犁に 入りなん す、 入りぬべし. 住羅陀 山なる 地藏 こそ， 毎 n の 

曉に、 必す來 りて 訪ふ たまへ (乙 卷佛 歌) 

我等が 心に 隙 もな く、 彌陀の 淨土を 願 ふかな、 輪廻の 罪 こそ 重く とも、 最後に 必 らす迎 へた ま 

へ (雜 法文) 

はかなき 此世を 過す とて、 海山 かせぐ とせし 程に、 萬の 佛に うとまれて、 後生の わが 身 をい か 

にせん (同) 

生死 觀の方 も、 また 同樣に 多くない。 その 意味 は處々 に 見えぬ でない が、 宗敎 方面より 取り出し 


ていふべき は、 次の 二 首ぐ らゐの ものである。 

我等 は 何して 老いぬ らん * 思へば いとこ そ あはれ なれ、 今 は 西方 極樂 の、 彌陀の 誓 を 念すべし 

(雜 法文) 

あかつき 靜に ねざめして、 思へば 淚ぞ 押へ あへ ぬ * はかなく 此世を 過しても， いっか は淨 土へ 

まゐ るべ き (同) 

痛切なる 感じ を唱 へる もの は少 くて、 却って 次の 樣な洒 脫な樂 天 的の ものが ある。 か \ る 風尙は 

現代人に 到底 望むべからざる もので、 現代人に 取りて 羨し いのは、 この 方面に ある。 

極樂淨 土の 東門に * はた 織る 蟲 こそけ たにす め、 西方 淨 土の 燈 火に、 念佛 の衣ぞ 急ぎ 織る (乙 

卷佛 歌) 

忉 利の 都の 鶯は、 とぐら 定めて さぞ 遊ぶ、 淨 土のう ゑ 木と なり ぬれば， 花 さき 實 なる ぞ あはれ 

なる (維 法文) 

これら は 蓋し 修辭 上より い へば、 傑作た る を 失 はぬ。 猶又 滑稽に して、 奇想天外より 落つ とも 評 

すべき ものが ある。 

觀音勢 至の 遣 水 は、 阿藉 多羅と ぞ 流れ いづる、 ながれた る、 育 王 太子の 前の 池の 波 はや、 吨紗 

四 三 


M 四 

曰 羅とぞ 立ち 渡る (四 句 神 歌) 

拘尸那 城の 後より、 十の 菩薩 ぞ出 でた まふ、 博打の 願 をみ てんとて、 一六 三と ぞ 現じた る (同) 

山伏の 腰に つけたる 法螺 艮の *  丁と 落ち， ていと われ、 くだけて もの を 思 ふ 頃 かな (二 句祌 歌) 

これら もまた、 その 方面に 於て 傑作た る を 失 はぬ。 

眞摯な 作に して * 修辭の 上から 價 値の 認 むべき もの も數々 ある。 その 中に、 次の 諸 首を數 へた 

い。 

大品 般若 は 春の 水、 罪障 氷のと け ぬれば、 萬 法 空 寂の 浪 立ちて、 眞 如の 岸に ぞ よせ かくる (般 

若經) 

忍 辱 衣 を 身に きれば、 戒 香す ビ しく 身に 句 ひ、 弘誓の 瓔瑢 かけつれば、 智 の光ぞ 輝け る (法 

師品) 

妙法 つとむる しるしに は、 昔 まだ 見ぬ 夢ぞ 見る、 それより 生死の 眠覺 め、 覺 後の 月をぞ もて あ 

そぶ (安樂 行 品) 

昆盧の 身 土の いやしき を (尊き もの 誤？) 凡 下の 一念 こえす とか、 阿 鼻の 依 正の いやしき も、 聖 

の 心に 任せたり (維 法文) 


夜 ふけて 長夜に いたる ほど， 洲鶴 眠りて 春の 水 * 娑婆の ふるき 里に おなじ * 塞鴻 なきて は 秋の 

風、 閻 浮の 昔の 日に 似たり (同) 

迦葉 尊者の 石の 室、 入る につけて ぞ恥 かしき * 緣執 つきざる 身に しあれば、 袂に花 こそと まる 

なれ (僧 歌) 

まだ 數 へたい ものが あるが、 旣に 前に 出せる もの も あるし、 佐 佐 木 博士の 取 出された もの も ある 

から、 この 六 首に. d むる。 これらの 中、 「忍 辱 衣」 の 今 樣は榮 花 物語 玉の 臺の 中に ある もので あり、 

また 最後の 「迦葉 尊者」 とい ふの は、 結集の 際、 阿難 一人の み 五 百 人の 中に 入る を 得ざる を 首った 

もので、 袂に 花の 散る とい ふの は、 維摩 經の 天女 品より 得て 來た 構想で ある。 法文 歌の 中で は、 雜 

法文の 中に 殊に 傑作が 多い 樣 である。 それ は 何等の 制限 もな く、 諸 經の說 相を縱 横に 詠み こみ、 

且つ 日本の 事 を も 直に 經 典に 連結せ しむる 自由が あるから である。 これ 和讃の 多くが、 經 典翻譯 

の 性質 を帶 ぶる と異 り、 歌謠の 面白き 點 であらう。 伹法華 經の歌 とても、 必す しも 經の當 相に の 

み 屈 托し、 翻譯 流に やった ので はない。 大體は 經意を 汲んで 居る けれど • 隨分經 の 文面に 見えぬ 

事 を 自由に 詠み こんで ある こと を • 最後 に 附言 して 置く。 

.  四 五 


四 六 

梁 塵 秘抄卷 ニ解說 

佐 佐 木 信 綱 

一 

王朝 時代 末期の 謠物 を轉錄 した 梁 塵 秘抄の 名 は、 古く、 お 記、 八 雲 御抄、 夫 木 和歌 鈔、 本朝 書 

籍目錄 等に 出で、 特に 徒然 草に よって 世に 知られた るに も拘 はらす、 其の 書 は 全く 湮滅して 世に 

傳 はらす、 博覽 なる 類聚 名物 考の 著者 山 岡 明阿彌 も、 「今お も ふに、 梁 塵 秘抄は 今は絕 えて 傳 はら 

す」 とい ひ、 中世の 歌謠 を蒐輯 した 中古 雜唱 集の 編者 伴 信 友、 中古 國 風の 編 教黑川 春 村 も 見す、 

歌舞 音樂 略史に も、 「今傳 はらぬ は 遺憾な り」 と ある。 (同名の 書の 寫本 はこ こかし こに あるが、 そ 

は 一條 禪閣の 梁 塵 愚案 抄の 外題 を かへ たる ものに 過ぎぬ。 また 萬 葉 略解 卷 十に 「古 の 梁 塵 秘抄」 

とい ふ 句が あるが、 神樂譜 又は 愚案 抄を 指したら しい。 また 黑 川氏藏 書に、 天文の 東 山 左 府眞筆 

本の 模本 梁 塵 秘抄が あり、 其の 轉寫本 は、 內閣 文庫 を はじめ、 架藏 にも あるが、 これ 亦 同名 異書 

で、 後の ものである。) ここに 此の度 刊行す るに 至った 本書 は、 實に數 百年 間學 者の 目に 觸れ なか 


つた 梁 塵 秘抄の 零 本で ある。 こ は 和 田英松 博士の 發 見に かかり， 越後 高 田の 人で 譯屋 門なる 室 千 

壽 の舊藏 書で、 後 村 岡 良弼の 有に 歸し たもので ある。 そ は 奥に， 徹 書記 門弟 正韵 が、 i の 手跡 

を 以て 寫 したと いふ 本 を轉寫 した ものであるが、 其の 轉寫の 時代に 至って は 古く はない。 

この 零 本が、 果して 後白河 院 勅撰の 梁 塵 秘抄の 一部分で あるか 如何。 卽ち、 此の 書 は 果して 信 

すべき ものである かとい ふに、 和 田 博士より 借覽 して 研究した に、 吾人 は 本書に 就いて、 その 信 

すべき 理由 を 少な か らす 見出だし 得る ので ある。 

大體 から 見て * 歌體も 古く、 取材 も 用語 も 十分 當 時の ものと して 考 へらる る ものが ある こと は 

疑 はれぬ。 しかの みならす、 當時 以前の 書に 載って ゐる謠 物、 もしくは 以前の 作と せらる る もの 

にして、 本書 所載の ものと 或は 全く 一 致し、 或は 相似て ゐる ものが 尠 くない。 例へば、 

十方佛 土の 中には、 西方 を こそ は 望む なれ、 九 品 蓮臺の 間に は、 下品な りと も 足ん ぬべ し、 

は、 和漢 朗詠 集佛事 部なる 慶滋保 胤の、 十 方 佛土之 中 以西 方 爲望九 品 蓮臺之 i 下品 應 足の 句で、 

榮花 物語の 玉の 臺 鶴の 林、 績世繼 の 鳥 羽の 御賀、 期 詠耍集 等に 出て 居る。 

南宮の 御前に 朝日 さし、 兒の 御前に 夕 曰 さし、 松原 如来の 御前に は、 つかさ まさりの しき 波ぞ 

立つ- 

四 七 


四 八 

お前より うちあげ うちおろ しこす 波 は * つかさ まさりの しき 浪ぞ 立つ • 

の 二 首 は * 枕 草子に 五節の 事の 條に、 「扇 や 何 やと 拍子に して、 つかさ まされと しき 波ぞ 立つ とい 

ふ 歌 をうた ひて」 といへ る 歌の 類歌で あらう。 

こ ひしく はとうく おはせ 我が 宿 は、 大和なる 三輪の 山 もと 杉 立てる 門、 

は、 古今 集なる 「我がい ほ は」 云々 の 歌 をうた ひかへ たので あるが、 枕 草子に、 「歌 は」 の倏 に、 「杉 

たてる 門」 と ある は、 古今の 原 歌で は 無くて、 新 かる 謠 物であった であらう。 

忍 辱 衣 を 身に 着れば、 戒香凉 しく 身に 匂 ひ、 弘誓 環珞 懸け つれば、 五智の 光ぞ輝 やける、 

は、 榮花 物語の 玉の 臺の卷 に" 「忍 辱の 衣 を 身に 着 つれば、 戒 香の 匂し み薰 りて、 弘誓の 環 絡 身 

に 懸け つれば、 五智の 光輝 やけり」 と ある 句を謠 物にした もの。 

茨 こきの 下に こそ、 鼬が 笛 ふき 猿 かなで、 かいかな で、 いなご 麿め て 拍子つ く、 たてきり，^ 

す は、 鉦 鼓の くの よき 上手， 

は， 狹 衣に 載って 居る 歌と 同じ もので あらう。 體源抄 に は、 風俗の 部に 雜藝 として 「うばら こき 

の 下に は、 鯽笛 ふく 猿 かな づ炸蹬 は 拍子う つ、 きりぎりす は 証 鼓う つ」 と ある。 

此の頃 都に はやる もの、 肩 當腰當 烏帽子と どめ， 襟の たつ かた 靖 烏帽子、 布 打の 下の 袴 * 四 幅 


の 指貫、 

は、 今 鏡 花の あるじの 條に、 花園 左大臣 有 仁の 事 を 叙して、 「此の ごろ こそ さび 烏帽子 きらめき 烏 

帽子な ど 折々 變 りて 侍る めれ。 ：：： 鳥 羽院、 この 花園の 大臣、 こまかに 沙汰せ させて * 世の さが 

になり て、 肩 當腰當 烏帽子と どめ、 冠と どめな どせ ぬ 人な し。」 と あるに 全く 符合す る。 殊に かの 

建武 年間 記に 載って 居る 「此の頃 都に はやる もの * 夜討强 盜謀綸 旨、 召 人 早馬 虚騷 動、」 云々 とい 

ふ 一 一條 河原 落 書 の 口遊 は 誰も 知 つて 居る が、 胃 頭の 句 は 夙く 行 は れた 句であった ので ある。 (なほ 

後に も、 一 休の、 「はやる ものな にく 猿 樂田樂 うた ひもの」 云々 の 唄 も ある) 

太子の 身投げし 夕暮 に、 衣 は 掛けて き 竹の 葉に、 王子の 宫を 出しより、 沓は あれ ども 主 も 無し、 

は、 體源杪 に、 「白 河院の 時、 近 藤と いふ 者 御前に 召されて 謠 ひたる 歌」 として * 三 四 句 を 「驚の み 

山 を 出で しょり、 沓は あれ ども 主 は 無し 」 と ある。 

白 道 欲が 古き 室、 王子 晋が もとの 跡、 一 々に 廻りて 見 給 ふに、 昔の 夢に 異ならす、 

天台 大師 は 能 化の 主、 眉 は 八 字に 生 ひわ かれ、 法の 使に 世に出で て、 ほと/ \佛 に 近 かりき- 

柴の いほりに 聖 おはす、 天魔 は樣々 にな やませ ど、 明星 漸く いづる ほど、 終に は從ひ 奉る * 

の 三 首 は、 惠心 僧都の 作と 傳 ふる 天台 大師 和 護の 中に 出て 居て、 始の 一首 はさながら 用ゐ、 次の 

四 九 


五 〇 

1 一首 は 句 を用ゐ たので ある。 

よろ づの佛 の 願よりも、 千 手の 誓ぞ賴 もしき、 枯れた る 草木 も 忽ちに、 花 き實 なると 說ぃ給 

は、 古今 著 聞 集、 源平 盛衰 記、 體源抄 等に 出て 居る。 (終 を 「とこ そき け」 と ある。) 

藥師の 十二の 大願 は、 衆 病 悉除ぞ 頼もしき、 一 經其耳 はさて 置きつ、 皆 令 満足す ぐれたり、 

は、 古今 著 聞 集に 出て ゐる。 

釋迦の 御 法 はしな くに …… 

は、 續世繼 雁が ねの 卷 にある。 

佛も昔 は 人な りき、 我ら も 終に は佛 なり、 三 身佛性 具せ る 身と、 知ら ざり ける こそ あはれ なれ、 

は、 平家物語， 源平 盛衰 記 等に 出て 居る。 (句々 に 異同が ある) 

我ら は 何して 老い ぬらむ * 思へば いとこ そ あはれ なれ、 今 は 西方 極樂 の、 彌陀の 誓 を 念すべし， 

は、 寶物 集、 十 訓抄、 拾遺 古德傳 等に 出て 居る。 

池の 凉 しき 汀に は、 夏の かげ こそ 無 かり けれ、 こだかき 松 を 吹く 風の、 聲も 秋と ぞ 聞えぬ る、 

は、 唯 心房 集中の 一首で、 寂然の 作で ある。 (寂然 は 大原三 寂の 一人で、 その 家集に は、 五十 首の 


今樣の 作が ある。) 

大宫權 現 は、 思へば 教主の 釋迦ぞ かし、 一度 も 此地を ふむ 入 は、 靈山 界會の 友と せむ、 

は， 日 吉山王 利 生 記に、 陰陽 堂の 僧 慶增の 作と して 載って 居る。 

龍 女は佛 になり にけ り， など か 我等 も 成ら ざら む * 五 障の 雲 こそ 厚く とも、 如來 月輪 かくされ 

じ、 

は、 聲明 集の 終に 出て 居る。 

像法轉 じて は、 藥師の 誓ぞ賴 もしき、 ひとたび 御名 を 聞く 人 は、 萬の 病な しと ぞい ふ、 

gl 大聲聞 いかばかり、 喜び 身よりも 餘 るら む、 我等 は 後世の 佛ぞ と、 確かに 聞きつ る 今日 なれ 

ば * 

熊 野の 權現 は、 名 草の 濱に こそお り 給へ、 若の 浦に しまし ませば、 年 は ゆけ ども 若 王子， 

ちはやぶる、 神神に まします、 ものなら ば、 あはれ とお ぼしめ せ、 神 も 昔 は人ぞ かし、 

この 四 首 及び 前に 舉 げた 「今 は EI 方極樂 の」 といへ る 句、 「法 華經 八卷」 「聖德 太子」 の 歌 は， 梁麈秘 

抄ロ傳 集 第 十に 引用して ある o( この ロ傳 集に 就いては、 群 書類 從所收 の 零 本が、 後白河 院の 御製 

作なる よし は * 夙く 伊庭 時 言の 群 書 備考 廿 八に、 お 記 本朝 書目 等 を 引いて 述べて 居る。 かつ 本書 
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五 二 

の 初めに 揭 げた 和 田 博士の 考證 に詳ら かで ある。) 

なみ も 聞け 小磷も 語れ 松も昆 よ、 我 を 我と いふ 方の 風 吹いたら ば. いづれ の 浦へ も 靡きな む、 

は、 八 雲 御抄 に、 「な だと 云 ふ も 礎な り。 今樣に * 松 もき けこい そ も かたれと 云」 と 引用して ある。 

初 句 は いづれ も 「な だ もき け」 の 誤で ある。 

短歌の 中には、 古人の 歌と して わかって 居る ものが 三十 餘首 あるが、 煩 はしき を 厭うて 省く。 

以上 諸 書と 同じき もの を擧 げたが、 これら は、 明らかに 本書が 當 時の 信すべき ものである こと 

を證 明して 居る。 

なほこの 梁 塵秘抄 は、 前に 述べた 如く、  i の 手跡 を轉寫 した ものと 傳 へられて 居る。 この 所 

傳は、 しか 信じ 得る 理由が 無いで はない。 如何と なれば、 紫 野 今宫鎭 花祭 歌 も、 筑紫田 歌、 尾 張 

田 歌 等 もみな 寂 蓮の 筆と 傳へ， 其の 他に も、 彼の 田 歌 切が、 古筆 鑑賞 家の もとに 藏 せられて 居る 

からで ある， X 或は この 數 種の 田 切 歌 も， 梁 塵 秘抄の 一部であった かも 知れぬ。 かつ 焦 尾 琴に、 「白 

拍子 靜が 朗詠 は、 俊惠 法師の 作りて うた はしめ 給 ふと かや、 自筆の 軸 を百餘 章と り 揃へ て 傅へ 持 

たる 人 あり。」 と あるが、 此の 俊惠 も、 或は 謹の 傳へ 誤りで、 これ また 梁 塵 秘抄の 一部で はな か 

つたら うかと も考 へられる。) 


二 

本書 は、 梁 塵 秘抄卷 二と 卷首 にあって、 甲乙の ニ册に 分けて あるが、 もとは 一 軸、 もしくは 一 

册 であった と 思 はれる。 しかして 其の 卷 二に 收 めた 所の 歌 は、 法文 歌と 神 歌との 二" 穂で ある。 法 

文 歌 は 又の名 を娑羅 林と 呼ばれて、 和讃 から 轉 じて 謠 物に なった もの、 凡て 佛敎 に關 する もので 

ある。 神 歌 はもと は 神祇に 闘した 歌に よっての 名で あらう が、 後に は 一 の 曲の 名と 成った ものと 

おぼしく、 神 舐 を 歌った もの、 法文 歌と 同種の もの、 催 馬樂と 同種の もの 等 を 含んで 居る。 (これ 

を 歌體の 分類に 照して 見る と、 法文 歌 は 主として 今樣 體* 神 歌 は 四 句の 今 檨體と 二 句の 短歌 體と 

が もとで、 多くの 雜體と * 少數 の 六 句體を 合せ 有して 居る ので ある。) 

本書に 就いて 其の 歌數を 調べる と、 法文 歌 二百 廿首、 g 句 神 歌 二百 四 首、 二 句 神 歌 百廿ニ 首で、 

うち 二 首の 重出 を 省く と、 總數五 百 四十 四 首で ある。 

今 この 法文 歌 * 神 歌と いふ 原書の 名 を 離れて、 本書に 含む 歌の 全部 を歌體 とい ふ點 から 觀 察し 

て 見る と、 多く を 占めて ゐる もの は、 今 樣體と 催馬樂 風の 雜體 との 二つで、 その外に、 六句體 と、 

純然たる 短歌 體 とが ある 0 

今 樣體と は- いふ 迄 もな く 七 五 四 句の 體 である。 これに 附屬 して、 或は 一句 を 交へ たり、 或は 

五三 


變體の 句 を 有したり して 居る ものが ある。 例へば、 

近 江の き は" うみなら す、 天台 藥師 の池ぞ かし、 なぞのう み、 常 樂我淨 の 風 吹けば、 七寶 蓮華の 

波ぞ 立つ、 

これ は 「なぞのう み」 の 一句 を 間に 入れて、 問答の 體 にして ある。 

嶺に 起き ふす 鹿 だに も、 佛に なる 事い と 易し、 おのれが 上 毛 をと.^ のへ、 筆に ゆ ひ、 一 乘 妙法 

かいたん なる 功德 に、 

「筆に ゆ ひ」 の 一句 を 入れ、 しかも 終の 一句の 字 數は變 つて 居る。 

雜體 とい ふの は、 大槪十 句以內 で、 (長いの は十數 句の が ある) 奇偶 さまざまで、 又 其の 一句の 

字數も 長短 あり、 同音 句の 連續 あり、 略 ぼ 催 馬樂と 同じい。 唯 其の 同音 句の 連續 とい へど も， 催 

馬樂に 多く 見る やうな 同 句の 反覆で は 無い。 此の 體は 歌と して 催 馬樂に 比して 內容に 富んで ゐる。 

その 例 は 後に 擧げ ると ころで 明らかで あると 思 ふ。 

六 句體と は、 短歌よりも 一句お ほい ものである。 

これから、 まづ 今樣體 及び 雜體 に屬 する ものに 就いて、 内容 上の 分類から、 修辭 形式 等の 稍 や 

細かい 說明を 試み、 次に 他の ニ體に 及ぼさう と 思 ふ。 


法文 歌 及び 其の 種の 佛敎 思想 を 歌った 歌 は、 和讚の 一種と みなすべき ものであるが、 今日 傳は 

つて ゐる 和讚の 中で、 比較的 古いと 思 はれる ものと 讀み 比べて 見る と、 彼の 經文 直譯 的、 もしく 

は 訓誡 的な のに 比して、 此は遙 に 詩趣の 豊かな もの を 多く 含んで ゐる 事が 注意され る。 例へば、 

佛は 常にい ませ ども、 現なら ぬぞ あはれ なる、 人の 音せ ぬ嘵 に、 ほのかに 夢に 見え 給 ふ、 

氷 をた. - きて 水む すび、 霜を拂 ひて 薪と り、 千年の 春秋 を 過ぐ して ぞ、 ー乘 妙法 聞き 初めし、 

曉靜 かに 寢覺 して、 思へば 淚ぞ おさへ あへ ぬ、 はかなく 此の世 を 過ぐ しても、 いっか は淨 土へ 

參 るべき、 

寂莫 おとせぬ 山寺に、 法華經 誦して 佾 ねたり、 普賢 かう ベ を 撫で 給 ひ、 釋迦は 常に 身 を 護る、 

極樂淨 土の 東門に、 はた 織る 蟲 こそ 桁に 住め、 西方 淨 土の 燈 火に、 念佛 のころ もぞ 急ぎ 織る、 

阿 私 仙の ほらの 內、 千と せの 春秋 仕へ てぞ， あ ふこと 聽 くこと 持つ こと、 かたき 法 をば われ は 

く  * 

Bar 

裟羅 林に 立つ けぶり * のぼると 見し は そら 目な り、 釋邀 はつねに ましくて、 靈鷺 山に て法ぞ 

說く、 

大品 般若 は 春の 水、 罪障 氷のと け ぬれば、 萬 法 空 寂の 波立ちて， 眞 如の 岸に ぞ 寄せ かくる、 
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五六 

一心 敬禮聲 すみて、 十方淨 土に へだてな し， 第二 第三 數 ごとに、 六 根 罪障 罪滅す * 

忉 利の 都の 鶯は、 とぐら 定めて さぞ 遊ぶ * 淨 土の 植木と なり ぬれば * 花 さき 實 なる ぞ あはれ な 

る * 

我が身 は罪粱 おもく して、 終に は 泥 if へ 入りな むす、 入りぬべし、 住羅陀 山なる 地藏 こそ、 毎 

日の 嘵に、 必す來 りて 訪ぅ 給へ、 

の ごとき、 いづれ も 和讚の 比で は 無い。 「怫は 常に」 「曉 しづかに」 「極 樂淨 土の 東門に」 等 は 殊に 

すぐれて ゐ る。 「娑羅 林に」 は * 斯 かる 歌が 行 はれて、 裟羅 林と いふ 名 をも資 ん だので あらう。 「我 

が 身 は 罪業」 の 一 首 は 形が 變っ て 居る。 

神 舐に 關 する もの は、 神樂 歌に 比する と、 やや 趣向 も複雜 である。 

なん- (\ の 宫には 泉 出で、、 ざう 井の 御前 は 潤 ふらむ、 にご るら む、 なかの こさい その 竹の節 

は、 一夜に 五 尺ぞ生 ひの ぼる、 

一夜に 五 尺 生 ひ のぼると は、 傳說を 歌った もので あらう か • おもしろい。 

鈴 はさ や ふる 藤 太み こ、 目より 上に ぞ鈴 はふる、 ゆら， とふり あげて、 目より 下にて 鈴 ふれ 

ば， 摒怠 なりと て ゆゆし 神 はらだち 給 ふ、 


金の 御岳に ある 巫女の、 打つ 鼓 * 打ち上げ 打ちお ろし 面白 や、 我等 も參 らば や • ていとん とん 

とうと も 響き 鳴れ、 /\* 打つ 鼓 * いかに 打てば か、 此の 音の 絕 えせ ざるら む、 

この 二 首と も * いかにも 輕 快で、 當 時の 庶民の 心 持が 躍如と して 伺 はれる 趣が ある。 

祝賀の 意 を 述べた ものに、 

萬 劫 年 ふる 龜 山の、 下 は 泉の 深ければ、 笞 蒸す 岩屋に 松 生 ひて、 梢に 鶴 こそ 遊ぶ なれ、 

は、 祝の 歌と して やすらかな 作で、 かの 興 福 寺の 延年 唱歌に も 用ゐて 居る。 それに は 「萬歲 とし 

ふる」 と ある 0 

萬 劫龜の 背中 をば、 沖の 浪 こそ 洗 ふらめ * いかなる 雇の つもり 居て- 蓬萊 山と 高から む、 

構想が 奇拔 である。 

海に は 萬劫龜 遊ぶ、 蓬萊 方丈 瀛洲、 この 三つの 山 を ぞいた だける、 厳に 練す る 龜の齢 をば、 ゆ 

づる ゆづる、 君に 皆 ゆづる • 

終の 二 句 は、 殊に 面白い。 

海に は 萬ごう 龜 遊ぶ、 蓬 萊山を やいた だける、 仙人 わら は を 鶴に 乘 せて • 太子 を迎 へて 遊ばば 


五八 

彼の 盛衰 記に ある、 祇王祇 女が 淸盛 入道の 前で 謠 つた、 「蓬萊 山に は 千年 ふる、 萬 歳 千秋 かさなれ 

り、 松の 枝に は鶴巢 くひ、 巖の 上に は龜 遊ぶ」 のた ぐ ひで ある。 

黃 金の 中 山に、 鶴と 龜とは 物が たり、 仙人 わら はの 密かに 立ち 聞けば * 殿 は 受領に 成り 給 ふ、 

構想が 殊に 面白い。 「殿 は 受領に 成り 給 ふ」 の 句 は、 當時 受領と いふ ものが 如何に 尊と ばれた かが 

わかる。 

富 をた たへ たものに、 

づ《1 

此の 殿に よき 筆 柄の ある もの を、 てこ、 の 富 を かきよせる、 筆の 軸の ある もの を、 

キ. - さら ざ 

筆の 軸 は、 五節の 郢 曲の 白薄樣 にも、 「巴 かいたる 筆の 軸」 の 句が ある。 なほ 富に ついては、 「二月 

の 初 午に 富く ばる」 の 句 も ある。 

情事 を 詠んだ もの は、 固より 斯 かる 歌 謠 のなら ひとて その 數が尠 くない。 中に も 秀逸と 稱 すべ 

き は、 

われ をた のめて 來ぬ 男、 角 三つ 生 ひたる 鬼に なれ、 さて 人に 疎まれよ、 霜雪 霰 ふる、 水田の 鳥 

となれ * さて 足つ めた かれ、 池の 浮 草と なりね かし、 と ゆりかう ゆり ゆられ ありけ、 

「角 三つ 生 ひたる 鬼に なれ」 と詛 ひ、 「水田の 鳥」 「足つ めた かれ」 も を かしいで は 無い か。 


わぬ し は 情な や * わら はが あら じと も 棲ま じと もい は こそ 憎から め * て、 や 母の さけ 給 ふ 中 一 

なれば、 斬る ともき ざむ とも 世に も あら じ *  一 

「斬る ともき ざむ とも 一は、 後世の 戯曲の 詞 などが 思 ひ 出される。  一 

美女う ちみれば、 一 本 葛な りなば やと ぞ思 ふ、 もとより 末まで よられば や、 斬る ともき ざむ と 一 

も、 離れが たき は 我が 宿世、  一 

前の 歌 は 女ので * これ は 男が 答へ たものと もお も はれる。  一 

鏡 曇りて は、 我が身 こそ やつれけ る、 我が身 やつれて は、 男 返け 引く-  一 

あはれ な 歌で ある。  一 

滑稽 洒落なる ものに は *  一 

鴉 はみ るよ に色黑 し、 鬵は年 は經れ ども 猶 白し、 鴨の 首 をば 短し とてつ ぐ もの か、 鶴の 足 をば ； 

長し とてき る もの か、  一 

「鴨の 首」 「鶴の 足」 は莊 子に 出て 居る ので あるが、 今日で は 戯曲 阿古 屋の胃 頭の 句が ま づ思ひ 浮 一 

ベら れる。 諷刺 的の 妙味が 籠って 居る。  ^ 

はね  いた，. 9  さる. *,-.9  i 

羽な き 鳥の やう かる は、 炭 取 かいとり かいもどり、 石な どり * 虎杖 垣 をに 生 ふて ふ拔獎 や、 弓 一 
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とり 筆と り、 小 弓の 矢と りと か、 

調子の 面白い 一例で ある。 「弓と り 筆と り」 は、 當 時の 流行語で あつたと 思 はれる。 彼の 「& 柿」 の 

中なる 「賴朝 佐々 木に 被 下狀」 の 中に も、 「すべて 筆 とりも、 まして 弓 取 も、 むかひた る 目ば かり 

か \ りて *」 云々 と ある。 

節の やう かる は、 木の 節 菅の節 * 山葵の たての 節、 峯には 山伏、 谷に は 鹿の子 臥、 翁の 美女 婚 

り 得ぬ 獨臥、 

この 「やう かる は」 とい ふの は、 當 時の 流行語と 思 はれて、 他に も 「法師ば くちの やう かる は」、 「山 

の やう かる は」、 「小鳥の やう かる は」、 「なかう ど 女の やう かる は」 などが ある 0 

舞へ く 蝸牛、 舞 はぬ ものなら ば、 馬の 子 や 牛の 子に、 獄 させて む、 踏み 割らせ てん、 まこと 

に 美く しく 舞うたら ば、 花の 園まで 遊ばせん、 

當 時の 童謠 であらう。 蹒の 古言つ く ゑ」 が 此の頃まで 口語の 中に 殘 つて 居た こと も わかる。 

居よ く蜻 給よ、 片脚を まねらん さて 居 たれ、 はたらかで * 蘆の 襟の さきに 馬の 尾 をより 合せ 

て、 かいつけて、 わら はべ 冠者 原に、 繰らせて 遊ばせむ、 

螨 牛の 歌の 對の 歌と もい ふべき、 無邪氣 な童謠 である。 


いざれ 獨樂 つぶり、 鳥 羽の 城 南 寺の 祭 見に、 我 はまから じ 恐ろし や、 こり はてぬ、 造 道 や 四 塚に、 

あせる 上馬の 多 かるに、 

獨樂の 遊びの 歌で あらう。 祭 見の 事 は、 山 槐記永 暦 元年の 條に 「今日 城 南 寺 祭 也， 上皇 御幸、 競馬 

七番」 と あり、 造 道 は 兵 範記保 元三 年の 條に 見えて ゐ、 徒然 草に も 出て ゐる。 

御 履の 隅なる かひ 猿 は、 きづな 離れて さぞ 遊ぶ、 木に 登り * 常 磐の 山なる 措柴 は、 風の 吹く に 

ぞ、 ちう とろ ゆるぎて うらが へ る、 

後世の 放 下僧の 歌の たぐ ひで ある。 

あそび を せんと や れ けむ、 たは ぶれ せんと や 生れ けん、 遊ぶ 子供の 聲 聞けば、 我 身 さへ こそ 

ゆるが るれ、 

感情い ひざ まの 素朴な のが 面白い。 

女の 盛りなる は、 十四 五六 歳、 二十 三 四と か、 三十 四 五に しなり ぬれば * 紅葉の 下葉に ことな 

ら す、 

仁智 耍錄 なる 採 桑老の 詠に、 三十 云々 四十 云々 と 重ねた 類で あるが、 「紅葉の 下葉」 と 詩 化して と 

ぢめ たのが 巧で ある。 
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六 二 

吹 田の 御 湯の 次第 は" 一 官ニ丁 三 安樂 寺、 に は 四 王 寺 五 さ ぶら ひ、 六 せん ふ 七 九 八 丈九很 丈、 

十に は國 分の 武藏 寺、 夜 は 過去の 諸 衆 *、 

は、 後世の 喷に 屡， -繰 かへ す 數字を 重ねた 式で ある。 

かう ベ  かしら  うなじ  き  く  を こけ ふためい 

頭に 遊ぶ は 頭 しらみ、 頂の くぼ をぞ 極めて 食 ふ、 櫛の 齒 より 天降る、 麻 小 笥の蓥 にて 命 終る、 

まことに 古今 その 偶 を 求めが たい 奇拔な 歌で ある。 「櫛の 齒 より 天降る」 の 一 句 殊に 妙で ある。 因に 

云. 笥 の 蓥と いふ 詞は、 大嘗會 田 歌に も、 「麻 種ら を 笥の蓄 にいれ て」 云々 の 句が ある。 

優雅な ものに は、 

筑 紫の 文字の 關、 關の顯 守 老いに けり、 びん 白し、 何とて すゑた る 關の關 屋の關 ，：i- なれば、 年 

の ゆく をば とどめ ざるら む、 

^歌に よく 見る 趣向ながら、 如何にも 謠物 として 古み を帶 びて 居る。 「びん 白し 」 と 一 句 を 入れ • 

「關」 を わざと 多く 重ねた のも謠 物ら しい。 

おも ひ はみ ちの くに * 戀 はする がに 通 ふなり、 みそめ ざり せば 中々 に、 そらに 忘れて やみな ま 

し、 

後世の 隆達 節な どの 中に 交へ てもと 思 はれる 作で ある。 


海に を かしき 歌枕、 磯邊の 松原き んを彈 き、 しらめつつ、 沖の 波 は 磷に來 て、 鼓うて ば、 みさ 

ご濱 千鳥、 舞 ひこ だれて 遊ぶな り > 

「松の 琴」 「波の 鼓」 も、 いひ ざまが 巧で ある。 「傾れ」 は 宇治 拾遺 物語に も 出て をる 語。 

明 石の 浦の 波、 浦 や 馴れたり ける や、 浦の 波 かな * 此の 波 はう ち 寄せて、 風 は 吹かね ども、 や、 

さ ざら 浪ぞ 立つ、  - 

古事 談 及び 撰 集抄に 引いた 書寫 上人の 條に、 「風 は 吹かね ども さ ざら 浪立 つ」 とい ふ 今様 をうた つ 

た 事が 出て 居る。 これ は、 それ を 歌 ひかへ たので あらう。 

春の 始の歌 まくら、 霞う ぐ ひす 歸る 雁， ねの 日靑 柳梅樱 * 三千 歳になる 桃の 花、 

松の木 かげに 立より て、 岩 もる 水 をむ すぶ 間に、 扇の 風 も 忘られて * 夏な き 年と ぞ思 ひぬ る、 

法文 歌の 歌體 の今樣 なる は 別と して * かの 慈 鎮和尙 の g; 季の 今樣の ごとき 今樣歌 は、 前に 擧 げた 

寂 念の 「池の 凉 しき 汀に は」 と、 これらと で、 極めて 少數 である。 

瀧 は 多 かれ ど， 嬉し やと ぞ おも ふ、 鳴 瀧の 水 、日 は 照る とも >  たへ てと ふたへ、 やれ ことつ と 

ラ * 

鳴 瀧 は 山城 宇多 河の 上流、 「やれ ことつ とう」 は 拍子で、 俊 量 卿 記の 五節 間郢 曲事の 歌の 終に も、 
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六 四 

いづれ も 添へ て ある。 「瀧の 水」 とい ふ 句は當 時の 流行で， 長 門 本 平家物語に， 「嬉し や 鳴る は 瀧 

の 水」 と あり、 盛衰 記の 今檨 にも 「瀧の 水」 の 句が あり、 口 傳集第 十に も 「瀧の 水」 をうた ふこと が 

見えて 居る。 

枕 草紙の 何々 ものと いふ やうな、 もの はづ くしが ある。 卽ち * 何々 する もの はと 數 へたて るの 

が 一 種 をな して 居る。 (雜藝 の 中の 「物 樣」 が、 或は これで はなから うか。) 

よくく めでたく 舞 ふ もの は、 神 巫小樁 葉、 車の 筒と かや、 八千隈 侏儒 舞 • 手 傀儡 子、 花の 園 

に は 蝶 ことり、 

を かしく 舞 ふ もの は、 神 巫 小 櫓 葉、 車の 筒と かや、 平等 院 なる 水ぐ る ま、 はやせば 舞 ひ出づ る、 

いぼう じり、 かたつぶ り、 

平等 院に 水車が あつたと 見える。 後なら ば、 淀の 川瀬の 水車と 云 ふ 所で ある。 

すぐれて 早き もの、 鷓 隼 手なる 鷹、 瀧の 水、 山より 落ちく る柴 車、 三 所 五所に 申す こと、 

今日なら ば， 自動車 飛行機な どい ふ 所で あらう。 結末の 句は當 時の 信仰の さまが 知られる。 

を かしく かがまる もの は 唯、 海老よ 谅ょ * 女 牛の 角と かや、 昔 かぶりの 巾 子と かや， 翁の 杖つ 

いたる 腰と かや。 


輕妙 である。 

心す ごき もの、 夜道 船み ち 旅の §r 旅の 宿、 こぐらき 山寺の 經の聲 * 思 ふや 仲ら ひの 飽かで ^ 

結末が よい。 

心の すむ もの は、 かすみ 花園 夜半の 月、 秋の 野邊 * 上下 も わかぬ は 戀の道 • 岩間 を もりく る 瀧 

のみ づ、 

「上下 も わかぬ は」 の 句 は 少し ゆく りない が、 かの 戲曲 奥州 安達原なる 句が 思 はれて 面白い。 

なほ 「見る に 心の すむ もの は」 とい ふの も ある。 吉野樂 書に は、 承 安四 年後 臼 河院の 今様の 御會 

に、 「きくに 心の すむ もの は、 荻の 葉 そよ ぐ 秋の くれ」 云々 の 今 樣を謠 つたこと が 見えて 居る。 

娑婆に ゆ- - しく 憎き もの、 法師の あせる 上馬に 乘 りて、 風 吹けば 口 あきて、 頭し ろかる 翁 ども 

の、 若 妻 好み、 姑の 尼 君の 物 妬み、 

好個の 諷刺 詩で ある。 

からさ の  かんな  うめ や はえ はた- a  二 さい. yj り だす 

すぐなる もの は 唯、 連 枷ゃ蓖 竹、 假字 のし 文字、 今年 はえた る 梅 楚 幡梓刺 鳥 竹と かや * 

觀 察が おもしろい。 連枷篦 竹、 し 文字の 配合が 妙で ある。 他に 「風に 靡く もの」 とい ふの も ある。 
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又 「 ：：： の 好む もの」 とい ふ 類で は、 前に 引いた 「遊女の 好む もの」 の 外に， 

ik*? の 好む もの、 紺よ 紅 山吹 濃き 蘇芳、 茜 ほやの 摺 * よき 弓 やなぐ ひ、 馬 鞍 太刀 腰刀 * 鎧胄に 

脇 だて 籠手 具して、 

なほ. 「ひじり の 好む もの」、 「すごき 山伏の 好む もの」 とい ふの も ある。 

當 時の 風俗 世相の 一 端が 伺 はれる もの に は、 

武者 を 好まば 小屋 並び， 狩 を 好まば 綾藺 笠、 まくりあげて、 梓の ま 弓 を 肩に かけ、 軍 あそび を 

いくさ • かみ 

よ S1. 神 

保 元 平 治の 軍な ど を 見馴れて * か、 る 歌 も出來 たので あらう。 「こやなら び」 は 他に も 「け 正 狩 場 

のこ やなら び」 の 句が ある。 「あや 藺笠」 は當 の 流行と 見えて、 彼の 寂 蓮の 書いた と傳 ふる 田 歌 

の 中に、 「螺鈿の つます り あや ゐ 笠」、 美 濃 田駄の 中に も * 「あや ゐ笠 はやな」 云々 の 句が ある。 軍神 

は、 集中に 「關 より ひむ がしの 軍神、 鹿 島かん どり 識訪 の宫」 「關 より 西なる 軍神」 云々 の 歌 も あ 

り、 また 「大將 軍 こそお り 給へ」 「祇園 天神 大將 軍」 等の 句 も ある。 

鷲の 住む み 山に は、 なべての 鳥 は 住む 物 か、 同じき 源氏と 申せ ども、 八幡 太郎 はお そろし や、 

「八幡 太^-と いふ 名 は. 今日で は 勿 來關の 花 蔭 を 聯想せ しめる が * 當 時の 民間で は、 後の 鎭西八 


郞ゃ 加藤淸 正の 如く、 いかに 强ぃ 恐ろしい 名であった かが わかる。 

彼處に 立てる は 何人 ぞ、 稻 荷の 下の 宫の大 夫み 息子 か、 眞實 の太郞 やな、 俄に 曉の兵 仕に つい 

さされて、 殘 りの 衆生 を 平安に 守れと て、 

「俄に 曉の兵 仕」 に 召されての 句が、 物騒がしかった 時代 を 思 はせ る。 馬 を 詠 じた ものに • 

年頃 撫で 飼 ふ 龍の 駒、 馬場の 末に ぞ れんやなる …… 

上馬の 多 かる 御舘 かな、 武者の 舘とぞ おぼえた る …… 

又 「さ ぶら ひ 藤 五 君」 云 々 の 歌 も ある。 「讃岐 の 松 山 へ 」 は 保元亂 後の 崇德 上皇の 御上 を 諷した も の 

と 思 はれる。 紀 記の 童謠 的の 歌が 猶他 にも ある。 

嵯峨 野の 興 宴 は、 野 口 打 出で 岩 崎に、 禁 野の 鷹飼敦 友が、 野鳥 合せし こそ 見 まほし き- 

當 時の 風俗が 思 はれる 歌で ある。 これ は、 承 保 三年 十月の ことで、 寶物 集、 嗟峨野 物語 等に、 野 

の 行幸の ことが 委しく 出て ゐる。 

ち-じん 

婿の 冠者の 君、 何 色の 何す りか、 好う だう 着 まほし き、 趣 塵 山吹と めすり に 花 村 濃、 みな 柏 や， 

り. つ こわち が  ほや：？' 乃 こ 

輪 鼓 輪 違へ 笹 結び、 賴纈 まへ だり の 寄生の 鹿 子 ゆ ひ、 

當 時の 服飾の 好みが わかる。 
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もろこし 

筑 紫なん なるや、 唐土の かね、 白ろ とい ふかね も あんなる は、 ありと 聞く • それ を 合せて 造り 

たる • あこ やの 玉壹 やう かりな、 

美しい ェ藝 品を謠 つたので ある。 

淸 太が 造りし 御園生に、 にが 瓜 甘 瓜 なれる かな、 あこた 瓜， 千々 に 枝 させ 生瓢 * 物な 宣 びそ 惠 

なすび  . 

具 茄子、 

山城 茄子 は 老いに けり、 採らで 久しく 成りに けり、 あこ かみたり、 さりと て それ をば 捨 つべき 

か、 おい たれ. （-種 採らむ、 

なめす * き 

聖の 好む もの、 比 良の 山 を こそ 尋ぬ なれ、 弟子 やりて、 松茸 平 茸 滑 薄、 さて は 池に {佰 る 蓮の 這 

ねね な は ごん ほ-つ  つくつ くし 

根、 芹 蓴菜、 牛蒡 河 骨 打 蕨、 土筆、 

これら は いづれ も、 瓜と か 茄子と かの 野菜 を 詩材に 用ゐて ある。 

催馬樂 に、 「大芹 は國の 禁物」 云々 と 博奕 を謠 つて 居る が、 此の 中に も數章 ある。 

わが 子 は 二十に なりぬ らん、 博打して こそ ありく なれ、 國々 の 博徒に、 さすがに 子 なれば、 憎 か 

無し、 質 かい 給 ふな、 王子の 住吉 西の 宫、 

不孝な 子 ほど 一 唇 可愛い い 親の情が あら はれて ねる。 


おうな の 子供の 有樣 は、 冠者 は 博打の 打ち 質け や、 勝つ 世な し、 禪師 はま だきに 夜行 好む めり * 

ひめが 心の しどけ なければ * いとわび し、 

冠者と 僧と 女と、 三人の 子 いづれ も 思 ふやう ならぬ を 歎じた 母 心が いと ほしい。 

拘尸那 城のう しろより、 十の 菩薩 ぞ出 でた まふ、 ばくちの 願を満 てんとて、 一六 三と ぞ 現じた 

る 0 

一六 三と 現す る 菩薩 は 面白い。 一六 三の 數を 合すれば、 卽ち 十になる ので ある。 

法師 博打の 様 かる は、 地藏 よか せん ニ郞寺 主と か、 尾 張 や 伊勢の みくつ 新發 意、 無下に わろ き 

はけい そく 房、 

法師が 博 突せ し當 降の 樣も思 はれる。 てら 錢の 語に も、 因み が あるで あらう。 

くすり (はの 誤) のみ 牧の 土器 作り、 土器 は 作れ ど 娘の 顏ぞ よき、 あな 美く しゃな * あれ を 三 車 

の 四 車の あい 行、 辇 にう ちの せて、 受領の 北の方と いはせば や、 

好 人事 詩で ある。 前なる • 「殿 は 受領に 成り 給 ふ」 の 句と 同じく * 受領の 北の方が 如何に 下民の 羨 

望の 的であった かが わかる。 且つ 枕 草子に、 「童べ の國府 殿へ 參 りて」 とい ふ 俚謠の 一句が 引いて 

あるが、 國府 殿と か 受領と かいふ 詞は * 屢-- 俚謠の 材料に 成った ものら しい。 
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きくに おかしき 讀經 は、 とうかく 高 砂の 明 泉 房、 江 口の ふちに たの やけの 君， 淀に は 大君 次郞 

君 * 

讀 經ロ傳 明鏡 集に 「此御 時 (後白河) 一天 下 皆以， 法 花經， 爲』 曰、 不， 餌 之 輩 更人而 非. 人」 と ある。 以 

て 當時 道俗に 「讀經 之 音曲」 の 盛であった ことが わかる。 

池の すめば こそ * 空なる 月影 も 宿 るら め、 沖より こなみの 立ち 來 てうてば こそ * 岸もう はなり 

打たん とて るら め、 

小 浪に前 妻 をよ そへ たので、 所謂 後妻う ちの 風習 を謠 つた もの。 體源抄 所載の 風俗の 中に も * 

「こなり めは來 にけ る もの を 」 云々 の 歌が ある 0 

ひじり をた て じ はや、 袈裟 を かけじ はや、 數珠を もた じ はや、 年の 若き をり 戯れ せん、 

當 時の 僧侶に 對 しての 好 諷刺 詩で ある。 

京より 下りし とけの ほる I 島 江に 屋 たてて 住みし かど、 そ も 知らす、 うちすてて いかに 祭れば 

百大 夫、 驗 なくて 花の 都へ 歸 すらむ、 

遊女の 好む もの、 雜藝鼓 小 端 舟、 签 かやに し 艫 取 女、 男の 愛 祈る 百大 夫、 

百大夫 は" 大江匿 房の 作なる 遊女 記に、 「殊 事， 百大 夫， 道祖神 之 一名 也」 云々 とあって， 遊女が 祭つ 


たもので ある。 四 六 貝に 引いた 今 鏡の 文の 績 きに、 「百 大 夫と 世に はっけて、 かげぼし などの ごと 

く 朝夕 馴れ 仕う まつる …… 伊賀 大夫、 六條大 夫な どい ふ、 すぐれたる 人 ども あり」 と あるの は、 

百大 夫と 渾名 をつ けたので ある。 次の 歌の 中なる 雜藝の 文字 も 注意すべく、 また 艫 取と いふ 句 は、 

賴政 集の 遊女 を 詠 じた 歌の 中に ある。 

當 時の 地理 を 知る 一 端と もなる べきに は、 

いづれ か 貴 船へ 參る 道、 鴨 川み のさと 御菩薩池、 み どろ 坂 • 幡板 しの 坂 や、 一 二の 橋 * 山川 さ 

ら さら 岩 枕、 

貴 船詣の 道筋 を 述べた ので、 かかる 類に は、 「いづれ か 法 輪へ 參る 道」 * 「根本 中堂へ まゐる 道./ 

「いづれ か 葛 川へ まゐる 道」、 「いづれ か淸 水へ 參る 道」 などが ある。 淸 水の は 殊に 長い 道行 風で、 

「南 をう ち 見れば」 の 句 は、 謠 曲の 湯 谷が 思 はれる。 

近 江に を かしき 歌枕、 老曾 とどろき 蒲 生 野 布施の 池、 あきの 撟、 伊香 具 野、 余 吳 の 湖の しかの 

うちに、 新羅が 建てたり し持佛 堂の かねの 柱、 

これより ひむ がし は 何とか や、 關山顯 寺 大津の 三 井のお ろし、 いまおろ し、 石 田 殿、 粟津 石山 

國分 や、 瀕 多の 橋、 千の 松原 竹 生 島、 
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ニ首續 いた 近 江 名所の 歌で、 近 江 八景の 先 縱を爲 す もの。 「石 田 殿」 は 今 鏡 藤 波の 上に 見えて、 泰 

憲の舘 で、 當時 第一 とも 稱 すべき 建築で ある。 

これより 北に は 越の 國、 夏 冬 とんな き雪ぞ ふる、 駿 河の 國 なる 富士の 高嶺に こそ、 夜晝 となく 

煙たて、 

當時 富士の 噴火して 居た ことが わかる。 「とん」 は 「とも」 である。 なほ 「土 佐の 船路 は 恐ろし や」 と 

いふの も あり、 「備 後のと もの 島」 を謠 つたの も ある。 

以上 は、 主として 內容の 方面から 觀 たので あるが、 飜 つて 形式 や 修辭の 方面から， 注意すべき 

二三の 點 を擧げ ると、 先 づニ節 三 節と 節 を 分けた ものが ある。 神樂に 本末が あり、 催馬樂 にも 段 

が あるが、 それら は簡 短で あるに、 これ は複雜 して 居る。 

春の 燒 野に 菜 を 摘めば、 岩屋に 聖 こそお はす なれ、 ただ 一人 野邊 にて たびく あ ふより は、 な、 

いざた まへ 聖 こそ、 あやしの やうな りと も、 妾ら が 柴の菴 へ、 

柴の蕃 に聖 おはす、 天魔 はさま <t\ にな やませ ど、 明星 やう やく 出づる 程、 遂に は從ひ 奉る、 

第 一 は 魔女が 聖を誘 ふ 所、 第一 一は 聖が 魔障に 打 勝った を 歌った もの。 

熊 野へ 參 るに は、 紀路と 伊勢 路の、 どれ 近し、 どれ 遠し、 廣大 慈悲の 道 なれば、 紀路も 伊勢 路 


も 遠から す * 

ft 大ふ 

熊 野へ 參 るに は、 なに か 苦しき 修業 者よ、 安松 ひめ 松 五葉 松、 千里の 濱、 

熊 野へ 參ら むと 思へ ども、 徒歩より 參れば 道 遠し、 すぐれて 山き びし、 馬に て 參れば 苦行なら 

そら  た 

す、 天より 参らむ、 はね 賜べ 若 王子， 

熊 野の 權現 は、 名 草の 濱に こそお り 給へ、 若の 浦に しまし ませば、 年 は ゆけ ども 若 王子、 

花の 都 を ふりすてて、 くれぐ れ參る はお ぼろけ か、 かつ は權現 御覽ぜ よ、 靑蓮の 眼 を あざやか 

に、 

熊 野詣を 五節に 述べた もので、 當 時の 修行 信仰の さまな ども わかる。 第三と 第五が 殊に 面白い。 

第 四 は 口 傳集第 十 永 暦 元年 熊 野 御幸の 條に 載って 居る。 それに は 「名 草の 濱にぞ おり 給 ふ」 と あ 

る。 第三の は、 體源抄 に， 白 河 院の御 時の 歌に、 「海道 下れば 波高し、 山道と おもへば すぐれて 山 

きびし」 云々 と ある 類歌で ある。 

また 連作と 稱 すべき ものが ある。 

こ の 頃 都に はやる もの 肩 當腰當 えぼう しと どめ  

この頃 都に はやる もの わうたい かみ.^ えせ かづら …… 
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淸太 がっくり しかり かま を …… 

淸太 がっくりし みその ふに …… 

の ごときが それで ある 0 

また 唱和の lg と稱 すべきが ある。 五 五 頁に 揭 げた 「わぬ し は 情な や」 は、 女の 心 もちで、 次の 「美 

女う ち 見れば」 は 男が 和へ たもの、 「きる ともき ざむ とも」 の 句が 二 章に ともに ある は、 其の 故で 

あらう 0 

句法の 上から いふと、 大體は 七と 五で、 長 句 短句が いささか まじって 居る。 其の 續け ざま は 七 

五が 多い が、 中に、 前に も 一言した が、 催 馬樂と 同じく 同音 句の 連續で 詞の變 つて 居る ものが あ 

る。 例へば、 

我等が 修行に 出で し 時、 珠洲 のみ さき を、 かいさ はり、 打め ぐり、 ふりすてて、 ひとり 越路の 

旅に 出で て、 足う ちせ しこ そ あはれ なりし か、 

冬 は 山伏 修行せ し、 いほりと たのめし 木 葉 も、 紅葉して、 散り はてて、 空 さびし、 搏と思 ひし 

苔に も、 初霜 雪 ふりつみ て、 岩間に 流れ こし 水 も、 こほりし にけ り、 

共に 修行 を 詠んだ 歌で あるが、 「かいさ はり」 云々 「もみ ぢ して」 云々 と、 五 音の 句 を 連 縫せ しめた 


同じ 形で ある。 

君が 愛せし あや ゐ笠、 落ちに けり、 く， 賀茂 川に、 川 中に、 それ を 求む と尋 ぬと せし 程に、 

明けに けり、 明けに けり、 さら /(\ きいけ の 秋の 夜 は、 

これ も 同音 句の 連續 であるが、 やや 催 5:1 樂 風に 近い。 「あや ゐ笠」 はこ こに も 出て ゐる。 

雨 はふる、 いねと は宣 ふ、 笠 は 無し、 簑 とても、 持たら ぬに、 ゆゆし かりけ る、 里の 入 かな * 

宿 かさ 申、 

八 句の 中に、 五 音の 句が 五 句まで ある。 

月影 ゆかしく は、 南お もてに 池 を ほれ、 さて ぞ 見る、 きんの 琴の 音 聞きた く は、 北の 岡の 上に 

松を植 ゑよ、 

前に 擧 げた 「なぞのう み」 と 同じ 蹬で、 今様の 中に 五 言の 一句が 挿んで ある。 着想 は、 大 鏡の 「瓜 

を 請 はば 器物 を 設けよ」 の讓と 同じく、 美しい 中に 寓意の ありさうな 歌で ある。 

用語の 方面から 見る と、 古語の 殘 つて ゐる ものに、 當 時の 俚言が 交って 居る。 (注意すべき 詞に 

園 點を附 して 置く。) 

うろの 此の 身 をす てうて て • むろの 身に こそなら むすれ、 阿 彌陀佛 の 誓 あれば、 彌陀に 近づき 
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ぬる ぞ かし、 

はかなき 此の世 を 過ぐ すと て、 海山 かせぐ とせし 程に、 よろ づの 佛に琉 まれて、 後生 わが 身 を 

いかに せん、 

おう なが子 ども は 唯 二人、 一入の 女 ご は、 二位 中將 殿の、 くりや ざう しに 召しし かば、 たてま 

てき、 弟の 男 ご は、 宇佐の 大ぐ しが、 早 舟 ふな ごに 乞 ひし かば、 またいて き、 神 も佛も 御覽ぜ 

よ、 何 をた たり 給 ふ 若宮の 御前 ぞ、 

いざた ベ 隣 殿、 大津の 西の 浦へ ざこす きに、 此の 江に 海老な し、 あの 江へ いませ、 海老 まじり 

の 雜魚ゃ あると、 

本書の 主な 部分 をな す 今 檨體、 及び 雜體の 歌の 大體 は、 以上の 如くで ある。 

終りに、 六 句體と 短歌 體に 就いて 一言す る。 兩 者に 屬 する もの は、 戀愛ゃ 神事 を謠 つた ものが 

多い。 

六 句 體は， 紀記萬 葉に も あり、 佛足 石の 歌で 殊に 知られて 居る が、 ここに は それが 謠物 化され 

て、 巧に 用 ゐられ て 居る 點が 注意され る。 


吾が 戀は、 一昨日 見えす * 咋曰 こす、 今日 音づれ なく は、 明日の 徒然、 いかにせ む、 

より- 昨日 來 たれば * 妻 も 持た す、 此の 着た る、 紺の 狩 襖に、 むすめ 交へ 賜べ、 

水馴 木の、 みなれ そ なれて、 別れな ば * 戀 しからむ すらむ もの を や、 むつれ なら ひて、 

ふく 風に、 消息 を だに、 つてば やと、 思へ ども、 よしなき 野 逢に、 落ち もこ そ すれ、 

「東より」 は、 當 時の 風俗 史の 資料と しても 面白い 歌で ある。 「戀 しからむ すらむ もの を や」 は、 二 

句に 謠 つたので あらう か。 「吹く 風に」 は、 古今 集の 東歌に、 「甲斐が ね をね こし 山 こし 吹く 風 を 人 

にもが もや ことづて やらむ」 と あるに よって 作った もので、 「よしなき 野 逢に 落ち もこ そ すれ」 の 

句が 輕妙 である。 

我 は 思 ひ、 人 は 返け ひく、 是ゃ この、 浪 たかや、 荒磯の、 鮑の 艮の、 片 思なる、 

おぼつかな、 鳥 だに 鳴かぬ、 奧 山に >  人 こそ 音す なれ、 あな 尊と、 修業 香の、 とほるな りけ り、 

共に 七 句で あるが、 六 句の 變蹬と 見るべき であらう。 

高 砂の、 高 かるべき は * 高からで、 など ひらの 山 * 高々々 と、 高く 見 ゆらむ， 

ねたる 人、 うち 驚ろ かす、 鼓 かな、 いかにう つ 手の、 た ゆから む、 いと ほし や、 

「高 砂の」 は、 短歌の 中間に 「高々 々と」 の 一句 を 混へ たもの、 「寢 たる 人」 は佛足 石體の 變體。 
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山伏の、 腰に つけたる、 ほら貝の、 丁と おち、 ていと われ、 碎 けて 物 を、 思 ふ 頃 かな、 

賤の をが- しの 折 かけて、 ほす 衣、 いかに ほせば か、 干 ざら む、 干 ざら む、 七日 ひざらむ、 

七 句で は あるが、 前と 同じく 中間に 二 句 を 加へ たもの。 「山伏の」 は、 源 重 之の 歌の 下句 を、 巧に 

應 用して ゐる。 

日暮れな ば、 岡の 屋に こそ、 ふしみ なめ、 明けて 渡らん、 櫃川 や、 櫃川、 概 川の 橋、 

これ も 七 句で は あるが、 短歌 を謠 物と して、 櫃川を 繰返した ので ある。 「臥 見なめ」 に 伏 見 を かけ、 

岡屋伏 見櫃川 等、 附近の 地名が 詠み 込んで ある。 

短歌 體の 中には * 全く 五 句の 短歌の 形式 を 取りながら、 其の 中に 巧に 謠 物の 性質 をと つて 居る 

ものが ある。 例へば、 

結ぶ に は、 なに はの もの か、 結ばれぬ、 風の 吹く に は、 何 か 靡かぬ、 

戀 しとよ、 君戀 しとよ、 ゆかしと よ、 逢 はば や 見ば や、 見ば や 見えば や、 

山 を さが、 腰に さいたる、 つづら ふち、 思 はむ 人の、 腰に ささせむ、 

冬く とも、 炸の 紅葉、 なち り そよ、 散り そよ な 散り そ、 色 かへ でみ む、 

夏草の、 しげみに はむ は * 駒 かとよ、 しかと こそ 見め、 秋の 野なら ば、 


終の 一首 は 俳諧 歌で ある。 

卷の 最後に ある 神社 歌 は、 二三 首の 變體が あるの みで、 凡て やすらかな 短歌で ある。 ここに 石 

淸 水の 二 首 を舉げ る。 

山鳩 は、 いづく かと ぐら、 石淸 水、 や はたの 宫の、 若松の 枝、 

石淸 水、 ふかき 誓の、 流に は、 いくせ の 人 か、 わたされ ぬらむ、 

今回 吾人が 紹介す る を 得た の は 單に卷 二の 零 本に とどまる ので あるが、 猶 その 從來 僅に 斷片の 

み專 はって 居た 法文 歌 や、 神 歌が どんな ものである かとい ふこと は、 以上 を 以て 盡し 得た と 思 ふ。 

要するに 本書が、 神樂 催馬樂 (殊に 催 馬樂) 及び 和讚の 系統 を 受けて ノ その 謠物 として ー唇發 達し 

たもの を 多く 含んで ゐる こと は、 之 を斷定 して 憚らない ので ある。 

三 

由来、 歌と 謠 物と は 相 並んで、 我が 國の 韻文の ニ大 系統 をな して 居る。 其の 淵源 は 勿論 一 つに 

出で たので、 記紀 時代に は、 歌と 謠 物と は 隔たりが 無かった が、 稍 時代 を經 過して 後、 此の 二つ 

の 流が 全く 相 別れる に 至った。 其の 著しい 現象と なった の は、 奈良朝 頃で ある。 卽ち 多くの 專門 
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歌人 や、 敎養 ある 人々 によって 作られた 歌の 集た る 萬 葉 集の 中には、 他に、 少數 ながら 純然たる 

謠 物と、 謠 物の 性質 を帶 びた 東歌 等が あって、 別種 の^を 呈 して ゐる こと は、 この 事實を 明らか 

に 語って 居る ので ある。 この 謠 物の 系統 をう けて、 先 づ神樂 催 £1 樂 風俗 等が 生じ、 それに 傍系の 

和讚が 加 はって、 更に 今樣歌 法文 歌 を はじめ 雜藝が 行 はれ、 その後 宴 曲 や 小唄が 生じ、 もろ. （- 

の 歌曲 俚謠 となって 現代に いたった ので ある。 

然るに、 謠 物の 歴史 を 調べて 見る と、 神樂 催馬樂 以後 >  宴 曲 小唄に 至る 間の 謠物 史上 * 雜藝が 

盛んに 行 はれて、 雜藝 時代と 稱し 得る 時代の あった 事 は、 諸 書に よって 證據だ てられる が、 その 

當 時の 作物の 傳 はって 居る ものが 極めて 少ぃ事 は 遺憾の 至であった。 然るに この 梁 塵秘抄 は、 そ 

の缺 陷を充 たす 貴重な 作物の 一部 を 含んで ゐ るので ある。 卽 ち從來 十分 見る 事 を 得なかった 平安 

朝 中葉 以後から 末期へ かけての 謠 物の 一 部 は、 實に 此の 書に よって 始めて 伺 ひ 知られた ので ある。 

しかして 吾人が 上段に 述べた ごとく、 本書に 含む ところの 謠 物のう ち、 催 馬樂の 系統 をう けた 

ものが- その 思想に 於いても、 また 修辭に 於いても、 神樂 催馬樂 より は複雜 になり、 その 文學的 

價 値に 於いても 勝って ゐる こと は 明らかで ある。 殊に 法文 歌の 中には、 佛敎的 思想 を謠 つて、 よ 

く 詩 化して あって、 歌謠 として 見て 面白い ものが ある。 由來 我が 國の 和歌 は、 宗敎 思想に 乏しい 


とい ふ 事 を、 その 一 特質、 もしくは 缺點 として ゐた。 此の 書のう ちに 含まれた 幾 篇の作 は， 此の 

意味から 考 へても、 特に 注意す るに 價 する。 

四 

今度 出版した 此の 書の 原 寫本は * 前に も 一言した ごとく 新しい 寫本 であるから、 その 原本が 必 

す 他に なければ ならぬ。 かつ 處々 に 他 本と 校合した 異同が 小字で 記し 添へ て ある。 之に よって 見 

れば、 他に も 類本が 無ければ ならぬ。 何處 かに 埋もれて 居 はせ ぬかと、 各 文庫 を 始め 諸家に 乞う 

て、 種々 苦心して 捜索した が、 遺憾ながら 發見 する を 得なかった。 然るに 山 田 以文の 文化 四 年 六 

月に 校合した 梁 塵 秘鈔ロ 傳集卷 十 を 見る を 得た に、 その 表紙に、 大秘不 許 外見と あって、 中に、 

以文 嘗於 五辻 三位 入道 殿亭見 梁塵秘 鈔ロ傳 集、 皆卷子 本而凡 二十 卷， 其 書 鉢 凡縑倉 時代、 而 古雅 

可 貴、 皆不記 年月 書寫人 姓名、 叉 有 絲管抄 全部 云、 而此書 未見 之 可惜 矣、 と あるの を發 見した。 

此の 卷 二の 一 卷を 以てさへ 珍と すべき 本書の ことで あるから * 更に その 全部 二十 卷を 見る ことが 

出來 たなら ば、 まことに 國文學 史上に 一大事 實 を寄與 する に 足りる と 思って、 犬に 喜んで、 五辻 

家 を訪ひ 捜索 を 乞うた。 子爵 も 自分の 志を諒 として 熱心に 捜された が、 遺憾に も 見出され なかつ 

た。 併し 已に斯 かる 手 掛は之 を 得た ことで あるから、 又 何時か は發 見し 得る 時が あらう と、 朗し 
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かつ 望んで 居る。 幸 ひに 其の 時に 際したら ば、 改めて 世に 紹介した いと 思 ひっつ 此の 筆を擱 く- 

(明治 四十 五 年 七月 稿。 昭和 七 年 一 月 補訂) 
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本文 LL は 百 十四 首 

ぁリ 


本文に は 五十 一 首 

ぁリ 

四 句 神 哥，^ 雜 法文 

の 次に 續け たれ ご 

今 行，^ 改む但 本文 

LL は 二百 四 首 ぁリ 


句神哥 百 十八 首 


此 一 行 本文の 中に 

あるに よ リズ 補 ふ 

但實 SSs 百 廿ニ首 も 


法文 歌 二百 廿首四 

句 神 歌 二百 四 首 二 

句祌 411 百廿ニ 首の 

うち 一 一首の 重出 VJ- 

省けば 總數五 百 四 

十四 首な リ 


佛哥廿 四 首 

〇 釋迦 の正覺 成る こ，、」 は。 此 度 初め，/ J 思 ひし に。 五 百 塵 

めな た  ほ W け 

點刼 より も。 彼 方に 佛ビ 見え 給 ふ。 

ほとけ  さ た ゎラ じ み ろく 

〇 釋迦牟 尼 佛は薩 唾 王子。 彌勒 文殊 は 十 

は 最初の 王。 摩 耶は 昔の 夫人な 

み のり  うち 

〇 釋迦 の 御 法の 中 に 

みち な 

無 ，ヒ いふ 人 は。 花 の 園に て 道 成り 

ほビけ  さま ぐ  まこ VJ 

〇 佛は樣 々にい ませ V- も。 眞 は 一 佛 

彌 陀も釋 迦彌勒 も。 さ ながら 大日 

ほさけ  うつ • 

〇 佛 は 常にい ませ ど も。 現 ならぬ ぞ 


こ じ やう ほん 

の 子。 淨 飯 王 


たも  ひ W たび 

して。 五戒 三歸を 持た しめ。 一度 南 


ぬ。 

な り 

,、J  一  J 

あ は 


ぐ」 

れ 


や。 藥師 


力 

な る。 人 の， 


も 


「佛 歌廿四 首」 W も 

る 前 >_!• 「法文 二 

百廿首 」 -W もり， し 

を脫. し 4,1 ろか 或は 

省 さ 4,1 るか 


點 C 高) (常〕 原 「榑」 

！-麈 秘抄卷 一 の ^ 

簡には 「佛 にな リ 

給 ふ」 W あり 

「十」 に 「一」 の 誤 か 

金 光明 經捨萄 BgLL 

よれば 薩唾は 第三 

子、 兩 兄が 今日の 

彌勒 文殊；^ り 

「淨飯 王 は」 原 「淨 

飯 王 HL- 


, か や」 原 「にや レー 


お M 


せぬ 曉 に。 ほ のかに 夢に 見え 給 ふ。 

ほ  >- け  ， 二  ち- 7 てん ぢく  く 

〇 佛 は何處 よりか 出で 給 ふ。 中 天竺より ぞ 出で 給 ふ。 矩 

さ.； \ ら ふ ら じ やう わう さじ や- f きり た らく た  じ^ ふ せん 

奢揭 羅補羅 城王舍 城。 拮栗陀 羅矩咜 に 鷲 峰 山。 

〇 彌陀の 御顔 は 秋の 月。 靑 蓮の 眼 は 夏の 池。 四 十の はく 

き は 冬の 雪。 三十 二相 春の 花。 

あみだ ほとけ  ひと たびみ な 

〇 阿 彌陀佛 の 誓 願 ぞ。 返 す ぐ も賴 もしき。 一 度 御名 を 

V- な  》4 マーナ 

稱 ふれ ば。 佛 になる，、」 ぞ 說ぃ給 ふ。 

み f  ちか ひ  ひまた Is み な 

〇 彌陀の 誓 ぞ賴 もし き。 十 惡 五 逆の 人 なれ 、、 ，ヒ。 一度 御名 

を稱 ふれば。 來迎 引接 疑 はず。 

〇 藥師の 十二の 大願 は。 衆病悉 除ぞ賴 もしき。 一 經其耳 

はさて 置き つ。 皆 令滿足 すぐれたり。 


「^に.」 の 上 LL 朱 LL 

て つ 早」 まわり 

「いでた ま ふ」 原 

「いでて たま ふ」 

「く さ. <y ら ふ ら"， し 

やう」 (山) (常) 原 

- . 、さよ リ？^ ら. M  - 

「i^ り たらく.；. i J し 

ゆ ぶ ぱ ん」 (山) 

(常) 原 「さ リ から 

、ぶ JL1 は ゆふ^ 

ん」 

誦 クヽ， .VJ.I  U 「@c 

き歟 「は. しき」 

よ. i る 「齒 敷」 か 

「齒 白き」 か (田) 


「悉」 原 「患」 

、、の 歌 古今 著 聞 集 

に出づ 


人 

の 

末 

〇 普 

〇 文 

如 


法轉じ 

よろ づ 

は。 萬 の 

師 li 王 

舟 を 重 

の淨 

の 世に- 

賢薩埵 

ありけ 

殊はそ 

來諸法 


て 

え 

も 


は。 藥 師の 誓ぞ賴 もしき。 一 度 御名 を 聞 


名 づけた り。 十 一 一 

に て。 像 ^轉 ずる 


を 無 し ，、」 ぞ い ふ。 

淨土を ば。 瑶 璃の淨 土 ぐ」 

得て。 我等 衆生 を 渡い 給 

いさざよ 

は 潔 し。 月 の 光 はさ やか 

く 照らせば 底 もな し。 

よ る r> る  ちぎり 

朝日な り。 釋 迦は夜 晝身を 照ら し。 昔 の 契 

ば。 達 多 は佛に 成りに けり。 

/\ 何 人 ぞ。 三 世の 佛の 母，、」 いま す。 十 方 


の 師。 皆 これ 文殊の 力な 


.  ね いかだ ュ だ らく かい 

音 大悲は 舟 筏。 補 陀落 海に ぞ浮 ベ. 


た る。 善根 も ，二 む 

三 


像 法の 默ロ傳 集 に 

入れり 但 「よる づ 

の 病 v5-」 の 「な」 無 

こ 

「病V?^Jの「V^Jは衍 

か 或は 「やま ひも」 

力 

「きく 人 は」 の 傍に 

小字 にて 「w な ふ 

れば」 どもり 

「淨 土」 原 「上 w」 

「得て」 は 「來 て」 か 

(野) 


「諸 法の 師」 は 一 初 

發心 しか (常) I 


る 人し あら ば。 乘 せ 

〇 觀音光 を 和らげて 

や 

うつる 人。 $«| ら じ ，/J 

願 よ 


よろ づ  ほ V- け 

〇 萬の 佛の 


hy も 


木 も 忽ち に。 花 き 

〇 每日恒 沙の定 に 入 

を搔き 分け て。 地 蔵 

なん てん ぢく  てつ た ふ 

〇 南 天竺の 鐵塔 を。 龍 

如何にして。 末の世 

〇 龍樹 菩薩 は あはれ 

ひ みつ け. 3  こん がう さ た 

秘密 敎を。 金剛 薩埵 


て 渡さむ 極樂 へ。 

むつ  ふた 

"六の 道をぞ 塞げた る。 三 界刼數 わ 

思 へ る 意に て。 

^千 手の 誓 ぞ賴 もし き。 枯 れ たる 草 

實 なる，、. * 說ぃ 

S ほ， V 

り。 三 途の扉 を 

の，、」 こそ 訪ふ 

樹ゃ大 士の開 

まで ぞ弘め ま 

な hs 。南 天竺の 鐵塔 を。 扉 を 開きて 

に 受け 給 ふ。 


し 

給 ふ „ 

押し 

給 C 

1 や. J 

力 す 

し。 

た ふ 


み T  くわ 

開き。 猛.^ 


ほのほ 

の 炎 


♦* こと  み のり 

ば。 眞 の 御 法 を 


こ は t 


「 わう つる」 「わ.；， 1 

る」 欺 (山〕 「堕つ 

る」 LL て 六道に 堕 

つる 義か (高) 「わ 

くろ」 か (田し 

古今 Sic 聞 集 源平 盛 

衰記 體源抄 等-」 出 

づ著 聞-いは 「れが 

ひより」 盛； Si 記 -J- 

は 「水草」 「みなる 

W こそ 聞け」 體源 

抄 に に 「說 きれれ 

ば -vi ぁリ 

「恒 沙」 原 「劫 沙」 

「地蔵り ミ」 は _ 地 

獄の 門」 の 誤なら 

む (山」 「地蔵. i 睡」 

か (野、 「地蔵 かど」 

か (田〕 

「や」 に 助 SS 

「ぞ」 は 「も」 執 原本 

「L ；.」 VJiJ よまる 

「龍 樹」 の橫 LL 「南 

天せ 一 上」  > "あり 

「鐵」 原 「鏵」 


いつ  し み  まなこ あ ひだ 

〇 眉の 間の 白毫 は。 五 つの 須彌 をぞ あつめた る。 眼 の 間 


かい 


は fl" 


の靑蓮 は。 四 大海 をぞ湛 へ たる。 

ぁ尸ビ  さう  おも  す み  i メ  - 

〇 眉の 間の 白毫 の。 一 つの 相 を 想 ふつべ し。 須 彌の量 を 

尋 ぬれ ば。 縱 廣八万 由 旬な り。 

〇 眞 言 敎 のめで たさ は。 ほ うさう くで む隔な し。 君 を も 

民 を も 押しな ベ て。 大 日 如來， /J 說ぃ給 ふ。 


花 嚴經ー 首 


も の 


ほふ かい ゆい 


〇 花 嚴經は 春の 花。 七 所 八 會の苑 ご ，と に。 法 界唯 < 

く。 三 草 二 木 法ぞ說 く。 


色 深 


つ. しみ」 原 「- しな」 

§ 「、しゅみ」 か 

(田 〕 


「眞言 敎の」 を 原書 

Li 前の 歌に 續 けれ 

れ V> 別 首なる も 

ズ 別行 "！！. 改む 

_ ほう さう くてん I 

は 「法 蔵 ロ傳」 か 

「蓬 窓宫 殿」 か (常) 

「法相 ロ傳」 か (高) 


五 


阿 含 經ニ首 


ろく や をん 


〇 阿 含經の 鹿の 聲。 鹿 野 苑にぞ 聞 ゆなる。 諦緣乘 の 萩の 

葉に。 へ ん しん 無 漏の 露ぞ 置く。 

あ ひだ  つ W  P7 や  く りん 

〇 一 夏の 間 を 勤めつ 、。晝 夜に 信心 怠ら ず。 狗 倫 比丘 を 

さ，， そ  たいり  みちな 

ぞ 最 初 に は。 諦 理を 悟りて 道 成りし。 

方 等 經ニ首 

し けう  たんが ほふ 

〇 大集方 等 は 秋の 山。 四敎の 紅葉 はいろ く に。 彈訶法 

き は 濃く 薄 く。 隨 頹 ご 、ヒ にぞ 染めて け る。 

〇 須 彌の峯 をば 誰か 見し。 法 門 聖教に 說くぞ か し。 阿修 


「に ぞ」 (常〕 (山) 股 

「、 ；そ」 「ミ ぞ」 か 

(田) 「乘」 原 「上」 

「へん. しん」 は 「蠻 

身」 か (常) 「遍 眞」 

か (野) 

「信心」 は njaj 心」 か 

(常〕 「.d ぞ」 の 「AJ 

の 傍に 原本 小字 に 

て 「無 之」 W ゎリ 

「*^ ぞ」 の 「を」 なき 

方よ .|\ 常) 


,彈 街の 法會」 か 


「法 門」 (高、 常) 原 

「法文」 

「聖」 原 「正」 

「修 「縱」 


羅王 をば 見た るか は。 智 者の 語る を 聞く ぞか 


し • 


般若 經四首 

〇 般若 十六 善 神 は。 十 六會を こそ 守るな れ。 固 より 無 漏 

の 法 門 は。 中 道に こそ 通 ふなれ。 

〇 大品 般若 は 春の 水。 罪障 氷の 解け 

浪 立ち て。 眞 如の 岸に ぞ寄 せかく 

〇 般若 畢竟 空の 理は。 かくの ご ビ く 

十餘 年に。 一 乘 妙法 說ぃ給 ふ。 

み のり  ひんが し 

〇 般若の 御 法を尋 ぬ，、」 て。 常 在 東 へ 

ひっき や う < 

到りて ぞ。 畢 竟空 をば 悟りて し。 


ぬ れ ば。 萬 法 空 寂の 

る。 

ぞ思 ふべ き。 正 法 四 

尋 ね 行き。 妙 香 城に 


「般若 經 四 首」 目錄 

,uu_ 三 首」 i ぁリ 

「善」 原 「禪」 

「門」 原 「文」 


- 力く s-  >  >  -W くぞ - 

は 「覺 悟の 德ぞ」 か 

(常) 


「在」 の傍に 「啼」 W 

ぁリ 「常 啼」 か I 田) 

「城 k 「上」 


七 


八 


無量 義經 一 首 


つ は 


〇 無量 義經 に荅む 花。 靈 鷲の 峰に ぞ 開けた る。 三 十二 相 

は 木の 實に て。 四 十二に こそな りに けれ。 

普賢 經 一 首 

よる  、 

〇 積れ る 罪 は 夜の 霜。 慈 悲の 光に た、、」 へず ば。 行 者の、.^ 

を しづめ つ 、。實 相 眞如を 思 ふべ し。 


「む」 原 「ん」 


K ぐ へす」 か (田) 


法 華 經廿入 品謌百 十五 首 

序 品 五 首 第一 卷 


そ， J-  ち  ほ 2け  み ろく 

〇 空より 花 降り 地 は 動 き。 佛 の 光 は 世 を 照ら し。 彌 勒 文 

殊は問 ひ 答へ。 法 花を說 く，、， -ぞ豫 ねて 知る。 

み やま  のり  まん V ら i ん -h  は- 3 ふ  せん だん ； 5- ん 

〇 鷲の 御山の 法の 日 は。 曼陀羅 曼珠の 華 降りて。 栴檀沈 

すい み  V  くさ 

水 滿ち匂 ひ。 六 種に 大地 ぞ 動きけ る。 

はじめ  な^^ ほん ャ い 

〇 法 花經弘 めし 初に は。 無数の 衆生 其の 中に。 本瑞 所々 

まん t 

に 雲 晴れ て。 曼陀羅 曼珠 の花ぞ 降る， 

と  は厂め  ひかり  はな 

〇 釋迦の 法 華 經說く 初。 白 毫光は 月の 如。 曼陀曼 珠の華 

降 り て。 大 地 も 六 種に 動きけ り。 

〇 彌勒 菩薩 は あはれ な り。 天 人 大會の 前にし て。 昔 の 佛 

の有樣 を。 文殊に 問 ひつ 、說ぃ 給 ふ， 


方便 品 九 首 


うへ 


ほぐ J け 


〇 平等 大會の 地の 上 に。 童 子の 戯れ 遊び を も 

種 ,ニ し て。 菩提 大衆 ぞ生 ひに ける。 

〇 釋迦の 御 法 は 多 か れビ。 十界十 如ぞす 

や 金の 姿に は。 我 等 は 劣らぬ 身なりけ 

さん ぎ  ゆ ひ しん さミ 

〇 十 界十如 は 法 算木。 法界 唯心覺 りなば 

ほぐ J け 

く 人 の。 佛 に 成らぬ は 一人 無し。 

み のり  しなぐ  り 

〇 釋迦の 御 法 は 品々 に。 一 實眞 如の 理を ぞ說 く。 經 に は 

もん ほう  さん  はちす 

聞 法歡喜 讃。 聞 く 人 蓮の 身，/」 ぞ なる。 

〇 我等が 宿世の めでた さ は。 釋迦牟 尼佛の 正 法に。 此の 


れ た る。 紫 磨 


文 一 谒を聞 


「會」 原 「惠」 (小〕 

「衆」 は 「樹」 の 誤な 

らむ 


「紫 磨 や」 の 「や」 は 

「紫 磨 黄金 の 姿 LL 

「法 算木」 (山 、常) 

原 「法 華き」 

「文」 原 「門」 


綾世 繼 かり. かねの 

卷 に 「釋迦 の 御 法 

は 口  § 々 に」 W いふ 

同 ご 歌 を 一 夜 LL 百 

返リ數 へて 云々 ミ 

わり 


むま   

世に 生れて 人、、」 なり。 一 乘 妙法 聞く ぞ かし。 


；: う S 


〇 法 華 は 何れも 尊き に。 此 の 品 聞く こそ あはれ な れ。 尊 

る ，ヒ ぞ說ぃ 給 ふ。 

ほ W け 

しける も。 佛 に 成る ぐ J 


でう t  たはぶ  あそび  ほ さけ 

け れ。 童 子の 戯れ 遊 ま で。 佛 に 成 


いにしへ- 


〇 古童 子の 戯れ に。 砂 子 を 塔、 A- 爲 

たも  えん むす 

說く經 を。 皆 人 持ちて 緣結 ベ。 

ほ */J け 

〇 法 華 は 佛の眞 如な り。 萬 法 無二 

ほとけ 

聞く 人 の。 佛 に 成らぬ は 無 かり 

や まき  なか 

〇 法 華 經八卷 が 其の 中に。 方便 品 

法 者。 无 一 不成 佛，、 」 說 いたれば。 


の 旨 を 述べ。 一 乘 妙法 


；そ賴 まる れ。 若 有 聞 


,說 い」 原 「說 ひ」 


品 六 首 第二 卷 


な れ ば。 長 者 は 

る。 

？ ほが 

、。門の 外にし 


〇 四 大聲聞 こしら へ て。 三 界 火宅 を 敎へ出 だ し。 白 牛 の 

車 を 差し 寄せ て。 直 至 道場 定ま り ぬ。 

おさな  みつ 

〇 幼き 子供 は い ，とけな し。 三 の 車 を 乞 ふ 

我が 子の 愛し さ に。 白 牛の 車ぞ與 ふな 

おさな  お こづ  みつ 

〇 幼き 子供 を 誘る ，/」。 三 の 車 を かまへ つ 

出で ぬれば。 一 つ 車に 乘り給 ふ。 

，ほか  ぐる ま  の 

〇 門の 外なる 三 つ 車。 二 つ は乘ら む，、」 思 ほ え ず。 大 白 牛 

車に 手 を 掛け て。 直 至 道 を訪ひ 行かむ。 

こん  まづ さと  ふ たり  もら  かげ 

〇 上 根舍利 弗先覺 り。 菩 提樹果 二人 出で 、。空 を 陰に 隱 

は さう ほ 2 け 

れつ 、。八 相佛に 成り 給 ふ。 

ヾノ  ケ, 0 まひつ じし . 

〇 長者の 門なる 三つ 車。 羊 鹿の は 目 もた 、 ず。 牛 の 車に 


(常) 


- ふなれば」 は 

う.^ れ— P 激， 


「乗らむ」 (山) 原 

「のこん」 

「道^」 は 「道場」 か 

(野〕 (田) 

「樹 果」 (髙) 原 「樹 

杲」 


「か V- なる」 原 「い 

や」 なろ」 「た  >  す」 

は 「立てす」 執 


心 掛 け。 三 界 火宅 を疾く 出で む。 

信 解 品 二 首 


〇 長者 

き 姿 

〇 窮子 

さ， V 

誘 は 


は 我が 子の 愛し さ 

に 成りて こそ ^  く 

の譬ぞ あはれ なる" 

れ て。 草 の 庵に 留ま 


〇 釋迦 

二 木 


やう らく ころも n  あや 

に。 變 珞衣 を脫ぎ 捨て 、。異 し 

近づき 給 ひし か。 

威 を 離れて 五十 年。 萬 の國に 

れ ば。 


藥草喩 品 四 首 第三 卷 


の 御 法 は 唯一 つ。 

じな ぐ 

は 品々 に。 花. s< き 


味の 雨に ぞ 似たり け る。 三 草 

なる ぞ あはれ なる。 

1 三 


〇 大空 かき 曇 り 

ひろ  ほ S け  な 

ゑ 擴 げ。 佛 に 成 

〇 法華經 聞く こ 

等 大惪摩 尼 公 

〇 我等 は 薄地の 

ラ るお 

潤 ひ 


の 雨 


て 


。一味の 

ら むて 

そ あは 

すゑ  えだ 

。末の 枝 

凡夫な り。 善 

ほごけ 

。な ビ か佛に 


雨 を 

ふ & 

れ な 

、ヽ J ぞ 


降らさば や。 妙法 蓮華 を植 

ぐ」 らん。 

れ。 佛も 我等 も 同じ く て。 平 

說ぃ給 ふ。 

根つ，、」 むる 道 知らず。 一味 

成ら ざらん 


授記品 四 首 


〇 大目 蓮華 は 

して 最後の 


あはれ な り。 多 

身な せ ば。 淨 十 

〇 釋迦の 御 弟子 は 多 かれ ビ„ 


ほ S け 


參 

© は 

上 


の 蓮に ぞ 

勝れ て授記 


り 合 ひ て。 供 養 

るべき 

に 預かる は。： 


「な らむ」 の 傍 LL 

「ならう」 ミ あり 

「て ふ」 原 「てう」 

「や，！ らん」 はつ させ 

ス」 力 吊) 

「大 惠」 は 「大 #」 か 

(小 ：} 「公」 は 「うり」 

卽ち 優利 又は 「i: 

う」 is ち寶か (田) 

或は 「麼 尼の 玉」 か 

「lis 地」 (山) 原 「白 

地」 「凡夫」 原 「梵 

夫」 


「蓮華」 は 「蓮 等」 

(山」 「，して」 原 「- L 

ん」 「最 後 の 

(山 )1^ 「さい そ の 

こん II 


葉；； 須 菩提 や 迦旃延 。目 蓮よ. 

〇 四大聲 聞い かば か り。 喜 び 

後世の 佛ぞ ，/」。 確 に 聞きつ 


こ れ 

身 よ 

る 今 

〇. 四 大聲聞 次々 に。 數 多の 佛に逢 


はちす  の は 

へ て ぞ。 淨 土の 蓮に 上るべき- 


汜城喩 口 ^三 首 

〇 一 乘 妙法 說く 聞けば。 五 濁 我等 

ほ、 /1 け 

しく 說 きのべ て。 佛 の 道に ぞ入 

やす 

〇 我等が 疲れし 所に て。 安ん る 心 

な？ > 

に 近く  VJ も。 道 P. に てぞ歸 らま 


ら 

曰 

ひ 


も 

し 


は 後世の 佛 なり。 

も餘 るら む。 我 等 は 

な れ ば。 

ャぃ さう そな 

く て。 八十 隨相備 


捨てず して。 結緣久 

給 ふ。 

無 かりせ ば。 寶 の 所 


「か"^-ん」原「こ^- 

ん」 

ロ傳$11^」もり 「後 

世」 vi- 「來 世」 


「隨 相」 は 「種 好」 か 

ハ野 レ  .— 


「五 濁」 ぬ 「五 渴」 

「五 濁の」 の 「の」 な 

脫せ るか 


—安ん る」 は 「安む 


五 


六 


むま 


〇 大通智 勝の 王子 、ご も。 各 々淨 土に 生 るれ 、ご。 第 十六の 

釋迦の みぞ。、 tK 婆に 佛に 成り 給 ふ。 


〇 最 初 

〇 一 乘 


〇 釋迦 

つ ， 

〇 親し 


五 百 弟子 品 四 首 第四卷 


の 時に は 富樓那 比丘- 

聲聞 形な り。 さ れ ビ も 

たま  二ろ も 

實相珠 清し。 衣の 裏に 

ぬ る。 昔 の 親の 嬉し さ 

は 第 十六 王 子。 塵 點 刼 

み。 磨 けば 佛に 成り 給 

き 友の 家に 行 き。 酒 に 


ほか 


-ょ そに は 菩薩 身を隱 し。 外 

皆 これ 佛な 

ぞ繋 


ゑ ひ  のち 

て け る。 醉 の 後に ぞ 


數の 彼方より。 衣の 裏に 珠 

ふ。 

ふ  二ろ も 

醉 ひ^し 臥せる ほ V. 。衣 の 


「よそ」 は 「うち -か 

(常) 


「に」 は 「よ」 又は 

「を」 か 

「點」 (高〕 原 「縛」 


に 繫く珠 を。 知 らぬ人 こそ あはれ なれ- 


人 記 品 四 首 


〇 釋迦の 御 弟子 は 多 かれ 、ご 。佛 の 

そん ざ 

きこ，、」 は 誰より も。 阿 難 尊者 ぞ 

あん なん そん ざ 

〇 阿難 尊者 は あはれ な り。 慈 悲 の 

を 身に 着つ 、。諸 法 空 を 御座，、」 

しめき 

〇 阿難 尊 者。 如 來の 親しき 弟子な 

住して 年久 し。 大 願 深き により 

ほ wt;-  たと ひ 

〇 二 千聲聞 の。 佛 を讃 むる 譬に は。 


從弟は 疎から ず。 親 し 

おはしけ る。 

むろ  すみ か  にん にく ころも 

室 を住處 に て。 忍 辱 衣 

し て。 人に 敎 へて 知ら 


？ 'びら 

。谏 から ず。 继 毘羅に 


てな り 

晝は 甘露の 注ぐ を 見。 

1 七 > 


「. しら. しめき」 (常) 

原 「， しち. 0 めよ I 


「尊者」 の 次-」 「は」 

脫ぜ るなら む 或は 

「阿難 尊者 は う ビ 

からす 如來の 親. し 

き 弟子な リ」 か 

(常し 

「かひら」 原 「かひ 

ち」 


1 八 


夜は燈 火照る が 如。 


法師 品 七 首 


じゃく まく おし 


〇 寂寞 音せ ぬ 山寺に。 法華經 誦し て惽 居たり。 普賢 頭 を 

撫で 給 ひ。 釋 迦は 常に 身 を 護る。 

ころら  き  かい .w^ う  や. フ らく 

〇 忍 辱 衣 を 身に 着れ ば。 戒 香凉 しく 身に 匂 ひ。 弘 誓 瓔 珞 

懸け つれ ば。 五 智 の光ぞ 輝け る。 

み むろ  にん にく ころも  か 

〇 慈悲の 御室に 住みな が ら。 忍 辱 衣 を 身に 懸け て。 忍 辱 

ころも  むろ  み 

衣 は 色 深 く。 慈 悲の 室に は 風 吹か ず。 諸 法 空 を 御 座 ，二 

をし へた も 

して 人に は敎 持た しむ。 

ろく ぢ 

〇 ニ乘 高原 陸地に は。 佛注蓮 花 も S< か ざり き。 泥水 堀り 


「弘誓の 奥络」 か 


祭 花 物語 玉の 鏖の 

卷の 4? ぉリ 


「二乗」 は 「二乗の」 

か 「陸地」 原 「六 地」 

(常) 


ゆち 

得て 後より ぞ。 妙法 蓮華 は 開けた る- 


はな かうた てミゥ 


〇 靜 かに 昔せ ぬ 道場 に。 佛 に 花香 奉 り。 心 を しづめ て暫 

く も。 讀 めば ぞ佛は 見え 給 ふ。 

や まき  あ ひだ 

〇 法 華 經八卷 は 一 部な り。 廿八 品い づれを も。 須臾の 間 

も 聞く 人 の。 佛 に 成らぬ は. 1^ かりけ り。 

〇 法 華 は 諸 法に 勝れた り。 人 の 音せ ぬ 所に て。 讀誦 つも 

れ ばお のづか ら。 普 賢 薩埵は 見え 給 ふ。 

寶 塔 品 五 首 

お ほ ぞら  ほ- 7 た ふ ふ 仁り  ひミ 

〇 靈山 界會の 大空に 寶塔扉 を 押し 聞き。 二人の 佛を 一 

度に。 喜び 拜み 奉る。 

1 九 


二 〇 


〇 寳塔 出で し 時。 遙 に 瑠璃の 地，、」 成して。 瑪墻の 扉 を 押 

し 開 き。 分 身佛ぞ 集まりし。 

ほ...' た ふい  すみ  てら ゐ  ，す  IJ  n 

〇 寶塔 出で し 時。 須 彌も 鐵圍も 投げ捨て 、。遙 に 瑠璃の 

ほとけ あつ 

地 v> 成し て。 分 身佛ぞ 集まれる。 

あつ  ほ. フ た ふ =ほ そ  • . 

〇 十 方佛神 集まり て。 寶 塔 扉 を 押し 開 き。 如 來滅 後の 末 

の 世に。 法 華 を說き 置き 給 ひし ぞ。 

たも  ぢ 5t ひづだ  Ms 

〇 法 花經暫 しも 持つ 人。 十 方諸佛 喜びて。 持戒 頭 陀に異 

な ら ず。 佛 に. 1^ る事疾 し，、 J かや。 


「てち ゐ」 原 「てち 


「佛 神」 に 「 分身」 か 

戚は i」 か § 


提婆品 十 首 


, 第五 «」 脫か 


そむ 


〇 釋迦の 御 法 を 受けず し て。 背 く，、」 人に は 見せし か V 


千歲の つ め を 今日 聞け ば。 達 多 は 佛の師 なりけ る。 

〇 達 多 五 逆の 惡人 ぐ」。 名 に は 負へ / も眞に は。 釋 迦の法 一 

華經習 ひけ る。 阿 私 仙 入 これ ぞ かし。  ： 「仙」 原 「仏」 

〇 永 をた、 きて 水 掬び。 霜を拂 ひて 薪 木、、』 り ギ歲の 春  一 

あき  そ  鈔にも 「- W り」 W も 

秋 を 過ぐ して ぞ。 一 乘 妙法 聞き 初めし。  り 

さがら わ. フ  むす C-  -ui  や とせ 

〇 裟竭羅 王の 女 だに。 生れて 八 歳、、」 いひし 時。 一 乘 妙法 一 

そ  ほ さけ 

聞き 初め て。 佛 の 道に は 近づきし。 

〇 達 多 は 佛の仇 なれ 、ご. -佛 は それ を も 知らず し て。 慈 悲 一 

まなこ  のり  i 

の 眼 を 開きつ. -。 法の 道に ぞ 入れ 給 ふ。 

あ し  ほら  うち ち 2 せ  あき  ： 

〇 阿 私 仙の 洞の 中。 千 歲の 春秋 仕へ て ぞ。 逢 ふこ，、」 聞く 一 

こ V- 持つ こ ，/J  。難 き 法 をば 我 は 聞く。 

二 1 


〇 女人 五つの 障 あり。 無垢の 淨 土は辣 けれ ざ。 蓮 花 

に 開 くれ ば。 龍 女 も佛に 成りに けり。 

〇 お ほよ す 女人 一 度 も。 この 品 誦する 聲 聞け ば。 蓮 

るち うやま で。 女 人 永く 離れな む。 

〇 昔の 仙 こそ あはれ な れ。 法 華を弘 めず なりに せ 

を も 我が身 も 今まで に。 聲 だ に 聞かず 成りな ま 

、ちす  き.；， 

〇 常の 心の 蓮に は。 三 身佛 性お はし ま す。！ つき 稜 

ほと 于 

な れ ビ も。 佛 に 成る，/ J ぞ說ぃ 給 ふ。 

勸持品 一 一首 


ニニ 

に 上 

し。 

き 身 


「淨 土」 K 「う へ ミ」 

W わり r 淨土」 を 

「上、、 J」i 作-し 更 -J- 

-、 フ へ V-  |W よみ-し 

なリ 

「お ほよ す 」 は 「お 

ほよ そ」 の 鼓 か 

「ちう や 』ば 「中 有」 

欺 (高) 「中 夜」 なる 

ベ -し 


, 誼い jsTW ひ」 一 


だ，.， 


〇 我が身 は ゆめに おぐ」 らね ご。 無 上^ をぞ 惜しむ ベ き。 55s§^s 讀 ?ほ§ 


い た *J ひ  ふ ぞく あやま 

命 は譬の 如くな り。 如 來付囑 は 過た じ。 

おこな  にん にく よろ ひ  9 

o 法 華 を 行 ふ 人 は 皆。 忍 辱 鎧 を 身に 着つ 、 

はちす . つ へ 

せ ず て。 蓮 の 上に のぼるべし。 


の 命 を 愛 


なれば 「我 A« は 命 

は れ. W 」 ， 

もミ のま i-J- 

V- よかる ベ-し 


安樂 行 品 三 首 


h  >  4- うか しら  ひか 

© 輸 王 頭に 光 あり" 久しく 隠して 人知ら ず。 法 花經 一度 

がう ベ  たま 

も 聞く 人 は。 頭 の 珠をぞ 手に 得た る。 

ぐ そく  力 9. 

〇 法 華經讀 誦する 人 は。 天 諸 童子 具足せ b  。遊 び 行く に 

yen.  わう 

恐 な し。 獅 子 や 王の 如くな り。 

Q 妙法つ、 ヒ むる しるしに は。 昔 まだ 見ぬ 夢ぞ見 る。 そ れ 

さう じ  C ぶり さ  かく  f>  もて あそ 

より 生死の 眠覺 め。 覺 後の 月 をぞ翫 ぶ。 


翰 王 (山) (常) 原 

「わう わう」 


「天お」 は 「雜 天」 か 

「や」 は助辭 


«~«i」 (山) 


涌 出品 二 首 

み のり  さ i  A\  ち 

〇 釋迦の 御 法の その かみ は。 樣 々見知らぬ 人ぞぁ る。 地 

より 涌きつ る 菩薩 達。 皆 これ 金の 色な りき。 

〇 法華經 此度弘 めむ 佛 に 申せ ビ 許され ずき より 出 

でた る 菩薩 達。 其 の數六 萬恒沙 なり。 

壽量品 三 首 第六卷 

〇 法 華 經八卷 は 一部な り， 廿八品 其の 中に。 あの 讀 まれ 

給ふ說 かれ 給 ふ。 壽 量 品ば か り。 あ はれに 尊き もの は 

無し。 


〇 佛は香 山淨土 に て。 淨 土も變 へず 身 も か へ ず。 始 も 遠 

おはり な  ，  *  *  。 

く 終 無 し。 さ れ も 皆 これ 法 花な り 

けぶりの ぼ  め  。！… I, 

〇 裟 羅 林に 立つ 烟。 上 る ，ヒ 見し は 空目な り 釋迦は 常に 

ましく て。 靈 鷲 山に て 法ぞ說 く。 

分別 功 德品三 首 

はな か. 「たてまつ  メマ 

〇 佛に華 香 奉 りパ芏 塔 建つ る も 尊し や。 これに 勝れて め 

でた き は。 法 華經 持てる 人ぞ かし。 

〇 法花經 持たん 人 は 。起 きても 臥しても 此の 品 を。 常 

に 說き讀 み 怠らで。 塔 を 立てつ 、拜む ベ し。 

ヾ 1  にに  か €  ひる .St  た i ら はっかう み  「\  i-  、  i 

〇 釋迦の 說法說 く 場に。 幡盖 風に 飜 へし。 多 摩羅 跋香充 「g:^s/リ」」敷J 

二 五  - 


「香 山」 (山) 

「淨 土」 原 「上 ミ」 


此歌 Li よりて 娑羅 

林. W なづけ. し -レ は 

あら じか 


二 六 

み  き けん じ や- フ 

ち滿ち て。 喜 見 城より 華ぞ 降る。  「城」 1^ 上 - 

隨喜功 德品四 首 

〇 法 華經說 かる、 所に て。 語り 傳 ふる 聞く 人の。 功德の 一 

はか. 9  ずい き  は？ t.9 

量 を 尋ねれ ば。 五 十 隨 喜 ぞ 量な き。 

め ひだ  はちす 

〇 須臾の 間 も 聞く 人 は。 陀羅尼 菩薩 を 友， ヒ して。 一 つ 蓮 一 

に 入りて こそ。 衆生 敎化弘 む なれ。 

〇 難行つ V- むる 人より も。 五 十 隨喜ぞ 勝れた る。 さ ら な 一 

. ^講座の 場に し て。 隨 喜 功 德 ぞ 量 な き。 

がん 二く  をん t> もさな  f7  ろう かく  うち  t  i Kl 

〇 海岸 國 の莊嚴 園。 毘盧 遮那莊 嚴藏。 大樓閣 の 中に し て， ：」g ル sf^fz; 

の碟リ て、 rLLSi 

大悲法 門 說ぃ給 ふ。  「け.；」 ならむ 「門」 原 


法師 功 德品三 首 


けが 


0 三 身 佛性玉 は あれ ビ 。生 死の 塵に ぞ稳れ た る。 六 根 淸 

ほのか 

p> 得て 後 ぞ， K に 光 は 照らしけ る。 

〇釋 11 の 御 法を閬 きしょ り。 身 は 澄みき よき 鏡に て。 心 

ほ *i け こまな  ， 

さ，/ J り 知る こ， ヒ は。： tj 曰 の 佛に里 ハらず I 

C 妙法 蓮華 經。 書き 讀み 持て る 人 は 皆。 五 種 法師 ミ名づ 

けつ 、。終に は 六 根き よし./ J か。 


「後 ぞ」 は 「後に」 >J 

もよ まる 

「きょき よきし 

： 、 ゝ ろ さ- W リ」 は 

「こゝ ろ- J- さ- VJ リ J 


「 さよ. し」 原 「r? か 


不輕品 四 首 第七卷 


のが 


〇 不 輕大士 のか ま へ に は。 逃る 、人 こそ 無 かりけ れ。 誹 


一 かまへ」 上 LLt 

「 三の 車 > ^か へ 

つ ゝ」 v> ゎリ 「お 

前」 か (田) 


二 七 


る緣を も緣， /J し て。 終 に は 佛に爲 し 給 ふ。 

〇 不輕 大士ぞ あはれ なる。 我 深敬汝 等，/」 唱へ つつ。 打ち 

罵り 惡し き 人 も 皆， 救 ひて 羅漢，、」 なしければ。 

〇 釋迦 牟尼佛 のっき ゆき し， け し，： お ほく は 法華經 の" 

力に てこ そ 有 漏の 身 の。 佛 道 漸く 近し，、， - か。 

くも  け ,0 

〇 佛性眞 如 は月淸 し。 煩 惱 雲 ，ヒぞ 隔てた る。 佛性遙 か に 

た、 みて ぞ。 禮拜 久しく 行 ひし。 

神 力 品 二 首 


—敬 汝」 原 「輕 如」 一 


「つき き. し - は 

「月 逝き. し」 镦 (志〕 

「次 行き. し」 か 「け 

, しミ」 不明 


「たゝ み」 は 「おが 

み」 默 -た W み」 力 

(田) 「たのみ」 「な 

がめ」 或は 「只 見て 

ぞ」 か (藤) 


をが 


〇 法 華の まします 所に は。 諸佛 神カ拜 みつ これ 佛 

の 菩提樹。 轉法 輪の 所な り。 


〇 釋迦の 誓ぞ賴 もし き。 吾等が 滅後 に 法 華經を 1 吊 に 持 

たむ 人 は 皆。 佛 に 成る こ，/」 難から ず。 

囑累品 五 首 

ふ ぞく  たう W  i 

〇 一 乘付囑 の 儀式 こ そ。 あ はれ に 尊き もの は あ れ。 釋 迦 一 

牟尼佛 は 座より 下 り。 菩 薩の項 撫で 給 ふ。  一 

ゅづ  いた-;' き  み： 

〇 讓 りし 菩薩の 項 を 返す，^、 ぞ搔ぃ 撫で し。 得難き 御 一 

« 9  ラ しろ  i 

法の 末の世 の" 後 めた なく 覺 ゆれば。  一 

〇 數 多の 菩薩の，. 項 を 釋迦の 右の 手ぶ さして。 三度 搔ぃ 一 

ひろ  一 

撫で 給 ひし は ー乘弘 めむ 爲 なりき。 

〇 吾等 ぞ思 へ ば賴 もしき， きけ む經を 聞きし 故。 三 昧 總 5si^」 は 「、、喜 

二 九 


ら 功て カぞ な已汝 
むう きば 'むれ 報 等 
； っトか く ば雜若 
iiit 常リぃ っ佛能 
て、^ つ 佛之如 
き 大っゝ の恩是 
L 力く S 恩の 則 
な は し 大^ 譯爲 


持 を 得て こそ は。 佛 に 多く は 仕へ しか。 

ふ f  おも  ごと  をん 

0 如 來付囑 はい，、」 重 し。 敎 の 如も弘 むれ ば。 佛 の 恩 を そ 

むきつ 、。大力 はかう うつして き。 

藥王品 四 首 

か  ふた たび むま  ほ まけ  まい  ふ；.： 

0 身を變 へ 二度 生れ 來 て。 佛 の滅 後に 參り合 ひ 1^ つ の 

ひ «  とも 

臂を 燃して ぞ。 多 くの 國 をば 照らして し。 

6 り  ひ xf  W も 

e 法 を 求めし しるしに は。 臂 を 燃して 仕へ つ、。 我が身 

の 髓腦碎 きて ぞ。 菩 薩の位 得たり ける。 

o 女の 殊に 持た むは。 藥王 品に 若く は 無し。 如說 修行 年 

きれば。 往生 極樂疑 はず。 


〇 婆 に 不 思 議 の 藥 ぁ り。法 華 經 な り ミ ぞ 說 い 給 ふ。 不 

老 不死の 藥王 は。 聞 く 人 あまねく 賜るな り。 


妙 音 品 二 首 


かたち 


〇 我が身 一 つ はさ かひつ 、。十 方 界には 形 分 け。 衆 生 普 

ゑん 

く 導き て。、 爭 光園に は歸. .CN にし。 

〇 妙 音 菩薩の 誓 、 ^ そ。 返 すぐ も あはれ な れ。 、#- 婆 界；： の 

衆生 ゆ へ。 三十 四 身 に 身 を 分け つ。 


「さか ひ」 は 「ちか 

ひ」 か 「界 ひ」 か 

(田) 

妙 音 品 の 原文 によ 

ろに 「^迦 ほつ ゝ」 

の 意 又は 「娑婆 居 

つ、」 の該か (藤) 


「肩-し」 原 「才 に， 


觀昔品 四 首 第ん 卷 


ち？ I ひ，： 


觀 昔 誓 し廣 けれ ば。 普 き 門より 出で 給 ひ。 三 十三 身に 


四 首 W もれ V- 三 首 

なり 


三 


三 二 

しな  のり 

現じて ぞ。 十 九の 品に ぞ法 は說 く。  . 

〇 觀昔 深く 賴 むべ し。 弘誓の 海に 船 浮べ。 沈め る 衆生 引 

き乘せ て。 菩 提の 岸まで 漕ぎ 渡る。 

〇 普き 門の 嬉しき は。 敎 ふる 人 だに 無 けれ ざ も。 觀 音 大 

悲に 導か れズ らぬ者 こそ 無 かり けれ。 


陀羅尼 品 五 首 

そ し 

〇 ゆめく いかにも 譏るな よ。 ー乘法 華の 受持者 をば。 

藥王勇 施 多 聞 持 國十羅 刹の。 陀羅尼 を 説いて ぞ 護る 

な る。 

〇 法華經 持てる 人ば か り。 羨 ましき もの は あら じ。 藥王 


五 首- i めれ，、、 J 四 首 

なり 


d-- せた もん さ こく  ら せち  よる ひる まも  たてまつ 

勇 施 多 聞 持 國十羅 刹に。 夜晝 護れ 奉る。 

なや  ^1->ら わ 

〇 持經 法師 ははら ， 門。 惱 ます 人 だに た，、」 ひ あ り。 頭 割 

れ なん 七 分に。 これ を 聞く 人 信ずべ し。 

たも  そし  むく ひ  かしら 

〇 法華經 持てる 人 誹る。 それ を 誹れる 報に は。 頭 七つに 

割れ 裂けて。 わむ 樹の 枝に 異ならず。 


經-」 阿黎树 、、」 んり 


妙 莊嚴王 品 四 首 

み のり  うき •  あ 

〇 釋迦の 御 法 は 浮 木な り。 參 り會ふ 我等 は龜 なれ や。 今 

ちフ rDL, ろ ろく 

は當 來彌勒 の。 三 會の嘵 疑 はず。 

〇 昔の 大王 妙莊 嚴。 古 へ 行 ひせし 故に。 淨藏淨 眼 もろ，.」 

もに。 一 佛乘， ヒぞ 聞き 給 ふ。 

三 三 


原 「、： 


三 四 

ふたり  お V 

〇 閬 くに 羨し きもの は。 妙 莊嚴の 二人の 子。 淨藏淨 眼 親 

を 導き て。 菩 提の 道に 入れければ。 

4i はぶ  う ち  さき  まね 

〇 戯れ 遊びの 中に し も。 先 らに學 びん 人 をし て。 未 來 の 

罪を盡 すま で。 法 華に 緣 をば 結ばせん。 

普賢 品 三 首 

〇 草の 庵の 靜け きに。 持經 法師の 前に こ そ。 生 々世々 に 

も 逢 ひがた き。 普 賢 薩唾は 見え 給 へ。 

〇 行住座臥に 此の 經 を。 讀 む 人 あらば 隙 も 無 く。 普 賢 は 

るかに 尋ね 來 て。 緣 を ば 結び 給 ひけ り。 

〇 法華經 liK 婆に 弘 むる は。 普賢 薩捶の 力なり。 讀む人 其 


の 文 忘 るれ ば。 共 に 誦して 覺 るらん. 


懺法哥 一 首 


こ ゑ  へだて  てい  てい  かャ 

〇 一 心 敬禮聲 澄みて。 十方淨 土に 隔 なし。 第二 第三 數ご 

,、」 に。 六 根 罪障 罪滅 す， 


涅槃 哥三首 


しゃ ._ 


〇 拘尸那 城に は 西北 方。 跋提 河の 西 の 岸。 裟羅ゃ 雙樹の 

あ ひだ  ャだ  くやう 

間 に は。 純 陀が 供養 を 受け 給 ふ。 

ほ- i け  ：  だ せう そん ざ  あゆみ 

〇 釋迦牟 尼 佛の滅 期に は。 迦葉 尊者 も 逢 は ざ りき。 歩 を 

運びて 來 しか V- も， 十 六 羅漢に も 後れに き • 


「滅」 原 「餓」 

大原勝 林 院蔵聲 明 

ロ訣 LL 「 I 心敬禮 

聲 すみ \ ^十 方 世界 

,u へだてな. し 第二 

第三た び每 LL 六情 

根の 罪き えぬ」 ざ 

もリ § 


, や」 助 辭 


「滅 期」 0* 〕  「威 

後」 「滅度」 (»0 

「にも」 の"..： か 


三 五 


〇 二月 十五 日朝よ り。 是 等の 法文 說き 置き て。 漸 く 中 夜 


か .ュー 


に 至る ほ V. 。頭 は 北に ぞ 臥し 給 ふ。 


極 樂哥六 首 


〇 極 樂淨土 は 一 所。 勤 なければ 程遠 し。 我 等が 心の 愚に 

て。^ きを 遠し ，ヒ 思 ふなり。 

む& 

〇 極樂淨 土の 東門 は。 難 波の 海に ぞ對へ たる。 轉法輪 所 

の 西 門 に。 念 佛 する 人 まいれ、、， -て。 

あだ 

〇 極樂淨 土の めでた さは。 一 つも 徒なる 事ぞ無 き。 吹 く 

風 立つ 浪鳥も 皆。 妙 なる 法 をぞ唱 ふなる。 

か は J-  たも さ 

〇 極樂淨 土の 宮殿 は。 瑠璃の 瓦 を 靑く葺 き。 眞珠の 垂木 


「ほ V- 遠. し」 の 傍 LL 

「はるかな り」" K- も 


難 波の 海 (山) 「う 

み」 原 「う」 

「むか へ」 a むか は 

^の 意 か 或は 「む 

力 ひ」^ 


—珠」 原 「殊， 


を 作り 並め。 瑪！ g の 扉 を 押し 

〇 十方佛 土の 中に は。 西 方 を こ 

あ ひだ  ^ 

の 間に は。 下 品な り，、 J も 足ん 

〇 淨土 は數多 あんなれ vr 彌 陀 

なん なれ ば。 下 品 下にても あ 

僧哥 t '首 

〇 迦葉 尊者の 裳の 裾 は。 文殊の 

の 佩け る 太 刀。 大 悲の 膝に ぞ 

いし  むろ ぎ をん さ フ .v、 

〇 迦葉 尊者の 石の 室。 祇園 精舍 

けい そく さん  のり  こ ゑ 

佛法 僧。 鷄足山 に は 法の 聲。 


そ は 望むな れ。 九 品蓮臺 

ぬべ し。  一 

？.  -  > , の しな ： 

の 淨土ぞ 勝れた る。 九 品 一 

りぬべし。 


抉に 打ち 羽ぶ き。 大 通 王 一 

解き 懸けし。  一 

の 鐘の 聲。 醒醐の 山 に は 一 

三 七 一 


和漢 朗詠 集佛 事の 

部に わ リ祭花 物 

續世 等-いも 出づ 


「山- II は i の 傍 - 

「山お る」 さわ リ 


〇 迦葉 尊者の 禪定 は。 鷄足山 

ふ ぞく  ころも 

に。 付 囑の 衣を傳 ふなり。 

〇 迦葉 尊者 あはれ な り。 付 囑 

りゐ て。 龍 花の 嘵 待ち 給 ふ 

〇 迦葉 尊者の ふる 道に 竹の 

いほり 

園 見れ ば。 昔 の庵ぞ あはれ 

〇 迦葉 尊者の 打ちし 鐘。 聞 え 

提 一人 こ そ。 定 に 入りて は 

むろ 

〇 迦葉 尊者の 石の 室。 入 る に 

きざる 身に しあれ ば。 袂 に 


t げ ゑ 

の 雲 の 上。 春 の 霞し 龍華會 


の 衣 を 項 き 


けい そく さん  こも 

て。 鷄足 山に 籠 


林ぞ 生い にけ る。 功德 願の 

な る。 

ぬ 所 ぞ無か 

聞 かざりし 

つけて ぞ恥 

^こそ 留る 


る。 撟梵 波. 


*<ん しう つ 

か し き. 緣 執 fi 


な -W 

0 大 峯 i 聖 を 船に 乘 せ。 粉 河の 聖を舳 に 立て 、。正き ラ聖 


龍 華 幹 (山) (常) 

「や 4?  I  , 


「尊者 は」 か 

「龍」 原 「然 4 


「ふろ」 は 「經 ろ」 か 

(& .   I 


ひじ K 


「正き う」？：！ 「聖 1? 

か (高) 「耆 さの」 欺 

さらば 「審寫 の」 i 

解す ベ -し ッ 


にこち 取らせ て。 や。 乘せ て 渡さ ん。 常住 佛性 ゃ極樂 へ 


おこ *M 


〇 大峯行 ふ聖こ そ。 あ はれに 尊き 

す る聲 はし て。 確 の： 止 鉢 まだ 見 

〇 山寺 行 ふ聖こ そ。 あ はれに 尊き 

ひ- ん はふ せい き や はう xi- 

阿 彌陀經 。曉懺 法 釋迦牟 尼佛。 

雜 法文 哥 五十 首 

〇|„}<羅 や 林 樹の樹 の 下 に。 歸 る ，ヒ 

鷲 山の 山の端 に。 月 は の 、ご け く 

〇 いちひく ゃ鐃 れる眞 葛。 繰 れ 、ご 

はちす く し な 

ず や さう の 池なる 花 蓮。 拘 尸 那 


もの は あ れ。 法 華經誦 

え ず 

もの は あ れ。 行 道引聲 


人 に 

も 繰 

城 に 


す 

ぞ 


見 え 

め り， 

ビ も 

開 け 


し 


力 


ビ 。靈 


盡 きもせ 

た る。 

三 九， 


二ち」 は 「梶」 か 

や」 の 傍 LL 「無 之」 

、J おり 


「引 聲」 (野) (源) 

原 「いん ぜ 〔」 

「き や」 原 「き やう」 


五十 首 W われ V- 五 

十 1 首,？'  I, 


「や」 は助辭 

「林樹」は「？£」3^ 

(高ン 


佛の 入滅が 假の想 

なるな よめる なれ 

「いちひく や」 は 

「一 百」 鞦 幾 

百」 


いに や  あらし 


〇 傅 氏が 窟の 嵐に は。 殷 の 夢 昆 て 後 ぞ よ き。 嚴 陵 瀨の池 

の 水。 今 こそ 汲む には獨 るら め。 

〇 釋迦の 月 は隱れ に き。 慈 氏の 朝日 はま だ遙な り。 其 の 

ほ V- 長夜の くらき を ば。 法 華經 のみこ そ 照らい 給 へ。 

〇 釋迦の 說法聽 きに，、， - て。 東 方 淨妙國 土よ り。 普 賢 文殊 

は師子 象に 乘 り。 娑 婆の 穢土に ぞ 出で 給 ふ。 

〇 大ぁ 朝廷の 近から ば。 五 臺 御山に おはし ま す。 釋 迦 牟 

尼佛の 母，、」 いま す。 文 殊の微 許 へ も參 りな まし。 

かう せん  十 きん なら  *i  ハ>  せう 

〇 香 山 大樹 緊那羅 が。 瑠璃の 琴に は 摩 訶迦葉 や。 三會の 

袂從ひ て。 草 木 も 四方に ぞ 靡きけ る。 

や まき  おみ  .ゥ け 

〇 法 華 經八卷 は 網 なれ や。 無 量義 經を泛 子、、」 し て。 觀 音 


期 詠 集 承 一 相の 詩に 

よる 〔山〕 「けんれ 

うらい」 原 「けん、 - 

らい」 「くむ！.！ は J 

原 「く.；； 3 らは」 

、#鏖 秘抄卷 一 噺簡 

に は- またはる か」 

yj わり 

「てら い」 原 「照ら 


「ちかから ば」 原 

_ ちからら. は」 


「きん」 原 「さん」 

今撩 歌沙听 哉の-、 

の 歌に は 「香 山大 

樹 繁那羅 が^ 璃 Q 

琴 Li は 摩 珂迦棠 三 

衣の 袂 LL. し 4^ かひ 

て….」、、， -ぁリ 

「無量？^ 經」 は 「無 


勢 至 を 網 子 

0 法 花の！； „i 

りい む 譬 に 


〇 蓮の 花 をば 

等に 遊ばむ 

〇 蓮華 陸地 に 

.9 得て 後よ 

ま れい さん 

〇 摩犁 山に 生 

b 身に 觸れ 

i れい さん 

〇 摩舉山 のこ 

き やの 種に 


すく  つみ 

ぐ」 し。 救 ひ 給へ 罪人 を。 

ぞ賴 もしき。 生死の 海 は 深 けれ v. 。諸 經 く 

て。 終に 我等 も 浮びな ん。 

板 ミ 踏 み。 た なしき 室 をば 杖，、」 衝ぃ て。 是 

人 は 。靈 山界 含の 友 ミ せ ん。 

生 ひ ず ビ は。 暫 く 彈訶の 言葉な り- 

り ぞ。 妙法 蓮華 は 開けた  る。 

f) ず  せん だん 

ふ ぐ」 云 う。 牛 頭 ゃ栴檀 得て しがな- 

香 を かげ ば。 精 進の 罪障 解けぬ ベ 

a  お 

ねに こそ かう ふて ゐる薛 き 置き 

生いに け り。 や ，フれ う 香 ，ュ ぞ匂 ふなる- 
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前， 比 叙に は 山 王 十 禪師。 賀 茂に は片 岡。 賁 船の 大明 神。 
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f> ら ひげ しら ；： う め  みさき  0 

白 髯白專 女。 く ろ をの 御前 は あはれ 內外座 や 

〇 近 江の 湖 は 湖なら ず。 夭 台 藥師の 池ぞか し。 何 ぞ の 湖。 

じ や- r- らく が r や-，  I 

常 樂我淨 の 風 吹け ば。 七 寶 蓮華の 波ぞ 立つ 

〇 近 江の 湖に 立つ 波 は。 花 は^け、、，、」 も實も 生ら ず。 枝 さ 

さ ず。 や。 比 釵の 御山の 西 うらに こ そ。 や。 水 飮 あり ビ 聞 


「なんくの」 は 

「なんぐ」 ハ南宮 〕欸 

- ： さい そ 一は 「子 

最初」 歟 「小 宰相 ，- 

歟 (高い 「御在所」 跳 

(野) 

「竹の よ」 は 「竹の 

子」 か 


「深 尾」 「川 尾」 「奥 

深」 「须比 加 津^」 

(山〕 「おくふか」 原 

「 Li くス 力」 


—淨」 原 「上， 


水飮は 地名 (山〕 


け 

r をん さ-.' ざ 

〇 祇園 精舍の 

り。 山 の 根な 

〇 熊 野 へ 參 る 

廣大 慈悲の 

〇 熊 野 へ 參 る 

松。 千 里 の 濱 

〇 熊 野へ 參ら 

ぐれて 山 厳 

む 羽 賜べ 若 

〇 熊 野の 權現 


後 に は。 よ も 知られ ぬ 杉 立て り。 昔 よ 

しもし 

れば 生いた るか 杉。 神 の驗 、と 見せん ，じ て。 

に は。 紀 路ミ 伊勢 路の 、ご れ 近 し/ れ 遠 し。 

道 なれ ば。 紀 路も 伊勢 路も 遠からず。 

くも  t*  一 

に は， 何 か 苦しき 修行者よ。 安松 姬松 五葉 

む ビ 思 へ ビ も。 徒 歩より 参れば 道 遠 し。 す 

し。 馬 に て 參 れば 苦行なら ず。 空 より 參ら 

王子。 

は。 名 草の 濱に こそ 降り 給 へ。 若の 浦に し 

五三 


「. し る、 し を」 欽 (野) 

一 近-し」 原 「ち-し」 

「遠. し」 原つ WV5<」 の 

下 一 字 欠く 义 「w 

れミ^^-しの傍-しっ以 

下 無 之， J  W ぁリ 

安松 は 和 泉の 地名 

(山) 


體源抄 に 「海道 下 

れ vnBii 古 If. し .= 就 

思へば すぐれて 山 

iv- ひ . し」 云々. W も 

リ此類^^り 


ロ傳第 Li あ. 

「名 iClf の濱 LL ぞぉ 

リ給 ふ」、、. - もり 


まし ませ ば。 年 は ゆけ ビ も 若 王子。 


〇 花の 都 を ふり 捨て 、。くれぐ 參る はお ぼろけ か。 か 

ご らん  まなこ  あざ や 

つ は權現 御覽ぜ よ。 靑 蓮の 眼 を鮮か に。 

〇 八幡へ 參 らん，/」 思へ 、ご も。 賀 茂 河 かつら 河い，/」 早し。 

あな 早し な。 淀の 渡に 船 浮け て。 迎へ 給へ 大 菩薩。 

なん ぐ  うけた  まラ 

〇 南宫の 本山 は。 信 濃の 國 ，、レ ぞ承は る。 さ ぞ 申 す。 美 濃 の 

た   を さな  ちご 

國には 中の 宮。 伊 賀の國 に は 稚き兒 の宫。 

〇 金の 御岳 は 一 天下。 金剛 藏王釋 迦彌勒 。稻荷 も 八幡 も 

この しま 

木 島 も。 人 の 參らぬ 時ぞ無 き。 

〇 金の 御岳 は 四十 九ゐの 地な り。 媼 は 百日 千日 は 見し 

か V- 。え 知り 給 は ず。 俄 に » 法 暦 達の 二人お はし まし 


「貸 茂 河」 以下 原本 

「かもが は. か つ ら 

か は」 さわり 「か 

は」 の 傍 LL 「く 力」 

-W めり 

「早. しな」！ 5i 「はや 

くな」 


, 御岳」 原 「み たて」 


「四十 九ゐ」 は 「四 

十九 院」 か 「四十 九 

位」 か (藤〕 

ふたりの 下の 右に 

原 小字 Li て 「みた 

リ IVJ あり 


& -i  あら 

て。 行 ひ 現 はかし 奉る • 

かね  * たけ  み こ  おろ 

〇 金の 御岳に ある 巫女の。 打つ 敦。 打 上げ 打 下し 面白 や。 

われ 等も參 らば や。 て い ぐ」 ん ビ う ぐ」 も 響き 鳴 れ。 /\。 

打 つ 鼓。 い か に 打てば か 此の 音の たえせ ざるら む。 

〇 神の めでたく 現ずる は。 金剛 藏王 はく 王大 菩薩 西の 

宫。 祇園 天神 大將 軍。 曰吉山 王賀茂 上下。 

〇 大 梵天王 は 中の 間に こそお はし ませ。 正 法 婆 利 女の 

御 前 は。 西 の 間に こそお はし ませ。 

しみ づ  つめた  ご も  ず ず  つぶ 

〇 淸 水の 冷き 二宮 に。 六 年 苦行の 山 籠 り。 數 珠の 潰る も 

惜しから ず。 童 子の 戯れ 如何なる も それ 如何に。 

〇 大 しゃうた つ， ヒ いふ 河原に は。 大 將軍 こそ 下り 給 へ。 

五 五 


「たえ ゼ」 IS 「れは 




「婆 利 女」 C 山〕 Is- 

「ょリ 女」 「御前 は」 

原本 傍- IL 「お ま へ 

LL は」 ミゎリ 


g 男 のぞ c ： 國玉 
S し う ミ ま 顔の 勝 
ミ ら 問す ょ祌間 

い =eg ひ をき 樂所 
へ 5； す: つ 女歌载 
る-^ れ; £ 體 にの 
もこ ば はお つ 肥 
りみ 松 誰 は I 後 


五六； 


跳 ひ 廻り 

〇 一 品聖靈 

なみの 神 


W ささ 

人 崎く たやみ 

や。 

ち" は な こしま 


諸共に。 下り 遊 ふ 給へ 大將軍 _ 

き Sb つみ や  - 「ち  はや 

吉備津 宮。 新 宮本 宮內の 宮。 隼 

*、 ら うで  お- V ろ 

客ん， フしヾ J らみ さき はれ 3 し 

〇 內には 神お は す。 中 をば 菩薩お ま へ た 

の あたぬ し。 七 寶 蓮華 は をし つるぎ。 

いは がみ  い i  れがひ  み  ぞラ そ 

0 巖神三 所 は 今 貴 船。 參 れば願 ぞ滿て 給 ふ。 歸 りて 住 處 

をう ち 見れ ば。 無 數の 寶ぞ豐 なる。 

お まへ  か をよ  たい  を S こ 

〇 住吉四 所の 御前に は。 顏 好き 女體ぞ おはし ま す。 男 は 

たれ  すき おぐ > こ 

誰 ぞ ぐ」 尋 ぬれ ば。 松 が 崎なる 好 男。 

あめ  み 51，  いち ，う あ こ  ねが ひ  いち 

〇 夭 の 御門より。 一 童阿兒 こそ 出で 給 へ。 衆生 願 をば。 一 

童阿兒 こそ 滿て 給へ。 


「みなみ」 は 「南」 默 

- う-し V- らー W 「牛 

虎」 か (藤) 「丑 寅」 

か 「みさき」 は 「御 

前」 か 「み 崎」 か 

「お まへ たち 」 は 

「御前 達 」 か 又は 

「內」 は 「宇治」 にて 

「菩 =1 御前 橘 小 嶋 

の縣 主」 か 


「出で」 原 「いで. 


〇 本 體觀世 音。 常 在補陀 落の 山。 爲度ゃ 衆生。 生 々示現 大 

なんぐ  ほ- r- す 

〇 濱 の南宮 は。 如 意 や 寶珠の 玉 を 持 ち。 須 彌の峯 を ばら 

い ，二 し て。 海 路の 海に ぞ遊ふ 給 ふ。 

佛哥 十二 首 

〇 釋迦の 御 法 は 天竺 に。 玄 装 三蔵 ひろむ ，と も。 深沙 大王 

わたさず ば。 此 の 世に 佛法 無から まし。 

i  ^  ^  €7  あら 5t ん けい ぞく さん 

〇 釋迦の 説法 終りな ば。 摩 訶ゃ迦 葉の 大 阿羅漢。 雞足山 

C そん 

より 慈 尊 の。 出 で 給 はう 世に 參り あはむ。 

ほとけ  わら は な  C やう ほ.. C 

〇 釋迦牟 尼 佛の童 名 は。 悉 達 太子 v,> 申け り。 父 をば 淨飯 


—爲 度」 「示現」 (山) 


「濱の 南宫」 (山) 

「.しま のな ん く  - 

「らい」 は 「か：.」 欺 

(山) (田) 「海路の 

海原」 (山) 


「ひる； 3」 は 「も- 

む」  の騃 ならむ 

C 常) 


「難 足 山」 原 「け 

IP  くさん I 


，ぎ 原 「七」 


王. 云 ひ 

〇 文殊 は 誰 

か や。 從 者 

佛陀波 利 

〇 文殊の 次 

白毫 照ら 

〇 觀音勢 至 

る。 ゆ く わ 

立ち 渡る 

〇 我が身 は 

りぬべし 


むすめ ま や 

"母 こ れ善覺 長者の 女摩耶 夫人" 

か 迎へ來 し。 耷然聖 こそ は迎 へし か。 迎 へし 

に は 干 闐國王 や。 ら う 正ら う 人 善 財 童 子 の 

ざ て 十-: ハ 羅漢 諸 天 衆。 

を ば 何 ぐ」 か や。 追 々童子が 子な. け り。 眉 si 

す に は。 十 二の 菩薩 ぞ 出で 給 ふ。 

の 遣 水 は。 阿 耨 多羅、、」 ぞ 流れ出 づ る" 流れた 

う-たいしの 前の 池の 波 は や。 晻 囀曰羅 ビ ぞ 

ざい h ラ おも  っゐ  たい ， 

罪業 重く して。 終に は泥舉 へ 入りなん ず。 入 

"怯 羅陀 山なる 地蔵 こ そ。 毎 日の 堯 に。 必 ず 來 


「いひ」 の 右下に 朱 

「キ」 め リ「、 、れ」 •  ぬ 

「も」 

「裔然 」 (山) Is 

き 

「從 者」 「干 閥國 王し 

(山〕 「國の 王 か」 

(田：； 

「うてん、 、くわう」 

「う ズん、 、くる 

わう」 

「らう E らう、 -は 

「探 桑 老人」 か (常) 

「大 老人」 か (山) 

「# 財」 原 「善哉」 

「佛^ 波 利」 (山) 原 

傍に 「はト ァリ」 


「ゆく わうた に -し」 

は 「藥王 大士」 か 

(^〕 「育 王 太子」 か 

(高) 


し や. 怒 れる 姿に。 劍を持 ち. 索 を 提げ. 

丄 

る，/ J かや な 。^削 に は惡魔 寄せ じ、/」 て 


て 訪ふ給 へ。 

〇 不動明王 おそろ 

ラ しろ  えん  の は 

後に 火焰 燃え 上 

降魔の 相。 

〇 釋迦の 住所 は 何處く ぞ。 法 華 經の六 局の 自我 谒に 

ゃ說 かれた る。 文 ぞ か し。 常 在靈鷲 山に 並びた る。 及餘 

諸 住處は 其處ぞ か し。 

〇 極樂淨 土の 東門に。 機 織る 蟲 こそ 桁に 住め。 西方 淨土 

•、 一  も C び  ころも 

の燈火 に。 念 佛 の衣ぞ 急 ぎ 織 る。 

ねが ひ 

〇 妙 見 大悲者 は。 北の 北に ぞ おはします。 衆生 願 を滿て 

む ，、」 て。 空 に は 星，、」 ぞ 見え 給 ふ。 

i 九 


「恐れろ 姿- レ」 (山) 

「れ」 原ぎ 


「降楚 の 相」 (山) 

「がま」 (原〕 「かよ」 

「局」 原 「1IP」 卽ち卷 

「自」 「目 . 「在， I 原 

「往」 .J^. び たる C 山) 

「及餘 諸 住處」 (和) 

(山) 


「衆生」 は 「衆生の - 

默§  ： 


經哥入 首 


た， ふ L 


〇 法 華 經八卷 は 一 部な り。 擴 げて見 たれば あな 尊。 文. 字 

f} と  さ らいに こ 

毎 に。 序 品 第 一 よ り。 受學 無學作 禮而去 に 至る ま で。 讀 

む 人 聞く 者 皆佛。 

〇 鷲のお こな ふ 法華經 は。 鹿 が苑 なる 草の 枕。 く さ 枕。 や。 

はく ろ 

白鷺が 池なる 般若 經。 鶴 の 林の 長き 祈な りけ り。 

〇 法華經 たもてば おの づか ら。 戒 香凉 しく 身に 匂 ひ。 經 

づ  ださ  ほとけ  さわり 

には是 名 持戒 行。 頭 陀者， ヒ說ぃ た れ ば。 佛 の 道に は 障 

あら じ • 

〇 妙法 習 ふ ，とて。 肩 わ 袈裟 掛け 年經 にき。 峯に 上りて 木 


「も. しこ > た」 -の傍 

に 原 「本 無 之」 さあ 


「くさまくら I 广山〕 

15^「くさまくらし 

「白 ssr が 池」 (山) 

「はくる」 原 「はく 


「習 ふ」^ 「ならう」 

「肩 わ」 は n 屑 に」 執 


も 樵り き。 谷 の 水 汲 み。 澤 なる 茱も 摘みき。 

ほ まけ  こしら へ 

〇 龍 女が 佛 になる 事 は。 文 殊 の擦ビ こそ 聞 け" さ ぞ 申 す. 

裟竭羅 王の 宮を 出で 、。變 成 男子，、」 して 終に は 成 ffi 

道。 

かい  なみ 

〇 文殊の 海に 入りし に は 竭羅王 波 を や め。 龍 女が 南 

へ 行きし か ば。 無 ij§ や 世界に も 月 澄めり。 

OIK 婆に 須臾 も 宿れる は。 一 乘 聞く こそ あはれ な れ。 嬉 

しけ れ。 や。 人身 再び 受け 難し。 法華經 に 今 一 度。 い か で 

か參り あはむ。 

僧哥 十三 首 

2 


姿 

原 
整 


〇 大師の 住所 は 何 處々々 ぞ。 傳敎 慈覺は 比歙の 山。 橫河 

の 御廟、、」 か。 智證 大師 は 三 井寺に な。 弘 法 大師 は 高 野 

の 御山に まだお はします。 

〇 天台 大師 は 能 化の 主。 眉 は 八 字に 生い 分れ。 法の 使に 

ほ-/ J を 、ヒ ほ、、) け 

世に出で 、。殆 佛に近 かりき。 

ひ C ゥ  -. こ x-  み のう  かち .っ，—  ： -S  0^. さ I 

〇 聖の 住所 は 何處々 々 ぞ。 箕 面よ 勝 尾よ 播 磨なる 書 寫 

h-- ふち  み さき 

の 山。 出 雲の 鰐 淵 や 曰の 御 前。 南 は 熊 野の 奈智ミ か や。 

ク こ  /\  たつら き いし  みの う  かち う 

〇 聖の 住所 は 何 處々々 ぞ。 大 峯 葛 城 石 の 槌。 箕 面よ 勝 尾 

ょ播 磨の 書寫の 山。 南 は 熊 野の 奈智新 宮。 

とな  ゐ  ひ i  *-  J.I やく  • 

〇 大峯 通る に は佛法 修行す る 僧 居た り。 唯 一 人。 若 や 子 

守 は 首 を 摩で 給 ひ。 八 大童 子 は 身 を 護る。 


「な」 の 傍 LL 原. f 無 

此字」 W もリ 


天ムロ 大師 和！？？ のお 

を 用ゐ. しもの 「相 

分れ」 「佛の 使ミ」 

W ぉリ 


「贫 面よ 勝 尾よ」 

(山 xio 


「石の 従」 ほ 「い W 

のつ ち」 


「若」 は 若 一王 子の 

略なら む 「 子守」 

「首」 (山) 「かう ベ」 

原 「のうへ」 


〇 我等が 

めぐ 

廻 り。..^ 


f  ず  みさき 

修行に 出で し 時。 珠 洲 の^を かいさ は り。 ラ ち 

hv 捨て 

はれな 

修行せ 


、。一 人 越路の 旅に 出で 、。足 ラち せし 

りし か。 

し 樣 は。 忍 辱 袈裟 をば 


肩 


に 掛 

の へ 


け。 又笼 

ち を ぞ 


を 

常 


こそ あ 

〇 我等が 

な  ころも  いつ  し 

M ひ。 衣 は 何時，、. - なくし ほ たれ て。 四 

〇 春の 燒 野に 茱を 摘め ば。 岩 屋に聖 こそお はすな れ。 唯 

ひま り  たび /\  ひじり 

一 人。 野 邊 にて 度々 逢 ふより は。 な。 いざた まへ 聖こ そ， 

あや  や. フ  C.J- に- b  いほり 

卑しの 樣 なり， ヒ も。 妾 等が 柴の 庵へ。 

い をり  ひ 1 しり  さま A\  な ャ 

〇 柴の 庵に 聖 おは す。 天 魔 は樣々 に惱 ませ 、ご。 明 星 漸く 

っゐ 

出 づるほ ビ。 終 に は從ひ 奉る。 


「珠洲 の 1.」 は 能 登 

(山) (豐) 「か い さ 

i リ I は- V に さぐ 

リ」 か 珠洲に 珠數 

LL 通 はぜ； ：リ や J 覺 

ゆれば (源) 「かい 

i はリ」 か (田〕 

「あ. しうち」 は 「あ 

こうら」 (足 占； 3 


「 へ ち」 は 「 へ る」 卽 

ち 遍路なる ベ 、し 

「邊 地」 執 「つち」 

(土) 频ミ いふ 說も 

「ふむ」 原 「ふん」 


「な」 の 傍 •」 本 

nt?, あ，— 


天台 大師 和讚の 句 

を MP ゐ. しもの 


一一 だい ミ くつら だち  もげ さ 

〇峯 の 花 折る 小大德 。顔貌よ ければ 裳 袈裟よ し • 

高座に 上りて は。 法 の聲 こそ 尊 、ヒ け れ。  . 

〇 冬 は 山伏 修行せ し。 庵 ミた のめし 木の葉 も。 紅 葉して- 

散り 果て 、。空 さび し 。得 ビ 思 ひし 苔に も。 初 霜雪 降り 

積 み て。 岩 間に 流れ 来し 水 も。 永 しにけ り。 

ひじり  き  ふし わさ づの しか  もくれん じ ひ 

〇 聖の 好む もの。 木の 節 鹿 角 鹿の 皮。 蓑 笠 錫杖 木欒 子。 火 

うち け いはや  ころも 

打 笥窟の 苔の 衣。 


六 四 

まして 


靈 驗所哥 六 首 

〇 いづれ か 法 輪へ 參る 道。 內 野 通の 西の 京。 そ れ 過 ぎ て。 

や。 常 盤 林の 彼方なる。 あ にく 行 流れお る大 井河。 


「つら；： ち」 (出)^ 

「つ ちた ち」 

古 Eii  (山) 

「て は」 原 傍 Li 朱に 

て 「ヰ テ」 ミ ゎリ 


「得」 は 毛 席の 義 

(山〕 


「木の 節」 「鹿 角」 

(山〕 「わさ づの」 原 

「わ さの」 


內 野：. E) 

「わ い く」 は 「愛 

敬」 默 (山) 「愛々 

？ 0 「あ ひ ，/\ J 

か (田) 


に T- 


〇 達峨 野の 興 宴 は。 や またう か つら まう /-^ 車 田ニ條 

河原。 龜 山法& や。 大 井河。 ふちく かせに 神 さび 松の 

^  ,J  , に  さ らぎ  はつ うま  S み く は 

尾 の。 最 初の 二月 の。 初 午 に 富 配 る， 

〇 嵯峨 野の 輿 宴 は。 鵜 舟筏士 流れ 紅葉。 山陰 ひび かす 箏 

あそび 

の 琴。 淨 土の 遊に 異なら ず。 

〇 四方の 靈驗所 は。 伊 豆の 走 井。 信 濃の 戶 隱。 駿 河 の 富 士 

H 1 き  なり あ ひ  むろ ふ 

の 山。 伯耆 の 大山。 丹 後 の 成 合 ，二 か。 土 佐の 室 生 ぐ」。 讃岐 

の 志 度の 道場，、」 こそ 聞 け、 

〇 i 紫の 靈驗所 は。 大山 四 王寺淸 水の 寺。 武 藏淸 瀧豐前 

こく  き く  _?*  ；; >  二 

國の企 救の 御堂な。 竈 門の 本山 彥の 山。 

まい  さがり 

〇 根本 中堂へ 參る 道。 賀 茂 河 は 河 ひみつ し。 觀 音 院の下 


「興 宴」 (山 ：} 「や i 

たう」 は 「山 匍う」 

か (田〕 「かつら」 は 

「桂  一 M「 i うく」 

は 「舞 ひ 舞 ひ」 の 音 

便 力 「ふ ち >/\i 

u 「il 吹く： a」 

か 又は 「愛々 敬」 の 

類に て 「淵々 風-し」 

歟 

「ささら さ I の 傍 LL 

「無 之」 i ぁリ 

「ひびかす」 (山〕 IS 


—- しゃう のこ 、、」」. 

1*1 の聲」 か (志〕 


「さ /そ」 -  ~z < 

そ」 

, 四 王子」 ハ 和) (山) 


(山) S 「，しのみ つ 

てら 「武 蔵」 は筑前 

筑紫 郡に 武蔵寺 も 

「ひみつ. し」 は 「干 

水し」？？ (田) 「ひる 

、し」 か 


六 五 


六 六； 


t ベ ケ し 


松， な らぬ 柿の 樹人ゃ ご り。， 禪 師坂。 滑石 水 飮四郞 坂。 雲 

ひ じり 

母 谷。 太 田 裂裟の 池。 あ こやの 聖が 立てたり し。 千 本 の 

卒堵 婆。 


きょ みづ 


〇 觀音驗 を 見す る 寺。 淸 水 石山 長 谷の 御 山。 粉 河 近 江な 


ち 5i 


る彥根 山。 ま 近く 見 ゆる は 六角堂。 


〇 いづれ か 清水へ 參 る 道。 京 一； 


I たりに 五條まで 石 


はし ひひが し  づめ よつ むひ  おた r でら  ほ ，、一け 

橋よ。 東 の 橋 詰四楝 六波羅 堂。 愛 { 石 寺大佛 。深 井 ，二 か。 そ 

や さが でら ひ S  ん の は  み おろ 

れを うち 過ぎて 八 坂 寺。 一 段 上りて 見下せ ば。 主 典 大 

に ゎフ  た ふ  も ご あま くだ  すへ やしろ  て ラ づ 

夫が 二王 堂。 塔 の 本 天降り 末社。 南 をう ち 見れば。 手水 


て う づ 


み おろ 


搠 手水，、」 か。 御前に 參 りて 恭敬 禮拜 して 見下せ ば。 此 


や 


の 瀧 は。 樣 かる 瀧 の。 興 がる 瀧の 水 • 


滑石 水飮 (山) 

雲母 谷 (和) (山) 原 

- さらく ち J. 」 


は 「京 極く だリ に」 

欺 (野) 

「大 佛」 は aie 寺の 

大 佛なリ (和) 

「やさ か」 原 「やさ 

ち _ 


「恭敬」 原 「苦行」 

「やう かる」 原 「や 

、！. '力な」 


〇 淡路は あな 尊 ，、」 。北 には播 磨の 書寫を まもら へ て。 西 

せん  ひんが し 

に は 文殊より 南え 南海 普陀 落の 山に 向 ひた り。 束 は 

なん は  さり 

難 波の 夭 王 寺 に。 舍 利 まだお はします。 

雜人 十六 首 

〇 萬刼年 經る龜 山の。 下 は 泉の 深 けれ ば。 苔 生す 岩屋に 

松 生 ひて。 梢に 鶴 こそ 遊ぶ なれ。 

、5 

〇 萬 刼龜の 背中 を ば。 沖 の 波 こそ 洗 ふら め。 い かなる 麈 

の 積り 居 て。 蓬 萊 山 ，、」 高 からん。 

：フ  しう  みつ  いただ 

〇 海に は 萬刼龜 遊ぶ。 蓬萊 方丈 瀛洲。 此の 三の 山 をぞ戴 

け る。 巖 に 練ず る 龜の齢 を ば。 讓 るく 君に 皆讓 る。 

六 七 


「南え」 「南 は」^ 

(田， } 「ふたら くの - 

の 「の」 の 傍に 原 

「無此 字」 S わり 

「舍 利」 (山) (豐〕 


•f- 字に て 雜の傍 LL 

「無 之」 次 LL 「祝 七 

首 云々」 あり 


「ふす」 は 「むす」^ 

, しか l!S へるなら む 

「松」 原 「よつ」 


「れんす -は该 にも 

「馬場の 末に ぞれ 

ん すなる あり 


六 八. 


h らは 


〇 海に は 萬却龜 遊ぶ。 蓬 萊山を や 戴ける 仙人 童 を 鶴に 

載 せ て。 太 子を迎 へて 遊ば、 や。 

わらに  みそ？^ 

0 ik"^ の に。 鶴 ，ヒ 龜 、ヒ は 物語。 仙人 童 の密に 立ち 聞 

け ば。 殿 は 受領に なり 給 ふ。 

はちす 

〇 須彌 を遙に 照らす 月。 蓮 の 池に ぞ 宿る める ほ， フ くわ 

う 猪に 寄る 龜 は。 劫 を經 てこ そ 遊ぶ なれ 

いさ ク  ま さ ご 

0 T fi の 水 に。 め ，フ さちこむ ほうな る^子 あり 眞 B 

あ h..p の眞 砂の はん 夭の 巖 ，ヒ 成らむ 世まで" 君 は 

お. i しませ 

と  め ケ、  きね 

〇 山の 1 は 櫻 人。 海 の 調 は 波の 音。 ま た 島 廻る よ な。 巫 女 


力 


ウ^ ひ は 中の 宮。 嚴粧 遣戶は 此處ぞ 


力 


し。 


—  二ん、 リく りう」 は 

—放光」 か ： i 


「め、 フ さち」 は 「妙 

絕」 かハ 野) 

「こむ ほう」 は 「縱 

「、、さ ごわり」 1§ 

「い さ 5  >ぉ め」 

「はん 天 -は 「半天」 


「山の. しらめ は」 の 

歌の 前 に 小. 5 「本 

此 所- 雜 八十 首 云 

や」. e り 

「殿粧 遣戶」 (m〕 


力み 


〇 鈴 はさ や 振る 藤 太 巫。 目 より 上に ぞ鈴は 振 る。 ゆ ら ゆ 

ら，、 J 振り上げ て。 目 より 下にて 鈴 IP れ ば。, ：Tn、5  ,J り ぐ」 

て。 忌 々し 神 腹立ち 給 ふ。 

おい そ ミ， ろき が i  .7 の ふせ  あき 

〇 近 江に おかしき 歌枕。 老曾轟 蒲 生 野 布施の 池 安吉の 

橋. や。 伊 香具 野 余吳の 湖の しかのう ち に。 新 羅が 建て 

たりし 持佛 堂の 金の 柱。 

〇 これより 柬は 何ぐ」 か や。 關 山 關寺大 津の三 井のお ろ 

I  こくぶん  せん 

し。 いまおろ し。 石 田 殿。 粟 津 石山 國 分ゃ瀨 田の 橋。 千 の 

ちく ぶ 

松原 竹 生 島。 

〇 武者 を 好まば 小屋 並 び。 狩 を 好まば 綾藺 笠。 ま くり あ 

あそび  がみ 

げ て。 梓 の 眞 弓 を 肩に 掛 け。 軍 遊 をよ 軍神。 

六 九 


「湖の」 の 「の」 は衍 

力 

「. し かのう ち」 は 

「滋贺 の 浦」 か 


「いま」 の 「ま」 の 傍 

に 原 「うる」. W ぁリ 

「 、>  ま」 は 「山」 か 

(野) 

「小 逢 並び」 下 Li-,^ 

「狩 場の、、 やな ら 

ひ」 W ゎリ 

「か さ」 原 「の さ」 

「vi< よ」 は 「せよ」 か 

(野) 


〇 筑 紫の 門 司の 關。 關 

据 ゑた る關 の關屋 

ざるらん。 

〇 筑 紫なん なる や。 唐 

は。 有 り ，二 聞 く。 そ れ 

やう 

樣カ りな 

〇 よく  めでたく 

や ちく まひ きま ひ 

か や。 八千隈 侏儒 舞。 

〇 を か しく 舞 ふ もの 

院 なる 水 車。 離 せ ば 

〇 心の 澄む もの は。 秋 


の關守 老い にけ り。 鬢 白 

の關守 なれ ば。 年 の 行く 


かね 


土の 金 白ろ，、」 いふ 金 も 

を 合せて 造りた る。 阿 古 

舞う もの は。 神 巫 小榴葉 

手 傀儡 子。 花 の 園に は 蝶 

f なぎ  なら  でう 

は。 神 巫 小榴葉 車の 筒，、」 


七 〇 

し。 何 VJ て 

をば 留め 

あんなる 

屋 の玉壺 

ず？ 

車の 筒，、」 

小鳥。 

か や。 平 等 


舞い 出づる 螳螂。 蝸牛。 

は 山 田の 菴ご ゴ に。 鹿 驚かす て ふ， 


「をば」 の はの 右に 

「も」 わり 


「かや」 原 「にや」 

「ひきま ひ 」 に ris 

舞」 か (志〕 

「ス くぐつ」 (山) 


斩镜樂 記 Li 「蟠娘 

舞」 ミ わるものな 

るべ -.. < 志) 


引 板の 聲。 衣 しで 打つ 槌の  一 w。 

はなぞのよ は 

〇 心の 澄む もの は。 霞 花園 夜半の 

か ぬ は戀の 道。 岩 間 を 漏り 來る 

二 ひ  たな はた よは ひ はし 

〇 常に 戀 する は。 空 に は 織女 流星" 

ながれ  たち  をし 

流の きう 達 冬 は 鴦鴛。 

おも ひ  みち のく 

〇 思 は陸奧 に。 戀 は驗 河に 通 ふな 

かな か に。 そ らに 忘れて やみな 

ひと he 

〇 百日 百夜 は獨寢 ，と。 人 の 夜 妻 は 

ら ず。 宵 より 夜半まで はよ けれ 

し。 


月。 秋 の 野 邊。 上 下 

野邊 に はお. 秋 


り。 見 初 め ざ 

ま し。 

いなじせ う 


や はた 


ま 


も 分 


は 鹿。 


せば な 


し 


力 


床 寂 


〇 天魔が 八幡に 申す 一一 目。 頭 の髮 こそ 前世の 報に て 生い 

七 1 


「，しか f. 原 「、しに」 


「きう.；. i ち」 は 「君 

たち」 音便 LL い 

へる か 


「えで し」 原 「よ. し」 


「夜 夫」 (野〕 「不： ：資 

正 L!. 」 か 「な：. し^う 

ぞ」 か (田〕 「這 ひ！： 

故爲 うに」 か (藤) 

「tl う-し」 原 「さ フ 

かリ yj もよ まる 


「生い」 ぬ 「お！：」 マ」 

もよ， i ろ 


ざ ら め。 其 は 生いず ，二 ん。 衣 笠 長幣な 、ご 

のまつ いぬ，/ J た、 ひせ よ， し ない 給へ- 

か り ^5  し はし 

〇 け正獵 場の 小屋 並 び。 暫 は 立てた れ閨 

X ベ  ょラぺ  よがれ 

よ 宵の 程。 昨 夜 も 昨夜 も 夜 離しき。 け 過 

/\ 目に 見せ そ。 

〇 我 をた のめて 來ぬ 男。 角 三つ 生いた る 

.CW  みづ た 

人に 疎まれ よ。 霜 雪 霰 ふ る 水田の 鳥 ぐ J 

うさく さ  ゆ 

た か れ。 池 の萍， ヒ 成りね か しビ 搖 りか 

あり 

步 け。 

〇 冠者 は 妻 設けに 來ん ける は。 か ま へ て 

る は。 三 夜，、. - いふ 夜の 夜半ば かりの 曉 


七 二 

も 奉ら ん。 咒師 

ご  ころ 

の 外 に" 懲 し め 

は來 たり 、、」 ん。 

鬼に 成 れ。 さ て 

な れ。 さ て 足 冷 

ふ搖り 搖られ 

二.^ は寢 にけ 

に。；^  >/.- りして 


「w ん」 の 「ん」 は 

「も」 の 草假字 を. し 

か寫. し - しか 或は. し 

か： fS? ひ. し まま Li. し 

るせ るか 下 に も 所 

所に ゎリ 

け 正」 は 「s§ 粧」 よ 

リ出づ (山) 「小 3S. 

並び」 (山) 

「け 過」 は 「懈怠」 か 

「今 靭」 か 「梅 過」 か 

(志) 「撿 B -」 か (源) 

「め-, i」 は 「めな」 な 

ちむ 


「人に」 原 「人よ」 


「きんけるは」は^!1？ 

物ない ば. しかい へ 

るなら.； 3 「かま へ 

て」 (原〕 「かまつ 

て」 「夜の」 の 傍に 


力 レ 

〇 吾 主 


そ 憎 

む ぐ」 

Jb ん でう 

〇 美女 

す ま  1 


よける は 

は 情な や。 妾 が あら 


か ら め。 父 

も 世に も 

うち 見 わ 

で 緩ら れ 


や 母の 離 

あら じ。 

ひ W もと かづら 

ば。 一 本 葛 

ば や。 斬 る 


我が 宿世。 

〇 君が 愛せし 綾 

それ を 求む、、 J 

(. きいけ の 

〇 すぐれて 高き 


じぐ J も 接 ま 

け 給 ふ 仲な 

なりな ば や 

きざ 

VJ も 一刻む ，、J 


じ ぐ」 も 一一 一日 

れ ば。 斬 る 

，/J ぞ 田、 I ふ _ 

も。 離 れ 、が 


は 、、ゝ 一 ) 

き？ 

ビ も S 

AT ミ 

リ 本より 

たき は 


藺 笠。 落 ちに けり/、 賀茂川 に。 川 中 に。 

尋 ぬ，、 J せし 程 に。 明 けにけ り /^ク さ ら 

秋の 夜 は。 

せん 

山。 須彌山 


闍崛 山鐵圍 山五臺 山。 須達 

七三 


「無 之」 V- わ. 5' 「よ 

なかば かりの」 の 

J?  LL 附 ぜられ たろ 

ならむ 「かけよ」 は 

「にげに」 ならむ 

「わら. ビ W もす i 

じ さも」 の 傍 -Ills 

「す. JC<yJ」 - もら 

-" し VJj-W わり 

「い^  V -」！ 「いは 

かづら の 傍-」 「へ 

IV  -  W わ リ - i も」 

ならむ 

「きざ；？  S も」 原 

.-6 まる 


「か はな かに」 の 傍 

「無 之」 W もリ 


「き い け」 は 「さや 

け」 を 訛りて 「さい 

け」 いひ. しか (田) 

「高き 山」 原 「れ か 

ささん」 


おこな  だん ，く せん f 


ぶ せん 


拏 太子の 六 年 行 ふ檀特 山ビ せんこく せん 鷲 峯山。 

せん たい S-7  /\  さん  こく 

〇 すぐれて 高き 山。 大 唐 唐に は五臺 山。 靈 鷲 山。 日 本國に 

t& やま  さん 

は 白山 天台 山。 音 にの み 聞く 蓬萊山 こそ 高き 山。 

？ l.TY  ふん  とり  かず  か 

〇 頭に 遊ぶ は 文の 鳥。 沖 の 波 を こそ 數に書 け。 數 ，、」 す れ。 

や。 濱 の眞 砂は數 知らず や。 せ はすの 願は滿 ちぬらむ。 

〇 小 磯の 濱 にこ そ。 紫 檀赤木 は 寄らず し て。 流 れ 來 で。 古 

竹の 竹の み 吹かれ 來 て。 た ん なりり やの 波ぞ 立つ。 

〇 土 佐の 船路 は 恐ろし や。 室 津が 沖なら 天 はし ませ か 

み くりや  ほつ み さき こん 

い は は。 た て 崎 やさきのう ちくら □ 御厨の 最御 崎。 金 

がゥ c やう A、 

甌淨 土の つれな ご ろ。 

び /|  にし 

〇 臈 後の 鞭の 島。 せ ハ の 島島に て 島に あら V- 。島 な ら ず。 螺 


「須達 fch  (髙) 

「- 、く」 或は 「かく— 

力 

「大唐 唐」 (山〕 

「國」 の 下 LL 「無 之， 


「せ W す 」 I 「i ち 

す」 (蓮〕 か 

「流れ： で」 の 傍 LL 

「無 之」 めり 

「紫 權」 「赤 木」 「古 

「竹」， 山) 

古 竹に 此方 來^ か 

ぬ 「リリ や」 は 「4.1 

リゃ」 の 誤-高) 

「りリ や」 の やの 傍 

に 「ら」 めり 

「沖なら」 は 「沖な 

る」 か (和〕 「沖なら 

では 嶋 が 岩 は 立 

て 崎 や 崎の 浦々 

や」 欽 「嶋 勢が 岩 は 

立て 佐 喜 や 崎の 浦 

*f や」 か (田) 

「つ れな ごろ」 は 

「つ な Vi 、  >  る」 か 


〇 明 

〇 年 

1 

〇 上 

磐 

力 


し榮螺 

石のう 

波 は 打 

頃 撫で 

しり 出 

給 ふ。 

馬の 多 

こずし 

/〗 口,  dp 

まや 

鹿の 隅 

の 山な 

へ る- 


無し 石 華 も 

ち の 浪。 浦 や 

ち 寄せ て。 風 

飼 ふわう の 

でて。 若宮 三 所 は 乘り給 ひ 


干す 若布 無し， 


無し。 海 士の刈 

なれたり ける や。 浦 の 波 か 

は 吹かね ビ も。 


さ ざら なみ 

や。 小 波ぞ立 


駒 .KI? 場の 末に 


かる 御舘 か 

のかた を，/」 

なる 飼 猿 は 

る^ 柴 は。 風 


な， 武 者の 舘 ，じ 

り： 巫 は 博 多の 

"si 離れて さぞ 

の 吹く に ぞ。 ち 


ぞ 練ず な る- 

-慈 悲の袖 を 

ぞ覺 えたる 

せ S こ みこ 

S?  t^。 

遊 ぶ。 木 に 昇 

ゆる 

う ，ヒ ろ搖ぎ 


な。 此 

つ。 

ザ i 

ぞ垂 

が几師 

り， 常 

て 裏 

七 五 


(野) 「連餘 波」 か 

(志) 

「うちの 1^」 は 「浦 

の浪」 ならむ 「な 

れ」 に 「馴れ」 か 「啃 

わ」 力 


「わう」 は 「リ う」 -IL 

て 龍の 駒なら； Die- 

書 に 「リ わ」 -yj 

紛ら は， し > か， <v> ざ 

ま 所々 -」 あり 

「よ. し.^  -  U 「は、 し 

リ」 ならむ 「三 所」 

は 「上 所  一. W もよ ま 


「かたん- e り」 は 

「片 踊」 か 「肩 踊」 

か- 刀 1 &」 か (志) 

博 多に 河內 安宿 郡 

の 博 多なら む (志) 


〇 頭 は 白き 翁 、ご も。 佛 事 を 勤めよ せんた 

千 歲年經 な. 9。 

や。 万 刼年經 

も ありぬ ベ 


鶴- ：； - に も。 睪 に は 

〇 鵜 飼 はい， と をし 

ひ。 現 世 は 斯くて 

せ ん。 

■ けラ えん 

〇 嵯娥 野の 興 宴 は， 

あつ S も  の W り あは 

敦 友が。 野鳥 合 せ 

〇 羽な き 鳥の 樣か 

取 。虎杖 垣 生に 生 

ビ か。 


ん は。 頭 白 


-又 鵜の 首，. 


七 六 

か る 


る 龜 殺し 

し。 後 生わが 身 を 如何 


を 結 

か 


野 口 

し こ 

る は- 

う  て 


打ち出 

そ 見 ま 

炭 取 か 

さる まり 

ふ拔葜 


で て。 岩 崎 

ほしき 

い，/」 りか 

や。 弓 取 筆 


きん や  たか かひ 

に。 禁 野の 鷹 飼 


い も や，、 J り 

取 小 弓の， 


"石投 

矢 取 


〇 聱の 冠者の 君。 何 色の 问摺 か。 好 うだ， rs 着 ま 欲し き。 趣 


「なんたん」 は 「千 

お  


かひ， 


： ひ」 原 「た 


「か、， ミリ」 は 「梅 

取」 r 「鑰 取」 か 或 

は 「搔取 -IL て 「か 

いも ミリ」 は 「1^ 

链」 か 

「貝 藻 取」 か (野) 


「このうた う」 は 好 

み 給 ふな リ (山) 


がし は  りう 


塵 山吹，、」 め摺 に。 花 村 濃。 みな 柏 や。 輸鼓輪 違 へ。 ささ 結 


か. r- けち 


び。 練纈 前垂の 寄生の 鹿 子 結 ひ。 


たは ふ 


むま 


〇 遊び を せん，、」 や 生れけ む。 戯 れ せん， とや 生れけ ん。 遊 


ゆる 


ぶ 子供の 聲 聞け ば。 我 が 身 さ へ こそ 搖 がるれ。 

〇 御前に 參 りて は。 色 も 變らで 歸れ， ヒ や。 峯 に 起き 伏す 

鹿， たに も。 夏 毛 冬毛 は變 るな り。 

〇 甲斐の 國 より 罷り iH で 、。信 濃の 御坂 を くれぐ も 

は る <^  ，/」。 鷄 の 子に しも あらね / も。 產 毛 も 變らで 

か へれ、/」 や。 

〇 王子の 御前の 笹草 は。 駒 は 喰め ど も猶茂 し。 主 は來ね 

/ も 夜 殿に は。 床 の間ぞ なき 若ければ。 


「花 村 濃」 の 下に 原 

「切 句」 W ゎリ 「み 

な 柏」 は 「三つ 柏」 

か 「田) 

「輪 鼓 輪 違」 (山〕 

- リ う I 一」 is  -—h: う 

「わち が へ」 原 わの 

学 不明 


「はめ」 の 右 に 「く 

ヘレお リ si 


七 七 


〇 媼が 子供 は 唯 二人。 一 

し  たて i 

仕に 召し、 か ば。 奉 て 

早 船 舟 子に 乞 ひし か 

何 を 祟り 給 ふ 若宮の 

〇 我が 子 は 十餘に 成り 

田 子の 浦に 汐 ふむ ビ 

ぐ」 て。 問 いみ 問 はずみ 

〇 我が 子 は 二十に 成り 

おく たう 

國々 の 博徒 に。 さ す 


人の 女子 は。 二位 中將 殿の 厨雜 


力 


を，、 -ミ  を G-- 


き。 弟 の 男子 は。 宇 佐の 大宮司が。 

また 

ば。 奉 い て き。 神 も 佛も御 覽ぜょ 

ぬ ら ん。 神 巫して こそ 歩く なれ。 

い ^  あま  つみ * 

。如何に 海 士人集 ふら ん。 ま さ し 

な U 

辦る らん。 い ビ をし や 

はく ち  あ. C 

ぬ ら ん。 博 打して こそ 歩く なれ。 

に 子 なれば 暦 かな し。 黃 い 給 ふ 


な 王子の 住吉 西の 宮。 

を- 3 な  さま  は，、 ち  うち 

〇 媼 の子洪 の有樣 は。 冠 者 は 博打の 打 負け や。 勝 つ 世 無 


「汐 ふむ」 は 「汐く 

む」 か (和) 「汐 W し 

「まさ. し」 は 「正、 し」 

(志〕 


「vv, 

「て， 


ノに」 は 

-ょ」 力 


王子」 原 わう ち 

我 氏. K 野) 


し.. 禪 師 は 

ければ い 

〇 拘尸那 城 

み 

滿 てん，、」 

〇 此の頃 都 

つかた 錯 

〇 此の頃 都 

ら" しほ ゆ- 

〇 淸 太が 造 


まだき に 夜行 好む め り 。姬 が 心の し ノ. - け な 


わ Sb 

,/J  K し。 


の 後より 

て。 一 六 三 

に 流行る 

*a  i うし 

烏 帽 子。 布 

に 流行る 

き あ ふみ 

りし か. 9 


造りけ む。 す みたう 

栗 駒 山に て 草 もえ 


干の 菩薩 ぞ 出で 給 ふ。 博 打の 願 を 

ぐ J ぞ 現じた る。 

あて  ，のて え ほ-.' 

も の。 肩 當 腰 當烏帽 

うちの 下の 挎。 四 幅 

も の。 わ うたい かみ 

め 女 冠 者。 長 刀 持た 

にも を 何し に 研ぎ 

なんなる に。 逢坂 奈良 坂不破 

別らぬ に。 


子 止め。 襟 

さし さ 

の 指貫。 

//\ ゑ せ 

ぬ 尼ぞ無 

けむ やさ 


の た 

か つ 

け ん 


「布う ち」 は 「布 打」 

か 「お 裏」 か 

「わうたい」 は 「M 

體」 か 

「かみく」 は 「祌 

々」 「ゑせ かつら」 

は 「似非 SK -」 「似非 

砷樂」 「あ ふみめ」 

は 「近 江 fr^」 か 

「. しほ ゆ iv ご は 「-し 

ほやき j 「も ふ み 

め」 は 「镫 女」 か (野) 

「かリ か，..」 の 誤字 

にて^ 鎌 を謠物 の 

調子-卜て-しか い へ 

るか 或は 「かり か 

ま」 力 

「やさ」 は 「やき- 

「燒) か 原本 「や」 ミ 


七 九 


八 〇 

み その .7  にが  i  な  あこ だ 

〇 淸 太が 造りし 御園生に。 苦 瓜 甘 瓜の 生れる か な。 紅 南 

えだ  たり ひさ ご  のた  ゑぐな すび 

瓜ギ 々に 枝 させ 生瓢。 も のな 宣給 びそ 驗 茄子。 

なす び 

〇 山城 茄子 は老 ひに け り。 採 らで 久しく 成りに け り。 あ 

こかみ た り。 さ り ，じ て 其れ をば 捨 つべき か。 措 いたれ 

く 種 採らむ。 

〇 風に 靡く 物。 松 の 梢の 高き 枝。 竹 の棺， /」 か。 海に 帆 掛け 

て 走る 船。 空 に は 浮 雲 U 野 邊には 花 薄。 

はいた 5i はやぶさ  く 

〇 すぐれて 早き 物。 鷂 隼 手なる 鷹。 瀧 の 水。 山 よりおち 來 

こ W 

る柴 車。 三 所 五所 に 申す 言。 

くだ  しま  や 4： 

〇 京より 下りし ビ けの ほ る。 島 江に 屋 建て 、住みし か 

そ  げん 

V*, 其 も 知ら ず。 打 ち 捨て 、。い か に 祭れば 百大 夫。 驗 な 


- さ」 の 間 一 字 分 も 

き る や-つ LL も 見 


「吾 兒， か 三人」 (高) 

「吾 兒 が a たリ」 

(田」 「 吾兒啦 みた 

り」 力 

「措：. たれ」、， 山) 


「ミけ^^ ほ ろ」 は 

「解 上る」 か (志〕 

「i  "しの は る」 か 

( 豐，， 、「で このば う」 

(.1^ 偶師) か (野) 


く て- 

〇 くす 

き" あ 

ち乘 

〇 尼 は 

し。 甥 

さ ぶら 

候 へ 


花の 者 

み 

はの 御 

美く し 

て。 受 

く  一  J 

あ り 

物 も 

め ば 

さ 

ち來 


な 

新 

も 


や 

。一 3/ 


の 土 

な。 あ 

の 北 

さ ぶら 

候 へ 

大寺 

で參 

そ。 空 

打 て 


ら ん。 

きつく  -? * さ 

器 作 り。 土 器 

み くるま 

れを三 車の 

の 方ぐ」 いは 

ざ。 大 安寺の 

にも.^ ノ  P し 


は 乍れ 、ご 

よ くるま 

四 車 の。 あ 

ば や。 

万 法師 

。子 も 持 


狼の 顏ぞ好 

に 打， 


1 了 


せ 


て 


も 


宿 


るら め 

ぎ 打た 


伯 父 ぞ 

あまけ 

り。 雨氣 

よりこ 


力 

の 


。沖 

くづ 

ん， /」 て 崩 


〇 池の 澄めば こ そ。 空 なる 月影 も 

みの 立ち 來て 打てば こ そ。 岸 も 

ら め。 

おもて  きん 

〇 月影 ゆかしく は。 南 面に 池 を 掘 れ。 さ てぞ見 る。 琴 の - 

八 一 


な 

る 


「くす は」 ハ 原：； 「く 

すり」 「土器」 (藤) 

「久須 和 美 末岐乃 

度 岐津久 利」 〔寺 門 

高 記卷四 所载童 

請 和讚〕 「楠 葉の 御 

牧 LL 作るな る河內 

鍋」 (utA 中 納 言 物 

語 X 藤) 

「， もい 行」 は 「愛敬」 

「三つ 車の 四 つ 車 

の あ ひ (間〕 行く」 

(野〕 

「わ まけ」 は 「雨 氣」 

に 「尼 病」 を 兼れ 4^ 


、、なみ は 小波 に 前 

妻 vi- 兼 S 


八 二  i 


ぐ J の 音 聞きた く ば。 北 の 岡の 上に 松を植 ゑよ。 

あそび  こ は し ふ ひ お ほが さ ざし、、 j&  W り め をと こ 

〇 遊女の 好む 物。 雜藝鈹 小 端 舟。 签翳鱸 取 女。 男の 愛 祈る 

百大 夫。 

もろ こし た. 5  ふし ふた ふし  よろ づ 

〇 唐土 唐なる ビ うの 竹。 よ し 節 二 節 切り込め て。 萬 の れ 

うらん 卷き 籠め て。 一 宮にぞ 奉る。 

〇 節の やう かる は。 木 の 節 萱の節 山 突の たての 節。 峰 に 

が  こ ふし おきな  びん でう  ひとり ぶし 

は 山 伏。 谷 に は 鹿の子 臥。 翁 の 美女 まり 得ぬ 獨臥。 

〇 吹 田の 御 湯の 次第 は。 一 官ニ丁 三 安樂 寺。 四 に は 四 王 

けん  こく ぶん 

寺 五 さ ぶら ひ。 六 せん ふ 七 九 八 丈 九 像 丈。 十 に は國分 

V さし でら よる 

の武蔵 寺。 夜 は 過去の 諸 衆生。 

〇 娑婆に ゆ , しく 憎き も の。 法師 の あせる 上馬に 乘り 


「お ほが さか ざ •」」 

は. K 笠 を さ. しかく 

る 男 0 「i も WIT- 

め」 は 船の 爐 取の 

女。 賴政 集に、 i 

も W り も 小舟 も 

えす たはれ めが 

ばか リ， 、そ 霧に^ 

れれ、 £め り。 

「愛 祈る」 (山) 「問 

祈る」 か (野〕 

「*p  土 唐」 「よ. し」 は 

「よい」 (山) 「よ. し」 

は 「よき」 か 〔志) 

「れ うらん」 は r れ 

うら-」」 (綾羅に) 

ならむ (山) (志) 

「峰に は」 原 「みれ 

、、は」 

「吹 田の P; 湯」 (山) 

_  二  丁」 は 「二 寺」 か 

「さ ぶら ひ ,+,^府の 

官 人の 侍 か 「傲 丈」 

(山) 

「九 門 丈」 (野) 


「娑婆-., i ゆ V  -しき 

もの」 以下 前につ 


あ  かしら  おきな 

て 屈 吹けば 口 開き て。 頭 白 かる 翁 ビ も 

あ i ぎみ  ねた 

の 尼 君の 物 妬み。 

〇 西 山 通りに 來る 樵 夫。 を 背 を 並べ て さ 

なる 樵 夫 はしん 樵 夫な。 波に 折られ て 

かい も ，ヒる めり 

〇 鴉 は 見る 世に 色黑 し。 鷺 は 年 は經れ 、ご 

首 をば 短し，、 J て繼ぐ もの か。 鶴 の 足 を 

る も の か。 

f  がらめ ひ は つ はくら め 

〇 小鳥の 樣 かる は。 四 十 雀。 鶴 鳥 燕。 三 十 一 一 

てらつ-きをし かも そ ひ にェ  >  ，り 

隊 木。 鴛 鴨 魚 狗鴻鳥 川に 遊ぶ。 

〇 西の 京 ゆけ ば。 雀 はぐろ め 筒 ft や。 さ - J 


^ ごの しう とめ 

の 若 女 好み。 姑， 


ぞ 渡 る。 桂 川。 後 

しり 杖 % て > 

も猶白 し， 鴨 の 

ば 長し-と て 

相 足らうた る 

そ 聞け 色好み 

八 三 


づけ たれ V- 別の 歌 


「，しん」 は 「新」 か 

「おられ」 は 「ゆら 

れ」 か (野) 

「.L り 杖」 は 「鹿 杖」 


「 はぐろ め」 は 「齒 

黑」 か 或は 「つばく 

ろめ」 か 


の 多 かる 世 なれ ば。 人 は 響む，/」 も 麿： U に 響 ま ず ば。 

せ  あつ 

ぎの ゾ 集ま 

也。 法 師 にき 


きん だち す さ 5*- 

〇 公達 朱 雀 は ぎ 


の 市。 大原靜 原 長 谷 岩 倉 八 


りてき やみす 

ねか へ 給べ 京 

〇 淡 路の門 渡る 

牝牛の 產む特 

〇 可笑しく 屈ま 

や。 昔 冠の 巾 子 

うはら  した 

〇 茨 こきの 下に 

めて 拍子つ く" 

〇 彼處 に 立てる 


たらい ぶね 

， みやめ す i| 槽し なまし 


の 人。 

-I い  つの  なら  しり 

特牛こ そ。 角 を幷べ て 渡るな れ。 後 な る 

J い せ まだら こ め ラし 

牛。 背 斑 小 女 牛 は今ぞ 行く。 

え び  くひ ぢ  め 

る もの は 唯。 海 老ょ惊 よ 女 


牛の 角， ヒか 

.、」 か や。 

かな  なご まろ 

い 奏で。 炸蜢 

き 上手。 

I  み むす こ 

は 何人 ぞ。 稻 荷の 下の 宮の大 夫 御 息子 


おきな  つ ゑ つ 

ビ か や。 翁 の 杖 突いた る 腰 

いたち  ふえ ふ  さる S 

こ そ。 鼬が 笛吹き 猿 奏で。 か 

さりぎ りす  しゃ •r' こ 

たて 蟋蟀 は 鉦 鼓の く よ 


な _ 一 


「はぎ」 は 「获」 か 

「なか」 の 「か」 の 右 

Li 「か 敷 リ歟」 ぁリ 

「き やみす す み や 

めす」 は 「木 や 召す 

炭 や 召す」 「こな i 

.(> 也」！： i 「買 はま. し 

や」 か 

「.v- れ」 は仵 LL 巫女 

. ^兼れ. るか 

「こ" W い」 1^ 「こ W 

は」 「めう t」 原 「め 

, 、- し」 「うむ」 原 「、 - 

む」 


「笛」 原 「ふ LL 人」 

-ぅ ら、、 き, は 

「茨 坦」 (野) 

「めて」 は 「右手」 か 

「賞で」 か (田) 

「；^ て」 は 「さて」 か 

「立」 か (野) 


五 

下 


兵士に つい 指されて。 殘 

て。 

三四ビ か。 三十 四 五 にし 

ならず 

ぞ、 小 魚 漉 舍人許 行く ぞ かし。 此 

あのえ ひきこう の 散ら 


。俄に 嘵の 

まら 

護れ 、と 

六歲廿 

葉に 異 


か。 眞實 の太郞 なや 

りの 衆生 達 を 平安 

さかり 

〇 女の 盛なる は。 十 四 

成り ぬれ ば。 紅 葉 の 

〇 海老 漉舍人 は何處 へ 

の 江に 海老 無し 下りられよ 

ぬ 間に。 

た  s^n-^^  0  ざ  こ すき 

〇 いざ 給べ 隣 殿。 大津の 西 の 浦 へ 雜魚 漉に。 此の 江 に 海 

老 なし 彼の 江へ いま せ。 海 老 まじりの 雜魚ゃ ある ，ヒ 

やしろ こ は  ね -. き  は- r- ゥ 

〇 見る に 心の 澄む もの は。 社 毀れ て 禰宜も 無 く。 祝 無 き _ 

野中 の 堂の 又 破れた る。 子 生ま ぬ 式部 の老 の果。 


「なや」 に 「やな」 か 


「す い」！：！. 「す さ」 の 

音便に て 海老 小魚 

な V- をす く，；？！！^ 

「海老 漉舍 人」 は 新 

££樂 記-卜 「さゐ す 

さビれ り」 は綺 

抄 にもり (山) 

「*乙 ひ-.^: 、うの」， に 

「江 LL さ ゐ の」 か 

「き 、そ」 w もよ ま 

る 

「あの 海老 ざ . 、 う 

お」 (雜 魚) か (^) 

「江に ざ、、 う (雜 

魚) の」 か (田) 


「子 生まぬ」 原 一 

そま S3」 


八 五 


〇 男 をし せ 

ゆめな え 

〇 S は 恐 

うしろ 

後に し は 

て 杖を提 

〇 海に おか 

の 波 は 磯 

ぶ な り。 

〇 こ ゆり さ 

7  はやし 

樹の 林に 

お ほい こ 

〇 隣の 大子 


ぬ 

，，J 

し 


か も 


^^づ さ ひめ 


人。 賀 茂 女 伊豫 女 上總女 はしし あかて る 

すしの 人。 室 町邊 りの あこ ほ 、ご。 

あ  すがた  よき  S 

し や。 荒 ら けき 姿に こま を 持 ち。 斧 

の： a  も り 

まい 上る、、」 かや な。 前 に は 山守 寄 

き A;  ひ  しら 

き 歌 枕。 磯 邊の 松原 琴を彈 き。 調 め 

みさ-ご  こだ 

來て鈹 打て ば。 唯 鳩濱 千鳥 舞い ra 


提げ。 

じ ぐ」 

. ^。沖 

て 遊 


の 渚に は。 金 の眞 砂ぞ搖 られ來 る。 旃 檀 香 

。付 囑の種 こそ 流れ けれ。 

まつ  かしら しじ  ます ひた ひがみ 

祀 る 神 は。 頭 の 縮け 髮。 增髮 額髮。 指 の 先な 


「-. nii ？」 は 「殺 

ぬ」 か 「男 怖 •  ち 1^ 

CI」 力 

「ゆめな. ん， J は 「ゆ 

めな ケ , € も よま 

る 

「す. し」 は 「咒 師」 か 

「すみの えの き -し 

の 人」 か 

「もこ ほ V- 一人 名 か 

「あら」 の あの 傍 に 

「か」 どもり 

「二 ま」 は 「錄」 なら 

「しにき」 は 「柴 木」 

か广 田〕 


「濱 千鳥」 (山) 「唯 

峰 は特ち 取リ」 か 


香樹 (和) (山) 


「ますがみ」は「^^」 


てづっ がみ 


あるき がみ 

る 歩 神" 


る 拙 神。 足 の 裏な 

〇 さ らが牛 は Ji 曰き も 

こその 物 願 ひ， フゑさ 

お もと 

し ピ か。 御 許 の 物 問 ひ 

0 瀧 は 多 かれ ビ 嬉し や 

V」 も。 た へて、、. - ふたへ 

も S じろ 

〇 鷲の 本 白 を。 く わうたい く 

前 を 押し 開 き。 ふ ，ヒ う 射さ 

さ ぶら ひ  ざみ  ゆ だめ 

〇 侍 藤 五 君。 め し、 nr 矯 はな 

ち な が ら。 讃岐 の 松 山へ 入 


た るビ も すれば 物咎 め。 大 

しろ で 


の。 き しい ぬ 神 巫 を ひわ か はね 

ゑ ん 

に 走 

ぐ」 ぞ 

> れ 


る 後 手 や。 

思 ふ。 鳴 る 瀧の 水。 日 は 照る 

こぐ」 つ ，/J  * フ。 

わう の 筵に ぎ て。 宮 の 御 

せ ん ビ ぞ 思 ふ。 

、ご ミ は ぬ。 弓 爆 も 傻矯も 持 

り こしょ。 


み ？ t 


〇 大 唐 朝廷 は ゆ 


しもり 


がね 


黉 金の 眞砂 は數 知ら ず。 閨 に 

八 七 


- さゝら 1 は 一 さが 

ら」 の 誤 「相 良が 

牛」 なリ (和) 

「さ. し い s-」 雉子 犬 

(野.； 「う ゑ さ ゑ」 は 

「右衞 左衞」 か (田) 

「や」 の 右 LL 「よ」 も 

「鳴る は」 の 「は」 脫 

字 力 

「たへ ズ W ふ.；^ へ」 

は 「絕 えす W う W 

う」 か 「ミ ふ」 の 

「ふ」 の 傍 LL 「う 切 

旬」 ビゎり 

「やれ *  、  ，、J つ- W う, 

は 拍子の 詞 「やれ 

、、どつ W う」 はつ や 

れ、、 W ん Irf う」 か 

鎌 倉 末の 作 なれ V- 

破 來 頓 等紛卷 お 

リ§ 

「くわう.；，： いく わ 

う」 は 良 太后 か 「皇 

太；. し ぐ の」 ハ 神宫) 

力 

「ふ S う」 は 「不 道」 

か (志) 「太う」 か 

(藤) 

「w は s」 は 「飛ば 

ぬ」 「持たぬ」 又は 

「質 は s」 か 


八 八 


は黃 金の 蝶 遊 ぶ。 ま てこく  3嚴 V- 懸け はして。 

かた つ ぶり  むま 

〇 舞 ゑく 蝸 牛。 舞 はぬ ものなら ぱ。 馬 の 子 や 牛の 子に 

く ゑ  わ  まこ-、』  うつ 

微 させて ん。 踏 み 破らせて ん。 眞 に 美く しく 舞うたら 

ば。 華 の 園まで 遊ばせん。 

〇 鏡 曇 り て は。 我 が 身 こそ 宴れ け る。 我 、が 身 やつ れて は。 

♦e^s こ の 

男 退け 引く。 


*v ユー 


炉 に" じらみ をな C 


〇 頭に 遊ぶ は 頭 m  。項 の 窪をぞ きめて 食 ふ。 櫛 の齒ょ 


夭 降 る。 麻 小 笥の蓥 にて 命 終る。 

お ほ みや  け う す  いち で  ち 

〇 大宮權 現 は。 思へば 敎 主の 釋迦ぞ かし 二度 も 此の 地 

を 踏む 人 は。 靈 山 界會の 友， ヒ せん。 

きラ  た もん ま か ら てんさん. C-7  f? 

0 佛法及 文殊、、」 か。 多 門 摩 訶羅 天。 山 王 及 傳敎大 師。 慈 覺 


「ゆ V  -し もリ 一は 

不明 「ゆ； I かなり」 

力 「ゆ 、 .し カリ」？ t 

(田) 

「L:;; 程 架 t: は、 して」 

か (田〕 


や つれ (山 )(豐) 


日 吉山王 利 生 記に 

戮山 陰陽 堂の 僭 都 

|!<增 の 作" W  . して 

「人. 權現は 思へ 

ば^. 釋迦ぞ か. し 

一 たび 此地を ふむ 

入 は 霰山界 4： の 友 

ミ なろ」 リ 

「佛法 及，/: 山〕 「及」 


還 如來。 

〇 熊 野の 權現 は。 名 草の 濱にぞ 下り 給 ふ。 海 土の 小舟に 

乘り給 ひ。 慈 悲の 袖をぞ 垂れ 給 ふ" 

.  .  みこ  かみ 

〇 鈴 はさ や 振る 藤 太 巫。 目 より 上に ぞ鈴は 振 る。 ゆ ら ゆ 

らビ 振り上げ て。 目 より 下にて 鈴 振れ ば。 懈 怠 なり.,〕 

はら だ たま 

て 神 腹 立 給 ふ。 

〇 これより 北に は 越の 國。 夏 冬 ミん 無き 雪ぞ降 る。 駿 河 

i る 

の 匿なる 富 士 の高峯 にこ そ。 夜 晝 -yj も 無く 烟 立て。 

お まへ  ちごお まへ 

〇 南宫の 御前に 朝日 さ し。 兒 の 御前に 夕日 さ し。 松 原 如 

お まへ  つ？^ さ  しき 

來の 御前に は。 官 まさりの 重波ぞ 立つ。 

0 大宮靈 鷲 山。 束 の 麓 は 菩提樹 下 VI か。 兩所三 所 は釋迦 

八 九 


原 「よ」 「山 王 及 i 

「還加^-」(山) 

「ぐ ゑん」.， L ズ現か 


重出 六 九 頁參照 


- はらた たま？？ し は 

「はらだちた まム - 

の脫か 叉に うお ひ 

く  力 

「これよ リ」 の 傍 LL 

「無此 歌」  >」 ぁリ 


南せ； 1 US 宫松 ほ宫は 

廣田瓧 にあり (山) 


「ミ か」 の f し 「無 

_之」ざ あ：^ 


九 〇 


藥師。 さて は 王子 は觀ー 

て ま 一 

〇 吉 田野に 神 祭る。 天魔 一 

茂の 御手洗に 精進し 

VJ れ。  一 

かつら  まい 

〇 いづれ か 葛 川 へ 參るー 

の 原。 さ うち， フの お ま 一 

〇 歸命頂 禮大權 現。 今日 一 

々 に 擁護し て。 阿 耨菩ー 

〇 我等が すみか は 花の 一 

こくの わう や 金 包 太 一 

〇 毗沙利 國の觀 音 は。 今一 


世 音。 

は 八幡に 葉 椀 さし。 葉 手 ，、レ り" 加 

て。 空 に は 風 こそ さいさ か 程 は 


お ほ 


道。 仙 洞 七 曲 崩 坂。 大 石 あつ 

つ を 行く を 玉 川の 水。 

より 我等 を 捨てず し て。 生 

提 なし 給 た 

園。 生 れは切 利 天。 父 をば く 

子 な り。 我 等が すみか は 華 

は fe^ 瑟も 見え じ か し。 入 hy 


力 


杉 


々 世 

うへ 

の 上。 

ぬ ら 


「 さて は」 の 接 LL 

「 iv  、やく は」 w ぁリ 

「王子よ」 か (田) 


「葛 川」 に 近江滋 s» 

郡 「崩 坂」 (山〕 

「お ほ：， .し」の 「ほ」 

の 傍 LL 「無 之」 W も 

「おまつ」 は 御前の 

誤 か 

は」 力 


「s^」 は 「忉」 (野〕 

「維2&^國の王ゃ金 

包 太子」 か (筑) .r 


ん。 聖 德 太子の 九輪 は。 光 も 變らで 今 ひ をつ あり。 

や まき  あ 

〇 般若 經 をば 船、、， - して。 法 華 經八卷 を 帆に 上げて， 

ば 檣 に。 や 、夜叉 不動 尊に こち 取ら せ。 迎 へ 給 へ 

人 を。 

〇 正 法 世に 住 し" 廿 中 劫か や。 仙 人舍 利か や。 建 て た 

寶塔 世に 久し。 

や 

〇 聖の 好む も の。 比 良の 山 を こそ 尋 ぬな れ， 弟 子 遣 

松茸 平 茸 滑 薄。 さて は 池に 宿る 蓮の 這 根。 芹 蓴 菜， 

ほね T ち わらび つくつ くじ 

河 骨 打 蕨 土筆。 

〇 聖を 立て じ は や。 装 裟を 掛け じ は や。 數 珠を 持た 

や。 年 の 若き 折 戯れ せん。 


や 罪 

り し 

り て。 

n ん f 

■ 牛蒡 

じ は 

九 一 


「今 ひ をつ もリ」 は 

「い る 日 落つ めり」 

か 「今に *.立 つめり」 


「や、」 の 「や」 一 字 

衍か 

f  、、ち」 に 「梶」 の 誤 


滑 薄 は 蓑の 一 種 

(山) 

「這 根、 根 jlt」 の 脱 

か 「芹 根、 2 たは」 


「けさ 1 原 「けき」 

「立て じ」 は 「樹て 

じ」 (山) 


〇 凄き 山伏の 好む も の。 は あ ち 

わさ び こし よね みづ しづく 

も。 山 葵 濾米水 IT 澤 に は 根 芹 

ひんが し たち やま 

〇 驗佛の 尊き は。 束の 立 山。 美 濃 

は せ  きょ みづ  ** さか  ろ 

長 谷 石山 淸 水。 都 に 間近き 六 

〇 心 すごき も の。 夜 道 船 道 旅の 

の經の 聲。 思 ふや 仲ら ひの 飽 

やう  あめ やま も ふ ゃ** 

〇 山の 樣 かる は。 天 山守 山し ふ 

こ な；.：  しほ たれ 

播 磨の 明 石の 此方なる。 鹽垂 

ひ ヾ>  も，： ゆが 

〇 讃岐の 松 山に。 松の 一本 歪み 

なを しま 

そおう たる か，、 J や 直 島の さ 

さざる らん 


九 二 一 

きない てた かや まかく 

ぐ」 か。  一 

なる 谷 汲の 彥根 寺。 志 賀 

かく だう  ， 

角 堂。  一 

空。 旅 の 宿。 こぐらき 山寺 

かで 退く。 

く 山。 な からね / 鈴 鹿 山。 

山 こそ やう かる 山 なれ。 

も xf-  す XT' 

た る。 捩 りさの 摸り さに。 

なを 一 

ばかん の 松 を だに も 直 一 


「力く も」 は 「か、 

も」 V-JP よ まる 「*  * 

-し よに -は 「かこよ 

れ」 (棘^、 力 


「の」 の 上- 1L 「わ ふ 

み」 の 三字脫 に て 

「近 江の 彥^ 寺」 な 

らむ (山〕 

「谷 汲 か」 か (田) 

「- - ぐらき」 (木 闇 

き) (田) 

-、 二. A  .し さ」 (山) 


「なから れ ビ」 は 

「鳴られ.、/. -4, の衍か 


「それう」 は 「そね 

み」 S 音便 ケ 「18; 馴 

れ」 め 音便 か 「か W 

や」 1> 「な V- や」 の 

誤 か 「さばかん」 は 

「さばかり」 の 音便 

(山； 


はじめ： 


^9 


o 春の 初 の 歌枕。 霞鶯歸 る 雁 か。 子 の 日 靑柳梅 櫻。 三 千 年 

に 生る 桃の 花。 

二 かげ  むす 

〇 松の木 蔭に 立ち寄り て。 岩 もる 水 を 掬ぶ 間 に。 扇 の 風 

も 忘 ら れ て。 夏 なき 年 、ヒ ぞ思ひ ぬ る。 

みぎに  こ だか 

0 池の 凉 しき 汀に は。 夏 の 影 こそ 無 かりけ れ。 木 高 き 松 

を 吹く 風 の。 聲 も 秋 ，じ ぞ 聞えぬ る。 


から 


S を 


0 直なる もの は 唯。 連 枷 や。 篦 竹 假名の し 文 字。 今 年生え 

たる 梅 楚。 幡 梓剌鳥 竹.、」 かや。 

〇 武者の 好む もの。 紺よ 紅。 山 吹 濃き 蘇 芳。 茜 寄 生 の 摺。 良 

やな i、JS むま  がた な  ^てこ て ぐ 

き 弓 胡 錄馬鞍 太刀 腰 刀。 鏺 胄に脇 立籠 手 具し て。 

〇 法師 博打の やう かる は。 地 蔵よ かせん ニ郞寺 主，、」 か。 

九 三 


—雁 か」 は 「がれ」 か 

, 雁 や」 か 


「もる」 の 傍 Li 原 

「ひの」 W わり 

^逍集 及！ S 詠 松 か 

けぺ岩 井の 水 をむ 

すび あげて S なき 

年. W 思 ひける かな 

(山) 


朗詠 集 納凉の 詩句 

(山) 

原 傘 E「、 、.VJ, ん」 ミょ 

まろれ V- 「- 、ミ .L  I 

の 誤なら む 

「さ い Vi り だけ 1 は 

鳥，^," さす 竹なら；； - 

「維よ 紅」 (和) 


「寺 主」 わる ひ は 

「寺 師」 


V げ 


尾 張 や 伊勢の みくつし も ち。 無 下に 惡き はけい そ 

房。 

0 居よ く" 蜻^ 


すだれし の  さ*^  むま 

簾 儘の 先に 馬 

操らせて 遊ば 

こまつ ぶり 

〇 いざれ 獨 樂。 鳥 

し や。 懲 り 果て 


よ。 片 脚 をまい らん さて 居た れ "俊 か で 

よ  かいつ  わら はべ  はら 

の 尾繞り 合せ て。 搔 附 け て。 童 冠者 原に 

せ ん。 

i れ  まが， 

羽の 城 南 寺の 祭 見に。 我 は 罷らじ 恐ろ 

つくりみち  よつ づか 

ぬ。 作 道 や 四 塚 に。 あ せる 上馬の 多 かる 


「みくつ」 み つ- W 

i よまる 

「もち」 の 「，p」 の 傍 

LL 「ほ」. W わり さて 

は 「こぼち」 卽ち新 

發意 なリ 

「J^ 鈴 よ」 「片 脚」 

(山) 「かた，， J」 は 

「片端」 か (田) 


「祭 B^」( 和い 原 「え 

つかみ」 


る 


あ S  ふ 

か る" 何 しに 急い で 漁 け む 「寓 劫年經 

し け む。 現 世 は 斯くて も ありぬ ベ し。 後 世 我が身 

を 如何に せん ずらむ。  . 


〇 鵜 飼 は 悔し 

龜ろ 


「くや、 しか ろしに 

「くや C やな」 か 

「ろ. しけむ」 は 「ぜ 

、し (殺) けむ」 か 「、、 

る. しけむ」 か 

「すら； 3」 の 傍- し 

「無 之」  >.>  ぁリ 


けう 大ん  ひんが し  さ， ： • 

〇 粟津の 興 宴 は。 東大 律の 西 浦へ。 海老 まじりの 雜魚賣 

£ ろ  の ほ  を ほ ぢ 

り に。 大 津の 西の 浦は惡 し。 上 り 大路 ぞ 何も 良き。 

〇 まさ ミを江 口 へ來ん ける は" あ りし 昔 を 思 ひ 出で 、 。 

れい  us. 

例の 藤 次が 癖 なれば" てこく せむ、、」 や 生れけ む 

0 聞く に お かしき 經讀 は。，、 t フ かく 高 砂の 明 泉 房。 江 口 

の ふちに たの やけの 君。 淀 に は 大君 次郞 君。 

〇 鷲の 住む 深山に は。 な ベ ての 鳥 は 住む も の か。 同 じ き 

源氏.、. - .2 'せ 、ご も" 八 幡太郞 は 恐ろし や。 

0 媒.^ 女の やう か る は- J ちょ ふ てらよ まつ さ へ ふた 

X る /\ 

このみや 人。 す し の 人。 光 めでたき 玉 川 は。 夜 々照らす 

月，/. > かや 

九 


「例の」 (和〕 (志〕 

「て，, く  -は 「て.,. 

う」 (戯 しか (志) 


「み」 及 「には J の 

「は」 の 傍 LL 「無 之」 

f  - ちり 

「なべて」 原 「なつ 

て」 


「宫人 師の 人.」 か 

「す. しの 人」 は 前 出 


九 六 

二 句 神 哥百十 人 首  ； 

みて ぐら  ち  こ ま  " 

〇 幣束 は 散る か，/」 見れば 住吉 の。 松 な..、』 の 木 間より 漏 一 

らん 月 を ば。 や。 如 何せん ずる。  一 

お ほ 一 

〇 ち はやぶ る 神神に まします ものなら ば。 あ は れ ，じ 甲 5  一  ロ傳 集-, 135 つ 

し め せ。 神 も 昔 は人ぞ かし。  j 

みむろ  みまへ  ： 

〇 神 垣 や 御室の 山の » 葉 は。 神の 御前に 茂り 合 ひに け  一 M^^^^u 

一 古今 六； WLl は 「祌 

り。  ； 垣 や」 ど あり 

〇 月 も 月 立つ 0: ご ，、」 に 若き かな。 つく  <^ 老い をす る 一 

我が身 何な るら む。 

しら  を S こ  ひと  「SRi  -3- 「ェ Is- 虔 

〇 月 は 船 星 は 白波 雲 は 海。 い か に 漕ぐ らん 桂男 は 唯 一 に 「ま 之」 >rv^w1 


人して。 

〇 春の 野に 小屋 か いたる やうに てつ い 立てる 鈎 蕨。 忍 

びて 立てれ 下司に 採らるな。 

〇 垣 越に 見れ、 ごも 飽か ぬ 撫子 を。 根 ながら 葉ながら 風 

の 吹き もこせ かし。 


ひんが し かう せん 

〇 東 や 香 山の 山 


や ふさ 


生る く 花隨 を。 八 房 ふさね て 手に 一 


0 


採る ビ 夢に 見 

〇 冬 来，、」 も 作の 紅葉な 散り そ よ。 散 り そ よ。 な 散 り そ。 色 

變 へで 見ん。 

せう そく 

〇 吹く 風に 消息 を だに つけば や、、」 思 へ ビ も。 よ しなき 

野邊に 落ち もこ そ すれ。 


「かいたる」 は 「掛 

•i,! る」 力 「>J、，CV る 

な」 「- W. しるな」 

"VJ あ リ「 W  -の 右に 

「お」 めリ 

後 撰 集 LL 「垣 越 LL 

ち.： r  くる 花な 見る 

よ リは权 ごめ LL 風 

の 吹 iv< もこ さな 

む」 新撰 朋詠 集に、 

「垣；  >. し -J- 見.^.、、 J 

もも か W 櫻 花 根 ご 

め に 風の 吹き も、 - 

さなむ」 -yj もリ 

「葉ながら」 (山) 

(豐) 原 「はなが ち」 

「かう- y ん」 の 「ん」 

の 傍-,. i 無 之 めり 


九 七 


〇 戀 ひしく は疾ぅ 

の 山 も ビ 杉 立て 

〇 なみ も 聞け こ ひ 

の 風 吹いたら ば。 

〇 須 磨の 浦に 引き 

こそ §、1 しかりけ 

〇 我が 戀は 一昨日 

明日の 徒然 如何 


かで 

る 門。 


そ も 

い づ 

千 い 

れ。 

見 え 

- W せ 


九ス 

おはせ 我が 宿 は。 大 和 な る 三 輪 


語れ 松 も 見 よ。 我 

れの 浦へ も 靡き 

たる 網の 一 目に 


を 我 ，じ いふ 方 

な む。 

も。 見 てし かば 


〇 戀 ひ/、 て邂 追に 

さ し /\ き し ，ーノ た 

〇 擇食 魚に 牡蠣 もがな。 た、 >  1 つ。 牝 看 も かき。 長 門の 入 


ず 咋日來 ず。 今 日 昔 づれ 無く ば 

ん。 

ひて 寐 たる 夜の 夢 は 如何 見る。 

ぐ」 こそ 見れ 


古今に 「我い ほに 

三輪の 山 も ザし 

く は w ぶら ひ來ま 

ぜ杉 立てる 門」 w 

ゎリ 

「こ ひそ」 は 「小 磯」 


「かり けれ」 の 一り 

け」 の 傍- J- 「ろら」 

W わり 


「たく  -は 抱く か 

「かき」 は 「かな」 の 

誤 か 牡 蝶 重れ；： 


海の 其の 浦なる や。 岩 の そば に附 きたる 牡蠣 こそ や „ 

ふみ  しま こん じき た  をの こ ご 

讀む 文書く 手 も 八十 種 好 紫 磨 金色 足らうた る。 男子 

は 生め。 

〇 伊勢の 海に 朝な 夕な に 海士の 居て 採り あぐなる 腹 

の 貝の 片 思なる。 

〇 我 は 思 ひ 人 は 退け 引く 是ゃ此 の。 波 高 や 荒磯の 腹の 

貝の片 思なる。 

っゐ 

〇 東屋の 妻，、」 も 終に なら ざり ける 物故 に。 何 "A- てむ ね 

を < ^口せ 初めけ む。 

〇 水酈 木の 水 劇れ 磯亂れ て 別れな ば。 戀 しからん ずら 

なら 

む もの を やむ つれ 馴 ひて。 

九九： 


「よむ 文」 ュ 前の 歌 

LL つづけ 書き かつ 

意 もつ づけ vn 一句 

神 歌な る VJ- て 

「讚む 文」 以下ぐ」 二 

首なら む 或は 「其 

の 浦なる や」 まで 

が 一 首 に て 以下が 

1 首なら むか 

「. しま」 原つ. しさ」 

- たらうた ろ」 原 

「たちう； .1 る」 

萬 葉 集 十 一 に 「伊 

勢の 海士の 朝な 夕 

なに かづく ミふ鳆 

の 貝の 片 思 に ，し 

て」 W も リ新觔 撰 

集-, i は 「かつくて 

ふ」 W- して 入れ リ 

「むれ」 は 「胸」 に 

「棟」 .$3 


源氏物語 葵 に 「み 

なれくて え. しも 

常- しか ゝ ら すば 戀 

. しから： しゃ」 同 松 

aLL 「みなれ そな 


一 〇〇 

〇 高 砂の 高 かるべき は 高 か ら で。 な ど 比 良の 山 高々 高 

，、J 高く 見 ゆらん 

〇 雨 は 降る 性ね，、」 は宣 ふ。 笠 は 無 し。 簑 ，ヒ て も 持たら ぬ 

身 に。 ゆ 、 しかりけ る 里の 人 か な。 宿 貸 さ ず。 

〇 山伏の 腰に つけたる 法螺貝 の。 丁  ，じ 落ちて い ，二  0 れ 

碎 けて 物 を 思 ふ 頃 かな。 

を  しの ころも  V 

〇 賤の 男が 篠 折り 掛けて 千す 衣。 い か に 干せば か。 乾 ざ 

らん 乾 ざら む 七日 乾 ざら む。 

〇 おぼつかな 鳥 だに 鳴かぬ 奥山 に。 人 こそ 音すな れ。 あ 

な 尊，、 J 修行者の 通る なりけ り。 

〇 寐たる 人 打ち 驚かす 鼓 かな。 い かに 打つ手の 懈 かる 


れて 別る , 程 は」 

此の 引 歌に 出 所 未 

詳の歌 「みなれ 木 

のみ なれ そ なれて 

はなれな ば i やし か 

らん 0> 1? しから い-し 

や」 (細 抄〕、 、れ 

v-.^ 源 の 歌な り 

(藤) 

「み」 0^0 の 傍に 

「無 之」 ミぁリ 

「てい」 の 傍 LL 朱 LL 

て 「トウ  一、， J わり 


新 古今 集 貫 之の 歌 

LL 「河 社. しのに 

リ はへ ほす 衣：. か 

ほ乜 ばか 七日 干 

さらむ」 -W ゎリ 


鼓 (山) (蹵) 原 「つ 

くみ」 _ 


らん。 い ，/J をし や „ 

〇 近 江，、」 て 勢 多 ，、レ 

くち ちご 

栗 太の。 淀，、」 て來 


あづま 


4- 

S 


て 来た 

たれば 

〇朿 より 昨日 來 たれば 

あ *  むすめ か  た 

襖に 女換へ 給べ。 

みさき 

〇 須 磨の 關和 田の 卿 を 

漠ゃ 弓 くら A 

〇 淀 河の 底の 深き に 鮎 

れ て。 き り /\ めくい 

〇 日暮れな ば 岡の 屋に 

ひつ か は  ひつ 

櫃 河 や。 櫃 河。 櫃 河の 撟。 


れば 在り も 在ら ず。 由 もな き 

さ 

山 崎の 橋へ 來ん ける は。 

も 持た ず。 此 の 着た る 紺の 狩 


oa ぶ； ft 


舞うた る 車 船。 牛 窓 かけて 

子 の。 鵜 ビ 云 ふ 鳥に 背中 食 は 

をし や。 

そ 伏し 見な め。 明 けて 渡らん- 

1〇 一 


—勢 多」 (山) ^ 「を 


「車 船」 原 「くるよ 

ふね」 名 寄-」 「車 船 

和 田の みさき を か 

いめぐ リ牛窓 かけ 

て汐 やひ くらむ」 

ビぉリ 


「さり」 说 「きか」 

新 勅 拱 集； K 成の 歌 

LL 「都いで て伏见 

*^ 越 ゆろ 明 方 はま 

づ打 渡す 歷 河の 

隨- W わり 岡 伏 


〇 二 


つ？ i- さ 


〇 御前より 打ち上げ 打ち 下し 越す 波 は。 官 まさりの 重 

波ぞ立 つ。 

づ炉 

〇 此の 殿に 好き 筆 柄の ある もの を。 て こ , の 富 を かき 

寄 せ る。 筆 の 軸の ある もの を。 

〇 我が君 を 何に 擬 へ む 浦に 住 む。 龜 山 の。 岩 角き に 生 ひ 

よそ 

たる 松に 擬 へむ。 

むら  めか 二 

〇 立つ もの は 海に 立つ 波 群雀。 播 磨の 赤 穂が 作れる 腰 

刀。 一夜す、 をの あだ 名、、」 か。 

〇 いざ 寐 なむ 夜 も 明 方に なりに け り。 鐘 も 打つ。 宵より 

寐 たる！ U にも 鉋かぬ 心 を。 や。 如 何に せむ。 

まろ  it み  しか ま  かち  ^^ね き 

〇 いかで 麿。 播 磨の 守の 童し て。 飾 磨に 染 むる 褐の衣 着 


見 共-」 附近の 地名 

にて 伏 見に 臥 見 を 

兼れ たり 


「ズ 二、、」 に 古語の 

て、、 な LL 同じく 年 

小ノ者 親. しみい ふ 

語 (山) 


「いは か V- さ」 の 

「き」 衍か 


「す 、 *i<」 に 「すく 

せ」 (宿世) の 誤な 

らむハ 山) 


「まろ - の 傍 に 「わ 

れ」 ミぁリ ； 


む „ 

〇 山 

〇 結 

力 

〇 戀 

〇 月 

〇 盃 

寐 


さ  さ 

長が 腰に 差いた るつ、、、 らふ ち。 思 はむ 人の 腰に 差 

せ む。 

ぶに は 何 はの 物 か 結ばれ ぬ。 風 の 吹く に は 何 か 靡 

ぬ。 

し 

や 


れ 


ぐ」 

曰 


よ 

え 


君 

ぶ 


も 曰 も 


f3 し，、」 よ ゆかし ，こ よ。 逢 はば や 見ば や 見 

や。 

おは 

M に， フれ し，/」 ョ、3 す ら む。 流 る 星の 位 ま 


VJ 鶴の 噴 ふ 魚，、」 女子 は。 は うなき もの ぞい ざ 二人 

ん。 

1〇 三 


詞花集 好 忠の欧 に 

「播 磨なる 飾 磨-し 

染むる わなが ち- 1L 

人 を戀. し- W 思 ふ 頃 

かな」 W ぁリ 

「つつら ふち」 は 

「葛 鞭」 か は 「葛 

太刀」 か 


「はうな き」 は 「端 

なき」 か (志) 法な 

きか 「用な き」 か 

(田) 


一 〇 四 


〇 夏草の 繁 みに 食む は 駒 か ，二 よ。 し か，、， - こそ 見め 秋の 

野なら ば。 

〇 大 江山 生 野の 道の 遠 けれ ば。 ま だ ふみ も 見ず 夭の 橋 

立。 

〇 老の波 磯 額に ぞ 寄り にけ る" あ はれ 戀 しき 若の 浦 か 

な。 

〇 さ 夜 ふけて 鬼 にんし こそ 步 くな れ。 南 無 や 歸依佛 南 

i ゃ歸依 法。 

たきぎ  ラへ  まかまん だら 

〇 法 華經の 薪の 上に 降る 雪 は。 麻訶 曼陀羅の 花、、」 こそ 

見れ。 

ほとけ  を は 

〇 南無 阿 彌陀佛 の 御手に 懸 くる 糸の。 終り 亂れぬ 心，、」 


「. しか、、 J」 に 鹿ミ： ，1 

噏 k を，  


葉 集に 入る 小 式 

部內 侍の 歌 


「鬼 にん. し」 は 「鬼 

人 趣」 か (志) - 


新 古今 集釋敎 部に 

法 K 上人の 歌 W. し 

て 载^; .: リ 


〇 阿 彌陀佛 ，と 申さ ぬ 人 は 淵の 石。 劫 は經れ 、ご も 浮ぶ 世 

ぞ 無き。 

神社 哥六 十九 首 

石 淸水五 首 

いづく  W ぐら  や よた 

〇 山鳩 は 何 處か鳥 栖石淸 水。 八幡の 宮の 若松の 枝。 

〇 此處に しも わきて 出で けむ 石淸 水。 祌 の 心 を 汲みて 

知らば や。 

〇 石淸 水深き ちか ひの 流に は。 幾 瀨の人 か 渡され ぬら 

む。. 

.  一 〇 五 


「うかぶ ょぞな Iri  - 

の 次に 「此 次に い 

なリ なるみつ むれ 

がらす V* い ス 歌わ 

奥 在 之 サ、 にす み 

よ. しの 南 客殿 同 在 

奧 ft  二 首 外 御 本 

に 不被書 云々 

凡 二 句 祌歌百 之 

內 五十二 首 在 之 

祌 社歌 等內 LL 稻荷 

1 首住吉 一 首 入 

之」 W も リ 


後 拾 遣 第に 出づ 增 

基 法師の 欲 結句 

「くみ も 知らば や」 

ビ めり 


〇 六 


〇 石 清水 

ぞ う れ 

〇 石淸水 

〇 若宮 

せ ん 


の 


ながれの 水 を はるぐ ，ヒ。 長 閑なる 世に すむ 

し き 

ながれの 末ぞ賴 まる 、。心 も ゆかぬ 水 屑，、」 思 


あて お まへ  に  二 

おは せん 夜に は 貴 御 前。 錦 を延 へ て 床，、」 踏ま 


水 屑 LL 肩， a- 兼ぬ 


. 賀 茂 七 首 

〇 ちはやぶる 賀 茂の 社の 姬小 松。 万 代までに 色 は變ら 

じ。 

〇 ち はや、 i.^ る賀 茂の 川 邊の藤 波 は。 か けて 忘る 、時の 


古今 集 LL 出づ 敏行 

の 歌 四 句 「萬 代 ふ 

will ミ めり 元 永 

本 古今 集に は 二 句 

「かも レ- 祭の」 四 句 

「萬 t! までに」 W も 


間ぞ 無き- 

〇 斯くての 

万代 を經 

〇 人 も 皆 桂 

なりけ り „ 

み あれ 

〇 御 生 ひ き 

ち 渡. 9 け 

〇 神 山の 麓 

〇 ち はやぶ 

曰ぞ 無き"！ 


み 止むべき もの かち はやぶ る。 賀 茂の 社の 

む。 

かざ  あれ 

揷 頭して ち はやぶ る。 賀 茂の 御先に あふひ 

引き連れて こそち はやぶ る。 賀 茂の 川 波立 

れ。 

を，、」 むる 御手洗 の。 岩 打つ 波 

ゆ ふだ すき 

る賀 茂の 社の 木綿 手襁。 一 日 


や 萬 代の 數。 

も 君 を かけぬ 


拾遺 集 LL 出 づ兵衛 

の 歌 結句 「時の な 

後 撰 集に 出 づ三條 

右大臣の 歌 結句 

「萬 代 *^ 見む」 ミぁ 


新 後 拾遺 集に 出づ 

IE 房の 歌 結句 「萬 

代の 數」 ミぁリ 「か 

す」 原 「かみ」 

古今 集 LL 出づ 結句 

「かけ 《 日 は 無. し」 

ぁリ 


〇 七 


松 尾 二 首 

S せ 

〇 ちはやぶる 松の 尾 山の 隆 見れ ば。 今 日ぞ 千年の 始な 

りけ る 

かき は 

〇 萬 代 を 松の 尾 山の 蔭 茂 み。 君 を ぞ 祈る 常 磐 堅 磐 ，じ。 

平野 二 首  ， 

身 

〇 生 ひ繁れ 平野の 山の 綾 杉 よ。 濃 き 紫に 違 はるべく も- 

〇 ちはやぶる 平野の 松の 色替 へ ず。 常 磐に 護る 君が 御 


M 荷 十 首 


こ は 


〇 稻 荷に は 禰宜も 祝 も 神主 も 無き やら ん。 社 壊れて 神 

さびに けり。 

〇 稻荷 をば 三つの 社， と 聞きし か 、ご。 今 は 五つの 社な り 

け り。 

みつ  よる  ひと 

〇 稻 荷なる 三 むれ ® あはれ なり。 晝 はむ つれて 夜 は 一 

^寐。 

〇 稻荷山 社の 數を人 問 は、、、。 つ れ なき 人 をみ つ ビ答 へ 

よ。 

〇 春霞 立ち まじりつ 、稻荷 山。 越 ゆる 思 ひの 人知れぬ 

1 〇 九 


「みつ むれ」 は 「三 

群レか 1« ね， 「三 棘. 1 


拾 a 集に 出 づ定文 

の 歌 結句 「みつや J 

答へ む」 i あり 


莨. NI 集！. i 出づ 


〇 稻荷 山み つ の 玉垣 打ち 敲 き。 我 が 願 言 ぞ神も 答へ よ。 

〇 稻荷山 行き交 ふ 人 は 君が代 を。 一 つ 心に 祈り や はせ 

ぬ。 

〇 瀧の 水 か へりて すまば 稻荷 山。 七 日 のぼれる 驗ミ思 

は む。 

〇 我，、」 い へば 稻， 荷 の 神 も つらき か な。 人 の 爲，、 ，- は 思 は 

ざ. 9 し を 

〇 君が代 は 千代 もす みなん 稻荷 山。 祈 る驗の 有らん 限 


後 拾遺 集 LL 出づ四 

yj わり 


拾 遣 集 LL 出づ 


拾遺 集に 出づ長 能 

の 歌 結句 「祈ら ざ 

り. しな」 ミ もり 「お 

も」 の 下 「は」 な脫 

す 


春 日 十 首 


にろ 炉  ^ ち 

〇 春 日 山 雲居 遙に遠 けれ 、ご。 徒 歩より ぞ 行く 君 を 甲ん へ 

ば。 

〇 珍し 

ら め 

〇 今日 

ん。 

〇 春 日 山 神に 祈れ る 言 の 葉 は。 待 つ ほ 、ご も 無く 賴 もし 

きかな 

〇 二葉より 賴 もしき かな 春 日 野の。 こだかき 松の 種、/」 


き 今日の 春 日の 八 少女 を。 神 もうれ し ，ヒ 忍 ば ざ 

や。 

祭る 三 笠の 山の 神 まさ ば。 天 の 下に は 君 ぞ榮ぇ 


萬 葉 集に 「山 科の 

、 - は^の 山. < ^馬 は 

あれ V- かちより わ 

がく 汝 ， ^思 ひ 兼 

v^」 拾遺 集 LL 「山 科 

の 木 幡の里 に 馬 は 

あれ. W かちより ぞ 

くる 君 vj* 思 へ ば」 

拾遺 集に 出 づ忠房 

の 歌 


後 拾遺 集-,! 出づ 

永 レン 歌 三. P 「祌 i 

乜ば」 -W もり 


拾 遣 集に 出 づ能宣 

の 欲 三， 「春 日 山 J 

結句 「種 ぞミ E§ へ 

-は」 € わり 


〇 天の下 長閑け かれ、、」 や 榊 葉 を。 三 笠の 山に 挿し 始め 

け む。 

〇 君， か 世 はかぎ り も あら じ 三 笠 山。 峯 に 朝日の ささむ 

〇 君が代 は 萬 代まで にさして け り。 三 笠の 山の 神の 心 

〇 君が代 は豫 ねて ぞ 著き 春 日 山。 二葉の 松の 神 さぶ る 

ま で • 

しるし 

〇 天の下 久しき 御代の 驗に は。 三 笠の 山の 榊をぞ さす。 


千载集 11 出 づ淸輔 

の 歌 


4- 葉 集 に 出づ EJ 房 

の 歌 二 句 「tli リも 

5fd し」 v> わり 


「神 さぶ る」 15^ 一 

みさぶ る」 


新^ 撰 集 LL 出づ行 

ML  1 


古 4 「集-.. i 出 づ業平 

の馱 結句 「 思 ひ 出 

づ らめ」 .W もり 元 

永 本に は 「神代の 

事 を S3 ひ 知 るら 

め」 W ぁリ 

後 撰 集に 出 づ貫之 

の 歌 


大 原野 三 首 

% しほ 

〇 大原ゃ 小 鹽の山 も 今日 こそ は。 神 代の 事 も 思 ひ 知る 

ら め， 

〇 大原ゃ 小鹽の 山の 小 松 原。 早 木 高 かれ 千代の かげ 見 

む • 

〇 千年、/ J ぞ 君が 御代 をば 契るな る。 小 鹽の 山の 峯の姬 

松. 

iH 吉十首 


〇 住 吉の松 さ へ か はる ものなら ば。 何 か 昔の しるしな Mil 集-出つ S 


一 一 三 


一 一 四 


らまし 

〇 音に のみ 聞き 渡りつ る住吉 の。 松 を まう /\ 今日 見 

つるかな。 

〇 住 吉の神 は あはれ，、」 思 ふら む。 空 しき 船 を さして 來 

つ れ ば。 

あけ 

〇 住吉の 松の こず ゑに 神 さび て。 綠 に 見 ゆる 朱の 玉垣。 

〇 沖つ 風 吹きに けらし な住吉 の。 松の 下 枝 を 洗 ふ 白波。 

〇 住吉の 御前の 岸の 光れる は。 海 士の 釣して 歸る なり 


きゃく f でん なが やり <J 

〇 住 吉は南 客殿 中 遣戶。 お も ひ 


繫金は 


づ し 

〇 幾 返り 波の 白木 綿 かけつら む。 神 さびに 


氣ぞ 無き。 

ける 注吉の 


1  口 遣 集 LL 出づ 四 句 

「松の 千年^」 ども 

り 「ま-，./ \ -」 は 

「廻う く」 か 


後 拾 遣^. し 出づ後 

三條院 御製^ 句 

「さ. して 來.^ れは」 

W あり 


後 拾遺 集に 出， つ 蓮 

仲 法師 の 歌 二 句 

「松の 下 枝 に」 も 

後 拾遺 巣に 出づ經 

信の 歌 

枕 is- 子-し 「渡つ み 

の 沖-し、、 がる、 i 

のみれば 海士 のつ 

リ. しズ かへ るな リ 

？り 


斩後撰 集 LL 出づ後 

^^必歡四句 「！ W さ 


松 • 

〇 君が 

〇 過ぎ 

吉 の 

〇 住吉 


力 


代 は 

來 に 

松。 

いち 

の 一 

ぎ ぬ 


松 吹 

し 程 

の 鳥 

"し り 


く 風の 音 高 く。 難 波の こ，/」 ん住吉 の 松。 

か！ V 

をば 捨てつ 今年よ り。 千 代を數 へむ 住 


居に 舞 ふ 巫女 は。 神 は 憑 き が み。 き ぬ は 

けれ も。 


首 


國ゃ 牟婁の 郡に おはし ま す。 熊 野 兩所は 結ぶ 速 


にや 


〇 紀の 

玉。 

〇 熊 野 出で ， 切 


目の 山の 椰の葉 し。 萬 の 人のう はきな 

1 一 五 


- びに けり」 W もリ 


- ： yj ん I は ■  二 ビ 

も」 な. s- 

詞花集 Li 出 づ四句 

「千代 はか ぞ へむ」 

，二お り 


「祌 は激 紙 衣に 

狩 衣」 か 或は 「髮は 

つき 髮衣は 借り 

衣」 か 


, は. し」 は 「葉 は」 か 

, うはき」 は 「上着 4. 


りけ り 

日 吉ニ首 

〇 願ぎ かくる 日吉の 社の 木綿 手 襁。 草 のかき 葉 は、、」 よ 

^ らし さ。 

〇 明らけ き 日 吉の神 も 君が 爲。 山 のか ゐ ある 萬 代； や 經 

む。 

吉田 一首 

〇 吉 田野の きのね を われ かや ま はやす ビ て。 ま う //^ 

見つ る 神樂岡 かな。 


貴布禰 一首 

〇 思 ふ 事 成る 川上に 跡 垂れ て。 賁 船 は 人 を 渡りな りけ 

廣田 一 首 

〇 廣 田より  だ へ 渡る 船 もが な。 濱 のみた けへ 言 づ け 

もせむ。 

伊津 岐嶋 一 首 

〇 安藝の 國 沼田の 郡に 住む 人 は。 嚴 島 をば 三 島，、」 や 見 


る 


A 


天 露 別 一首 

きょ みづ  あま つゆ わけ  あま 

〇 清水に 天 露 別のお はすれ ば。 む ベ こそ 神 は 天降 るら 


め- 


木嶋 一首 

,5 づ まさ  やくし  も、、,  tf  一  二 

〇 太 秦の藥 師が許 へ 行く 麿 を 。頼り 止む る 木の 島の 神。 

あづま  おとこ みこ  お ミこ  つ 

〇 東に は 女 は 無き か 男 巫。 さ ればゃ 神の 男に は 託く。 

〇 夕 暮に濱 行く 麿 を 海 士かビ て。 魚 乞 ふ 主。 吾 が 釣 もせ 

ぬ 身 を， 


「あづま に は」 の： £ 

何々 十 一 首 w もり 

-し を脫. し.；.： るか 

萬 葉 集 LL 「濱淸 み 

錢 LL 吾 をれば 見む 

人 は海士 W か 見ら 

む 5： も ^ なくに」 


〇 賀茂春 日 八幡 日吉の はう の 神。 稻荷 松の 尾廣田 住吉。 

〇 神なら ば ゆら  >  さら 、 ぐ」 降り 給 へ。 如何なる 神 か 物 

恥は爲 る。 

みこ  みこ  かた ら  しり 

〇 此の 巫子 はやう かる 巫子 よ。 汗 衫に後 を だに か , い 

で。 忌 々しう 着き， フ たる 此を見 給 へ。 

あめ わか  お S 

〇 奥山に しば ひく を.、 J の 聞 ゆる は。 天 稚 みこの みす 音 

ぞ よ /,\-。 


a レ 


〇 打ち 立つ る 鉦の 鼓の 初聲 はま づ寶主 受け 納め 給べ" 

〇 近 江なる 千の 松原 千な が ら。 君 に 千 V* せ を讓る く 

みな 讓る 

〇 極樂は 逸け き 程，、. - 聞きし か ビ。 つ 、ヒ めて 到る 處 なり 


，乙 4?  ？ あか」 

は 或は 「主 か」 の 誤 

なら. む 


「着き 居た る」 か 

「，1* ば ひく」 は 「鎮 

彈く」 か 「柴 引く」 

か 「を ミ. J は 「琴」 か 

「みす 音」 は 「めす 

音」 か (田) 「御簾 

音」 か 

「j ^の 鼓」 (山) 原 

「正の つくみ」 


「みな」 原 「かな」 

拾 遣 集に 出 づ仙度 

法師の 作 期 詠 集 及 


九 


二 〇 


〇 阿耨 多羅 三藐三 菩提の 佛 達。 我 が 断つ 杣に 冥加 あら 

せ 給へ。 

〇 いつしか，、」 君に ビ 思 ひし 若菜 を ぱ。 法 の 爲にぞ 今日 

は 摘みつ る。 


千載 集 に は 空 也 上 

人の 作  せリ 

期 詠 集及斩 古今 集 

LL 出 づ傳敎 大師の 

乍 


拾遺 集 LL 出づ 四 句 

「法の 道 LL ぞ」 V』 わ 

リ期詠 集 に は 「法 

の爲 -.1 ぞ」 V- ぁリ 


此 一 帖 不慮 相 傳 秘本 事 也 

正  養 (花 押) 

右 一 册以寂 蓮 手跡 徹 書記 門弟 正 鈎 奧書判 

形 有 之 本書 寫畢 


梁 塵 秘抄卷 一 同 口 傳集卷 一 斷 簡解說 

佐 佐 木 信 綱 

上文の 校正 中 も、 なほ 梁 塵 秘抄の 完本の 捜索 を續 けて 居った。 然るに 文 學士大 原 重 明 氏 を 介し 

て、 神樂郢 曲の 家なる 綾小路 子爵 家を訪 うて 捜索 を 乞うた ところ、 其の 結果と して * 圆らす も 梁 

塵 秘抄卷 一 及び 口 傳築卷 一 の 斷簡ー 卷が發 見され た。 そ は 文書の 裏に 書いた 袋と ぢ 三枚の 斷片を 

卷子 本に 改めた もので、 室町 時代の 筆 寫と思 はれる。 もとより 斷簡 に過ぎないの であるが、 果し 

て 梁 麇秘抄 の 一 部であるなら ば、 言 ふまで もな く 虫 M 重な ！ 資料で あるから、 その 信すべき もの か 

如何に 就いて 調べて 見た。 

まづ 長歌の 中に、  . 

そよ、 君が代 は 千世に 一度 ゐる 塵の 白雲 か. -る 山と なる まで、 

と ある。 こ は、 後 拾遺 集 賀部大 江 嘉言の 歌で あるが、 曾 我物 語なる 母の 勘當 免され し 事の 條に、 

「五郞 扇 ひらき 斯う こそ 謠ひ 舞うたり けれ。 君が代 は 千世に 一 たび ゐる 塵の 白雲 か i る 山と なる ま 

I  ■  ：  ；  ■  ' . 1 11」 .  


1 ニニ 

で。 と、 おしかへ しく 三 べん ふみて 舞うたり けり。」 と ある を 見ても、 當時謠 つたこと が 明らか 

である。 此の 歌の はじめに ある 「そよ」、 次なる 古柳の 中に ある 「そよ や」 の 句 は 拍子で、 催 馬樂の 

櫻 人に、 「十 町つ くれる 見て 歸 りこん や、 そよ や 明日 歸 りこん や、 そよ や、」 大甞會 田 欲に、 「こて 

のいた きまで や、 れいくな よ や」 と ある 類で ある。 なほこの 長歌 十 首 は、 いづれ も 古い 集に 出て 

居る 歌の みで ある。 

古柳の 中に、 「さがり 藤の 花やな」 の 句が あるが * こ は ロ傳集 第 十に、 「長歌より はじめて、 古柳 

さがり藤をぅたふ^/ 八 雲 御抄 に、 「さがり 藤 花 は今樣 の詞。 歌に は 見ぐ るし o」 と あるに 合 ふ。 

今樣の 中なる  、 

春の 初めの 歌枕、 霞た なびく 吉野 山， …… 

は、 卷 二の 「海に おかしき 歌枕」 (八 六頁參 照)、 「春の 初の 歌枕」 (丸 三頁參 照) の 類歌で ある。 

きくに おかしき 和歌の 集 は …… 

和歌に すぐれて めでたき は …； 

の 二 章、 いづれ も 平安朝 中期までの 歌集 歌合 歌人の 名 を 擧げて ある は、 此の 歌の 古い 證 とも 見ら 

れる。 歌人のう ち、 業 平 を 省いた の は、 調の 上からで あらう。 道 命 を 加へ たの は、 宇治 拾遺 物語 


にある ごとく、 和 泉 式部との ことがある 故 も あらう。 

常に 涫 えせぬ 雪の 島 …… 

は、 金 葉 集の 連歌に、 「あづま 人の 聲 こそ 北に 聞 ゆなれ」 「陸 奧國 よりこし にゃあ るら む」 の 類で * 

當時 流行 の 言語 の 機智 を 弄んだ も の 。 

ばくちの 好む もの …… 

は、 卷 二の 博 突の 歌の 類歌で、 (七 八 頁 火 三頁參 照) 何々 の 好む ものと いへ る 類歌 は卷 二に 多い。 

ロ傳集 第一 に、 神樂 催馬樂 風俗 今樣 のお こり を說 いたの は、 口 傳集第 十の 初めに、 「神樂 催馬樂 

風俗 今様の 事のお こりょり はじめて」 と あるに 全く 符合す る。 

榮 惑星の 事 を 述べて、 「聖德 太子の 傳に 見えたり」 と ある は、 聖德 太子 傳曆に 合 ひ、 また 郢曲相 

承 次第の 文詞 にも 合って 居る。 

以上 を 以て、 こ の 斷簡の 信すべき ものなる 事 は 明らかで あると 思 ふ。 

しかして この 斷簡 からして、 吾人 は少 くと も 次の 四つの 事 實を學 び 得る。 

一 ， 梁麋 秘抄卷 一 の 内容が 明らかになった 事。 

二、 歌曲 上、 長歌と は 短歌の 謂であった 事。 
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三、 古柳の 原形の 歌 を 得た 事。 

四、 梁 塵秘杪 ロ傳集 は、 梁 塵秘抄 以外に 十卷 あった 事。 

此の 叫 點を 明らめ 得た 事 は、 この 斷簡の 出現が、 我が 國の 歌謠 史上に 寄與 した 主な 功績で ある。 

以下、 順 を 追うて 說明 する。 

卷ー の 目次の、 長歌 古柳 今 樣三體 の 中で、 今 樣の數 の 多い こと は、 當 時の 流行の さま を 示して 

居る。 しかして 春 十三 首 夏 七 首 云々 と ある は、 今樣 の小别 で、 合計 二百 六十 五 首になる ので ある。 

SI 季と あるの は 拾 玉 集 所載の 四季の 今樣の 類、 一 一季 は 春秋 を 一 對 にした もので あらう。 

古謠 上、 長歌と は どんな ものである か、 歌 儺 品目の 編者 も、 「ー體 の 歌と 見 ゆれ ど 其の 殺 知りが 

たし」 といって 居る が、 その 全く 短歌の 名で ある 事が わかった ので ある。 何故に 歌 を 長歌と い 

つ たかは、 蓋し 古今 集 雜體の 部に、 長歌 を 短歌と 誤り 記した 以來、 それに 倣って、 平安朝 末期の 

學者 間に、 長歌 短歌の 論が おこった。 そ は、 奥儀抄 に、 「問 云 * 三十 一字の 歌 を 長歌と 名 づけ， 五 

七の 歌 を 短歌と 名づ くる 如何、 答 云、 歌 は 本體は 韻字 を 用 ふべき 也」 云々 と ある 條ゃ. 古 來風體 

抄 など を 見る と、 分明で ある。 しかして 謠 物の 方で も、 當 時の ffl 例 を 襲うて、 三十 一字の 短歌 を 

さして 長歌と いったの であった。 


古柳の 名 稱は諸 書に 見える が、 其の 原 歌が どんな もの かわからなかった ので あつたが、 ここに 

それが 明らかになった。 隨 つて 萬葉緯 の編苕 が， 「風俗 內稱 * 我 門-歌 是乎」 とい ふ說 (この 說を教 as 

品目の 編者 も 認めて ゐる) は、 自然に 消滅す る 事と なる。 惜しむべき は 「以下 略 之」 とあって、 此の 

一 首より 傳 はらぬ 事で ある。 (口 傳集第 十に は 「澤に 鶴た かく」 とい ふ 古柳 云々 と ある。) 

今樣 は、 春 十四 首 (十三お の寫 誤で あらう) と 題して あって、 新年 云々 とい ふのと、 次に 原 筆者 

が 後に 加へ た 春の 軟 一首と が あり * 其の 他の 八 首 は 維に 屬 する もの。 これら は、 思 ふに 今 樣全體 

の 中から ここ かしこの 十 首 を拔抄 した ものと 思 はれる。 此の 中で、 門に 松 を 立つ るを謠 つた もの 

は、 本朝 無題 詩の 惟宗孝 言の 自註 や、 堀川 百 首 千 五百番 歌合の 歌な どと 共に、 風俗 史上 注意す ベ 

きもの。 尺 迦の月 は 以下 首 は、 卷 二に 出て をる。 如何にして 卷 二の 中の 歌が ここに 抄出して あ 

るか は、 何とも 解決し がた く、 完本の 出現 を俟 つて 明らかにす るより 外 は 無い。 

次に、 「梁 麋秘抄 と名づ くる 事」 云々 數行 は、 秘抄の 跋文な どの 拔 書か。 はた ロ傳 集の 序の 一節 

か、 不明で ある。 

口 傳集卷 一 の 初めの 部分が 出た の は 殊に 喜ばしい ことで ある。 梁 塵 秘抄と 梁塵秘 抄ロ傳 集との 

關係 は、 從來 不明で、 お 記 や 八 御 抄のは 口 傳集を さし * 徒然 草の は 秘抄を さした ものと 思 はれ、 
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前に 引いた 伊庭 時 言の 群 書 備考に も、 ロ傳 集に 就いて 卷數 の點を 疑って あるが、 此の 斷簡 によつ 

て考 へる と、 梁 塵 秘抄が 多分 十卷 あり、 梁 塵 § ロ傳集 はま さしく 十卷 あつたので、 本朝 害籍目 

錄 の廿卷 とい ふ 卷數に 符合す ると 思 ふ。 卽ち 今度 刊行した のが 梁 塵 si の卷 二、 群 書類 從所收 の 

が 梁塵秘 抄ロ傳 集の 卷 十で、 猶 十八 卷 不足で ある。 其の 中へ 些かながら 此の 斷簡が 現 はれた ので 

ある。 (この 文詞が 「今樣 と 申す ことのお こり」 とい ふ處 で， れて 居る こと は 惜しむべき である。 

郢曲 相承 次第に は、 焚 惑星の 事が あり、 次に、 「其 後 廢而山 蔭 中納言 再興 歌え 仍號 > 樣 こ 云々 と 

あるが、 この ロ擰 集の 今檬 のお こりの 文 も、 それと 同じで あらう か、 否か、 今一 二 行あった らば 

と 遺憾で ある。 之 を卷ー の はじめと して、 群 書類 從所 收の卷 十までの 間の 卷々 は. 今に 於いて は 

不明と なすより 外 は 仕方が無い。 

鬼に 角 五辻 家の 廿卷の 完本 も 出です、 他から も 出ない ので、 梁 塵 § に對し てこれ 以上の 事實 

を 明らかにする こと は、 目下に 於いて は 成し 能 はぬ ところで ある。 自分 は 更に これ 以上の 發見に 

よって、 これ 以上の 事實の 明らめら れむ 期を樂 しみ 待って ねる。 
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萬 葉 集の 代表作む る 短 欲 約 六 百 首 を 抄出. して 之に 平明 剴切な ろ 評 釋を加 へ られ -;: 

もので， 附 綠ミ. して 「萬 葉 集 研究 *i 解驢」 ^_5*添 へた萬葉.i%者必備り好著でもる。 一 

<- 古今 集 選 a  ifi 定％ 本き 拾 n.i 一 

古今 集中よ リ 著名な 和歌 を 選擇. して、 之-, L 平明 剴切なる 評 釋を加 へられ，；.： もので、 一 

最も 簡便 に 古今 集の 全豹. 項 ふ： V- が出來 ろ。 附錄ュ 「古今 集 論 I. か 添へ て わる。 \ 

A 新 古今 集選釋 ，Ti  植概 fti  \ 

新 古今 集中よ.， り： HC の秀 llgvj- 選び、 之に 1^ 明 剴切な ろ評釋 vs^ 加 へられた もので、 附錄 ノ 

させろ 『六 家集 選』 は 併 y て 行； K 成等當 時の 歌風 を 知る- し 便利で ある。  \ 

I  K  &  ^  te-  ^  0 四六判 定 慣金壹 

▲ 註 4»|  ^  S  f  # 全 一 盼 送 本 抖六錢 

金 槐集は 鎌食存 大臣 賈 朝の 家 第べ である。 4^ 書 は 著者 -_L よって 新- IL 後見され た 定家所 J 

溥本 -11 より ズ 校訂-し、 粳 切な 標註 加へ 詳細なる 實朝 ¥譜 及び 類句 索引 を 添へ.；.：。 j 

萬 葉 集 選 ITi  4*V1 ハ S  \ 

萬 葉 集の 秀歌 中より 更.」 純正 Li. して s>s^ なる もの、 思想 上 注意 すべさ もの を遴 び、 V 

略 註 を 施 マ。 學校<^敎科用、 家庭の 讀物 及び „ili 歌の 爲の好 参考書で もる。  \ 

4 萬 葉 學論慕 定, T 本 r 參八 i 一 

現代 萬 葉 研？！？ の 各方 * 面に 於け る 一 流の 權成者 S 十 名家の 代表的 研究論文 各 一 篇を選 

び、 これ を 文献 學. 文學. 人文 學 .言 晤學. 植物 舉り五 篇-レ 類別 れ資 重な 論 1S< 集。 
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